SYAMAHA 


DSP AV アンプ 

NATURAL SOUND AV AMPLIFIER 

DSP-AX 2300 



取扱説明書 


ヤマ八 DSP AV アンプ DSP - AX 2300をお 
買い求めいただきまして、誠にありがとうご 
ざいます。 

本機の優れた性能を充分に発揮させると共 
に、永年支障なくお使いいただくためにも、ご 
使用前にこの取扱説明書を必ずお読みくださ 
い。お読みになったあとは、保証書と共に保管 
してください。 

保証書をご確認ください 

保証書に販売店名、購入日などが記入されて 
おりませんと、保証期間中でも万ーサービス 
の必要がある場合に実費をいただくことがあ 
ります。 




















安全上のご注意(安全に正しくお使いいただくために) 


この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産への損 
害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。内容をよく理解してから本文をお読みください。 


この「安全上のご注意」に書かれている内容には、お客様が購入された製品に含まれないものも記載されています。 


絵表示の例 


A 気をつけなければならなし、内容を 
表しています。 

たとえば△は「感電注意」を示し 
ています。 


〇してはいけない行為を表していま 

たとえば®は「分解禁止」を示し 
ています。 



必ずしなければならなし、行為を表 
しています。 

たとえば®は「電源プラグをコン 
セントから抜くこと」を示してい 


ます。 


Ai 

厂の実元灰值ネ目して誤っ t-iy 极い友する^-人が研广または重傷友音ろ可能件が相定六 

^ C 3 れる喃を示しています。 

プラグを抜く 

下記の場合には、すぐに電源を切り、電源プラグをコンセントから抜く。 

• 異常なにおいや音がする。 • 煙が出る。 

• 内部に水や異物が混入した。 

そのまま使用すると、火災や感電の原因となります。 


電源コードを傷つけない。 

• 重いものを上に載せない。 • ステープルで止めない。 • 加工をしない。 

• 熱器具には近づけない。 • 無理な力を加えない。 

芯線がむき出しのまま使用すると、火災や感電の原因となります。 

水ぬれ禁止 

本機を下記の場所には設置しない。 

• 浴室•台所•海岸•水辺 • 加湿器を過度にきかせた部屋 

•雨や雪、水がかかるところ 

水滴の混入により火災や感電の原因となります。 

接触禁止 

雷がなりはじめたらアンテナや鼋源プラグには触れない。 

感電の原因となります。 

⑧ 

分解禁止 

分解•改造は厳禁。キャビネットは絶対に開けない。 

火災や感電の原因となります。 

修理•調整は販売店にご依頼ください。 


放熱のため本機を設置する際には： 

• 布やテーブルクロスをかけない。 • じゆうたん•力一ぺットの上には設置しない。 

• あおむけや横倒しには設置しない。 • 通気性の悪い狭いところへは押し込まない。 

(少なくとも本機の左右 20 cm 、 上 30 cm 、 背面 20 cm 以上離して設置してください〇) 

本機の内部に熱がこもり火災の原因となります。 
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本機の AC アウトレツトに、指定された供給電力を超えた機器を接続しな 
い。また、供給電力内であつても電熱器 • ドライヤー•電子調理器等は接続し 
ない。 

火災の原因となります。 


鼋池を充電しない。 

電池の破裂や液ちれにより火災やけがの原因となります。 


本機を落としたり、本機が破損した場合には、必ず販売店に点検を依頼して 
ください。 

そのまま使用すると火災や感電の原因となります。 


必ず AC 1 00 V (50/60 Hz ) の電源電圧で使用する。 

それ以外の電源電圧で使用すると、火災や感電の原因となります。 


電源プラグのゴミやほこりは定期的にとり除く。 

ほこりがたまったまま使用を続けるとプラグがシヨートして火災や感_の原因となり 
ます。 


本機にものを入れたり、落としたりしない。 

火災や感電の原因となります。 


本機の上には、花瓶•植木鉢•コップ•化粧品•薬品•□ウソクなどを置かない。 

•水や異物が中に入ると、火災や感電の原因となります。 

•接触面が経年変化を起こし、本機の外装を損傷する原因となります。 


この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定さ 
れる内容を示しています。 


0 _ 0 1 0 1 O I 0 - 0 - 






:士^^ この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容お 

じ\ よび物的損傷のみの発生が縦される内容を示しています。 



不安定な場所や振動する場所には設置しない。 

本機が落下や転倒してけがの原因となることがあります。 


直射日光のあたる場所や温度が異常に高くなる場所(暖房機のそばなど）に 
は設置しない。 

本機の外装が変形したり内部回路に悪影響が生じて、火災の原因となることがありま 
す。 

❶ 

必ず行う 

電源を入れる前や再生を始める前には、音量(ボリューム)を最小にする。 

突然大きな音が出て聴力障害等の原因となることがあります。 

プラグを抜く 

長期間使用しないときは、必ず電源プラグをコンセントから抜く。 

火災や感電の原因となることがあります。 

⑱ 

接触禁止 

ぬれた手で電源プラグを抜き差ししない。 

感電の原因となることがあります。 


電源プラグを抜くときは、電源コードをひっぱらない。 

コー ドが傷つき、火災や感電の原因となることがあります。 

プラグを抜く 

移動をするときには電源スイッチを切り、すべての接続をはずす。 

•接続機器が落下や転倒してけがの原因となることがあります。 

• コー ドが傷つき火災や感電の原因となることがあります。 


長時間音が歪んだ状態で使用しない。 

スピ_力_が発熱し、火災の原因となることがあります。 


大きな音で長時間へッドホンを使用しない。 

聴力障害の原因となることがあります。 
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この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容お 
/1 \ よび物的損傷のみの発生が想定される内容を示しています。 

A 

注意 

環境温度が急激に変化したとき、本機に結露が発生することがあります。 

正常に動作しないときには、電源を入れたまましばらく放置してください。 


ベンジン•シンナー•合成洗剤等で^をふかない。また接点復活剤を使用し 
ない。 

外装が傷んだり、部品が溶解することがあります。 

❶ 

屋外アンテナエ事には、技術と経験が必要です。販売店にご依頼ください。 

必ず行う 


A 

注意 

年に一度くらいは内部の掃除を販売店にご依頼ください。 

ほこりがたまったまま使用を続けると、火災や故障の原因となることがあります。 

❶ 

必ず行う 

重いので、開梱や持ち運びは必ず 2 人以上で行う。 

けがの原因となることがあります。 


音楽を楽しむエチケット 

楽しい音楽も時と場所によっては大変気 
になるものです。隣近所への配慮を充分 
にしましょう。静かな夜間には小さな音 
でもよく通り、特に低音は床や壁などを 
伝わりやすく、思わぬところに迷惑をかけてしまいます。 
適当な音量を心がけ、窓を閉めたり、へッドホンをご使用 
になるのち一つの方法です。音楽はみんなで楽しむもの、 
お互いに心を配り快適な生活環境を守りましょう。 
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本機の特長 


高音質ノ V イパワー 6 チャンネルアンプを搭載 

♦定格出力 

(20 Hz 〜 20 kHz ， 歪率0.04%， 6 Q ) 

メインチヤンネル(し R ): 110 W +110 W 
センターチヤンネル： 1 10 W 

リアチャンネル(し R ): 11 0 W +11 0 W 
リアセンターチヤンネル：1 10 W 

「シネマ DSP エンジン」内蔵のマルチモード DSP 

♦ ドル ビープ □ロジック デコーダー 
/ドル ビープ □ロジック II デコーダー 
♦ ドルビー デジタル デコーダー 
/ ド ルビー デジタル EX デコーダー 

♦ DTS デコーダー 

/ DTS - ES マトリクス 6. 1、ディスクリート 6. 1 
デコーダー/ DTS Neo :6 デコーダー 

♦ AAC デコーダー 

♦シネマ DSP : ヤマハが誇る DSP と、ドルビープロ 
ロジックやドルビーデジタル、 DTS (デジタルシ 
アターシステムズ)、 AAC (アドバンス トオー デイ 
オ コーディング)の融合 

♦少ないスピーカーでもマルチチャンネル再生を仮 
想的に再現できるバーチャルシネマ DSP 機能 
♦へッドホン使用時でも音場効果を体感できるサイ 
レントシアター機能 

■ 本書の記載について 

參 iA ' c は操作上のアドパイスなど補足的な説明です。 

參本書では本体とリモコンのどちらでも操作できるが本体 
とリモコンのボタン名が異なる場合は、リモコンのボタ 
ン名を括弧内に表記しています。 

參本取扱説明書は製品開発に先がけ印刷されております。 
その後、操作性の向上、その他の理由により、製品仕様 
の一部が変更となることがあります。その場合は製品自 
体の仕様が優先されます。 

參説明の便宜上、文中のイラスト等が実際の製品と異なる 
場合があります。 


高機能 FM / AM ステレオチューナー 

♦ 40局まで登録可能なプリセツト選局 

♦オートプリセツト選局 

♦ プリセツトされた放送局のエディツト機能内蔵 

AV アンプにふさわしい多機能構成 

♦ 96- kHz /24 -bit D/A コンパーター 

♦ 音場効果を最大限に引き出すための設定ができる 
16項目のセツトメニュー 

♦ 複数のスピ_力_の音量パランス調節を容易にす 
るテストトーン 

♦ DVD オーディオやその他のデコーダーにも対応 
できる 6 CH INPUT 端子 

♦ OPTICAL (光)デジタル入出力端子と COAXIAL 
(同軸)デジタル入力端子 

♦スリープタイマー 

♦ メ_力_コード設定/ラーニング/マク□機能対 
応リモコン 

命 S ビデオ入出力端子 

♦ コンポーネントビデオおよび D 4 ビデオ入出力端 
子 

♦ モニター出力へのビデオ信号変換機能 
( S ビデオ—►コンポジットビデオ） 


□□[dolby] 

DIGITAL* EX 


ドルビーラボラトリーズからの実施権により製造されてい 
ます。「ドルビー 」、 「PRO LOGIC 」 およびダブル D 記号ロロ 
は、ドルビーラボラトリーズの商標です。 

AAC 

AAC □ゴマーク该はドルビーラボラトリーズの商標です。 


以下はパテントナンパーです。 


08/937,950 

5,633,981 

5,227,788 

5,299,239 

5848391 

5 297 236 

5,285,498 

5,299,240 

5,291，557 

4,914,701 

5,481，614 

5 ， 197,087 

5,451,954 

5,235,671 

5,592,584 

5,490,170 

5 400 433 

07/640.550 

5781,888 

5,264,846 

5,22 a 189 

5,579,430 

08/039,478 

5,268,685 

5,357,594 

08/678,666 

08/211,547 

5,375,189 

5 752 225 

98/03037 

5,703,999 

5,581,654 

5,394,473 

97/02875 

08/557,046 

05-183,988 

5,583,962 

97/02874 

08/894,844 

5,548,574 

5,274,740 

98/03036 

5,299,238 

08/506,729 


EXTENDED 

SURROUND 

DTS 、 DTS-ES Extended Surround および Neo :6 はデジ 
タルシアターシステムズの登録商標です。 


2 












□ □ 


□( 


直 


.cnr 


» S ,| Z ] Q 








m m m cp 


y_J i_y CZD 
CD CZD CD CD GD 


同棚されている付属ロロを確認してくたさい。 

リモコン 単3乾電池 ( R 6) X 3 本 


AM ループアンテナ 


FM 簡易アンテナ 



電源コード 




簡易接続ガイド 




付属品を確認する 


0 YAMAHA 
□SP-AX1300 


100 〇 © 囚 11 一 tM 


650 

1105 

©〇〇 

111050 


ETS1Z1S 回 

B @ 11 

s J 言 

■!!_ 11 


はじめに 


3 













































ご使用の前に 


リモコンを準備する 


■ リモコンの電池の入れ方 

II リモコンの裏蓋を開ける。 



B 付属の単3乾電池 (3 本)を、リモコンの電池ケース内の 
表示に合わせて、プラス （+) とマイナス（一）の向きを間 
違えないように、正しく入れる。 



■乾電池の交換 

乾電池が消耗すると、リモコンの操作可能距離が極端に短 
くなったり、キーを押してち TRANSMIT インジケーター 
が点灯しなくなったり、リモコンインジケーターの表示が 
暗くなったりします。このような場合は、3本とも新しい乾 
電池に交換してください。交換したら、 RESET キーを押し 
ます ( RESET キーを押してもラーニングや設定内容は消え 
ません)。 


ご注意 


• 乾電池交換の際、電池を外したまましばらく （3 分以上)放 
置すると、ラーニングや設定内容が消えてしまうことがあ 
りますのでご注意ください。 

• 消耗した乾電池をそのまま入れておくと、ラーニングや設 
定内容が消えてしまうことがあります。このような場合 
は、新しい乾電池に交換して、再度設定を行ってください。 


0裏蓋をカチッと音がするまで押して、閉じる。 



ご注意 


• リモコンの電池ケース内の表示にしたがって、 +( プラス） 
と一（マイナス)の向きを間違えないように、正しく入れて 
ください。 

• 消耗した乾電池は早めに交換してください。 

• 新しい乾電池と、一度使用したものを混ぜて使用しないで 
<ださい。 

• 種類の異なる乾電池(アルカリとマンガンなど)を混ぜて使 
用しないでください。同じ形状でも性能の異なるものがあ 
ります。 
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各部の名称とはたらき 


フロントパネル 



〇 STANDBY / 〇 N スイッチ 

本機の電源の入/待機(スタンバイ ） を切り替えます。 

なお、電源を入れて数秒間は音が出ません。 

スタンバイモード中は、リモコンからの赤外線信号を受信 
するために、少量ながら電力を消費します。 

❷ 6 CH ( INPUT ) キー 

6 CH INPUT 端子に入力されている信号を選びます。 

IN PUT セレクターやリモコンの入力選択キーで選んだ入力 
ソースよりも優先されます (26 ページ参照)。 

❸ INPUT セレクター 

再生したい入力信号を選びます。 

〇 ( INPUT)MODE キー 

同じ機器を複数の入力端子に接続している場合に、入力信 
号の優先順位を設定できます (28 ページ参照)。 

❺リモコン受光窓 

付属リモコンからの信号を受信します。 

〇 ディスプレイ 

プログラムの名称や、設定値などを表示します。 


❼ VOLUME コント□ール 

全体の音量を調節します。 

録音用の OUT ( REC ) 端子の音量レベルには影響しません。 

❽ SPEAKERS A / 巳スィッチ 

音声を出力するメインスピーカーの系統 ( A と B ) を選びま 
す。 

❾ BASS EXTENSION スイッチ 

スイッチを押して ON にすると、全体の!ンバランスを 
保持したまま、メイン U R チヤンネルの低域 （60 Hz ) 
を +6 dB (2 倍)強調します。スーパ_ウ_ファーを使用し 
ない場合に効果的です。 

❿ PROCESSOR D 旧 ECT スィッチ 

スイッチを押して 0 N にすると、 BASS (低域）と TREBLE 
(高域)、 BASS EXTENSION 調整回路をバイパスします。 
信号経路がシンプルになるので、元の音源により忠実な音 
を再生でぎます。 

® REC OUT セレクター 

録音/録画するソースを選びます。 


はじめに 


5 






























































































各部の名称とはたらき 


© STERE 〇 /EFFECT キー 

ステレオ音声 (2 チヤンネル） と音場効果を切り替えます。 
STEREO を選択すると、音場効果のない音声がメインし R 
スピーカーから出力されます (32 ページ参照)。 

® A/B/C/D/E キー 

FM / AM 放送を聴くときに、プリセットグループ ( A 、 巳、 C 、 
D 、 E ) を選びます。 

© PROGRAM </> キー 

DSP プログラムを選択します。 

❿ PRESET/TUNING </> キー 

ディスプレイのバンド ( FM または AM ) 表示のとなりに「:」 
が点灯している際に、 1-8 の登録(プリセット)局番号を選 
択します。周波数から選局したいときは「:」の表示を消して 
ください (40 〜43ページ参照)。 

❿ PHONES 端子 

ヘッドホンを接続します。ヘッドホンを接続すると、すべ 
てのスピーカーから音が出ませんので、深夜に音声を楽し 
まれる際は、へッドホンをお使いくださるようお勧めしま 
す。ヘッドホン接続時は、サイレントシアターで音声を楽 
しめます。 （「1 G SP B SET 」 の設定により例外がありま 
す。64ページ参照） 

ビデオエイユーエックス 

® VIDEO AUX5 耑子 

ゲーム機やビデオカメラレコーダーなどを接続する予備入 
力端子です。 

この端子に入力した信号を再生する場合には、本体の 
INPUT セレクター かリモコンの入力選択 キーで 「 V - AUX 」 
を選んでください。 

© PREggT / TUI ^ IING ( E 6 lT ) キー 

選局するときに、あらかじめ登録(プリセット）した局から 
選ぶか、または周波数から選局するのかを切り替えます。 
ディスプレイのバンド ( FM または AM ) 表示のとなりに「:」 
が点灯しているときはプリセット選局、消灯しているとき 
は周波数からの選局になります。また、登録した局の入れ 
替えもこのキーで行います(40、42、43ページ参照)。 

エフエムエイエム 

❿ FM/AM キー 

FM 放送、 AM 放送受信を切り替えます。 


® TUNING M 〇 DE(AUTO/MAN，L MONO) 

キー 

手動(マニュアル)選局または自動(オート)選局を選びます。 
自動選局する場合は、このキーを押して AUT 0 インジケー 
ターを点灯させます。手動選局する場合は、 AUT 0 インジ 
ケーターを消します(40、41ページ参照)。 

© BASS ( 低域 ) コント□ール 

メインし R チャンネルの音声の低音域を調節します。右 
(+) に回すと低音域が強調され、左（一）に回すと減衰しま 
す。 

© TREBLE ( 高域）コント□ール 

メインし R チャンネルの音声の高音域を調節します。右 
(+) に回すと高音域が強調され、左（一）に回すと減衰しま 
す0 


ご注意 


卜ーンコント□—ルにより、メインチヤンネルを極端にブー 
スト(増強)、またはカット(減衰）した場合、メインし R とセ 
ンター、リア(エフェクト)スピーカーの間で、音のつながり 
が悪くなることがあります。 

■フロントパネルドア 

フロントパネルドア内のスイッチやボタンなどを使用する 
ときは、ドアの下部を押して、ドアを開きます。フロント 
ノ〈ネルドア内のスイツチやボタンなどを使用しないときは、 
ドアを閉めておぎます。 



© MEMORY(MAN ， L/AUTO FM) キー 

受信した放送局を登録(プリセツト）します。3秒以上押す 
と、オートプリセット機能を利用できます(41、42ページ 
参照)。 
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各部の名称とはたらき 


O 送受信窓 

リモコン操作用の赤外線信号を送受信します。送信できる 
範囲については、「リモコンの使用について」 （8 ページ)を 
参照してください。 

❷ TRANSMIT インジケーター 

リモコン操作用の赤外線信号を送信しているときに、点灯_ 
します。 

❸ STANDBY キー 

本機をスタンバイ（待機)状態にします。 

〇 SYSTEM POWER キー 

本機の電源を入れます。 

❺リモコンディスプレイ 

入カソースや操作状態を表示します。 

❻ SOURCE SELECT △/▽ キー 

入カソースは切り替えずに、リモコンで操作したい機器を 
切り替えるときに押します。 

❼機器操作キー 

選択した機器の基本的な操作ができます。指定した機器や 
メーカーコー ドにより各 キーの 機能は変わります。 

ヤマハ以外の機器は、ラーニング後またはメーカーコードの 
設定後にリモコンで操作できます。 

❽ 10KEY/DSP スィッチ 

本機を操作するときは 「 DSP 」 に合わせます。音場プ□グラ 
ムを選択できます。他の機器を操作するときは 「10 KEY 」 
に合わせます。1〜12の数字キーとして使用できます。 

❾ EX/ES キー 

10 KEY / DSP スイッチを 「 DSP 」 に合わせたときに、ドル 
ビーデジタル EX または DTS - ES デコーダーを入/切しま 
す。 

❿ LEVEL キー 

出カレベルを調節するスピーカーを選択します (73 ページ 
参照)。 

❿ ON SCREEN キー 

モニター画面に本機の操作状態や音場プ□グラムの設定内 
容などを表示します。押すたびに表示モードが切り替わり 
ます (22 ぺージ参照)。 
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各部の名称とはたらき 


© SLEEP キー 

ス リープタイ マーを設定します (74 ページ参照)。 

© TEST キー 

テストトーンを出力します。 

© リモコン学習機能ポタン/ MACRO スイッチ 

リモコンのラーニングや入カソース名の変更を行うときや、 
マクロ機能を使うときなどに使用します。 

® 0、回 キー 

設定により本機の入カソースを切り替えずに他の機器を操 
作できます。 

© 入力選択キー 

再生する入カソースを選択します。入カソースにあわせて、 
リモコンの機能も切り替わります (26 ページ参照)。 

❿ 6 CH INPUT キー 

本機背面の 6 CH INPUT 端子に接続されたソースからの信 
号を再生します。 

❿数字/音場プ□グラムキー 

数字の入力や、音場プ□グラムの選択に使用します。 

❿ MUTE キー 

消音します （一 oodB )。 消音するとディスプレイに 「MUTE 
ON 」 と表示されます。消音中は MUTE インジケーターが点 
滅します。 

© vollJme +/ - キー 

本機の音量を調節します。 


U モコンの使用について 



リモコンは直進性の強い赤外線を使っています。本体の受 
光部に向けて正しく操作してください。 

■ リモコンの取り扱いについてのご注 
意 

• 水やお茶をこぼしたり、落としたりしないでください。 

• リモコンを落とさないでください。 

• 下記のような場所には置かないよう、ご注意ください。 
—ス I -ーブのそばや風呂場など、温度•湿度の高いとこ 
ろ。 

—ほこりの多いところ。 

—極端に寒いところ。 


® STERE 〇 /EFFECT キー 

音場効果を切って、通常のステレオ音声を再生するときに 
押します。メインスピーカー L / R 以外の各スピーカーから 
音声は出力されません。もう一度押すと、音場効果が入り 
ます (32 ぺージ参照)。 


© PARAMETER/SET MENU スイッチ 

パラメーターモードとセツトメニューモードを切り替えま 
す0 


® パラメーター/セツトメニューカーソルキー 

パラメーターやセツトメニューの選択/設定に使用します。 

© スライドカ八一 

手前にスライドすると PARAMETER/SET MENU スイツ 
チ 、 ON SCREEN キー、 TEST キーなどが出ます。これら 
のスイツチ/キーを使用しないときは、閉じておくことが 
でぎます。 
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各部の名称とはたらき 



❶ [D5P 〕インジケーター 

DSP 音場プ□グラムを選ぶと点灯します。 

❷デコーダーインジケーター 

本機内蔵のデコーダーが作動中に、それぞれのインジケー 
ターが点灯します。 

❸ V 旧 TUAL インジケーター 

バーチャルシネマ DSP 時に点灯します。 

〇入カソースインジケーター 

現在のソース表示下部に . - . が点灯します。 

❺ AUTO インジケーター 

チューナーを才一卜選局にすると点灯します。 

〇 SLEEP インジケーター 

ス リーブタイマー の作動中に点灯します。 

❼ MUTE インジケーター 

消音状態のときに点滅します。 

❽ BASS インジケーター 

BASS EXTENSION が ON のときに点灯します。 

❾ VOLUME インジケーター 

現在の音量を表示します。音量が大きくなるにつれて右側 
にインジケーターが増えていぎます。 

© ( PCM 1 インジケ ー タ ー 

PCM 信号入力時に点灯します。 

SILENT インジケーター 

サイレントシアター時に点灯します。 

© SP A /巳インジケーター 

SPEAKERS A / B スイッチ （26 ページ)で選んだメインス 
ピーカーを表示します。 


® へッドホンインジケーター 

PHONES 端子にへッドホンを接続すると点灯します。 

❿音場プ□グラムインジケーター 

音場プ□グラムを選んだときに、それぞれのインジケー 
ターが点灯します。 

© マルチインフォメーションディスプレイ 

音場プログラム名や各種設定値、放送局の周波数やプリ 
セット番号を表示します。 

❿ STEREO インジケーター 

AUTO 表示が点灯しているときに、電波の強い FM ステレ 
才放送を受信すると点灯します。 

® TUNED インジケーター 

FM/AM 放送が受信されたときに点灯します。 

❿ MEMORY インジケーター 

放送局を登録(プリセット）するときに点滅します。 

© p . dIrect インジケーター 

PROCESSOR DIRECT がく ON のときに点灯します。 

© DUAL インジケーター 

ドルビーデジタル、 DTS および AAC の DUAL MONO また 
は MULTI MONO など、音声多重モノラルのデジタル信号 
入力時に点灯します。 

® 入力信号チャンネルインジケーター 

再生ソースのデジタル信号に含まれる、音声チャンネルに 
対応したインジケーターが点灯します。 

® EED インジケーター 

入力信号に LFE が含まれているときに点灯します。 
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o デジタル(光)出力端子 

MD レコーダーなどのオーディオ機器を、光ファイバー 
ケーブルで接続します（17、18ページ参照)。 

❷アナログオーディオ機器入出力端子 

CD プレーヤーなどのオーディオ機器を、ステレオピン 
ケーブルで接続します（17、18ページ参照)。 

❸ビデオ機器入出力端子 

DVD プレーヤーやビデオデッキなどのビデオ機器を音声/ 
映像ケーブルで接続します （ 14〜16ページ参照)。 

〇 スピーカー 端子 

スピーカーを接続します（12、13ページ参照)。 

〇 AC IN 端子 

付属の専用電源コードを接続します (21 ページ参照)。 


❻デジタル(光、同軸)入力端子 

CD / DVD プレーヤーなどの才ーディオ/ビデオ機器を、光 
ファイバー/同軸ケーブルで接続します （1 4〜18ページ参 
照)。 

〇 6 CH INPUT 端子 

外部デコーダーや DVD オーディオプレーヤーを、ステレオ 
ピンケーブルとモノラルピンケーブルで接続します （20 
ページ参照)。 

〇 アンテナ端子 

アンテナを接続します （1 9ページ参照)。 

❾ OUTPUTS 耑子 

20ページ参照 

❿予備電源コンセント 

電源スイッチ連動の電源コンセントです （2 1ページ参照)。 


各部の名称とはたらき 


リアパネル 
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*1 工場検査用端子ですので、ご使用になれません。 



























スピーカーを 準備する 


本機は6スピーカーシステムに 
対応しています 

本機はメインスピーカー L 、 R (2 本)、センタースピーカー 
(1 本)、リアセンタースピーカ_(1本)、リアスピーカー 
L、R (2 本)の6スピーカーシステムを使って最良の音場効 
果が得られるよう設計されています。 

メインスピーカーはメインチヤンネルの音声（ステレオ音 
声）と効果音を出力し、リアスピーカーし R はサラウンド 
と効果音、リアセンタースピーカーはサラウンド、セン 
タースピーカーは会話やボーカルなど画面中央に定位する 
音を出力します。スピーカーモードの設定により、最小2ス 
ピーカーシステムからの再生が可能ですが、6スピーカー 
システムにおいて、最も良い音場効果が得られます。 

本機と接続するスピーカーを選ぶポイント 

• 各スピーカーの再生音色が異なると、移動する人物の声 
など(音色)が不自然に変化することがあります。できる 
だけ、メーカーや音色の揃ったスピーカーの使用をおす 
すめします。 

• 同ーメーカーが同じ時期に販売しているシリーズのス 
ピーカーで、スピーカーシステムを揃えることをおすす 
めします。 

• 接続するスピーカーのインピーダンスは 6 Q 以上のもの 
を使用してください。メインスピーカ _ A 、 B を同時に鳴 
らす場合は、1台につき12 Q 以上のものを使用してくだ 
さい。それ以下のインピーダンスのスピーカーを使用す 
ると、保護回路が働いたり、故障する恐れがあります。 

スーパーウーファーで低音域の音響効果を向上でき 
ます 

別売りのスーパ_ウ_ファーをご使用になると、さらに音 
響効果を向上させることができます。スーパーウーファー 
は低音を強調するだけでなく、ドルビーデジタルや DTS 、 
AAC に含まれる LFE 信号を正確に再現することができま 
す。臨場感の優れた低音出力には、ヤマ八アクティブサー 
ボスーパーウーファーシステムのご使用をおすすめしま 
す。 

スピーカーは 防磁型 スピーカーを お使いください 

防磁型以外のスピーカーを使用すると、テレビ(モニター） 
に映る映像が乱れることがあります。特に画面近くに設置 
する必要のあるセンタースピーカーやスーパーウーファー 
には、防磁型スピーカーのご使用をおすすめします。 
防磁型スピーカーをお使いの場合でもテレビ(モニター)の 
映像が乱れるときは、スピーカーをテレビ(モニター）と離 
して設置してください。 


スピーカーの 設置場所を決める 

スピーカーは下図のように配置してください。 

メイン スピーカー （ R ) 



メイン スピーカー (L、R) 

ステレオ再生と同様に、左右のスピーカーをリスニングポ 
ジションから等距離に設置します。テレビ(モニター）は、 
左右のスピーカーの中央に設置するようにしてください。 

センタースピーカー 

メインスピーカーの中間に設置します。テレビ(モニター） 
を設置している場合は、テレビ(モニター)画面とスピー 
力一の前面を揃え、テレビ(モニター)の上や下など、でき 
るだけテレビ(モニター)画面に近いところの中央に設置し 
ます。 

リアスピーカー (L、R) 

後方斜め、スピーカーをリスニングポジションに向けて設 
置します。床に直接座って聴く場合は、床から約 1.5 m 、 椅 
子に座って聴く場合は、床から約1 .8 m の高さが適当です。 

リアセンタースピーカー 

後方からスピーカーをリスニングポジションに向けて設置 
します。床に直接座って聴く場合は、床から約 1.5 m 、 椅子 
に座って聴く場合は、床から約1 .8 m の高さが適当です。 

スーハーウーファー 

前方左右どちらかの外側で、壁の反射を防ぐために少し内 
向きに設置します。低音の聴こえ方は、スピーカーを置く 
位置と聴く位置の両方に影響されるので、設置する位置を 
変えてお試しください。 


ご注意 


6スピーカーシステムでお使いにならないときは、お使いに 
なるシステムにあわせて、スピーカ_モ_ドを設定してくだ 
さい (61 〜64ページ参照)。 
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:一力一を準備する 


ス ピーカーを 接続する 


接続する際に、右チャンネル ( R )、 左チャンネル ( L )、 「+」(赤)、「一」(黒)を確認して正しく接続してください。極性(+、 
_) を間違えて接続した場合、不自然な再生音になります。 


重要 


• スピーカーケーブルを接続する場合、ショートしないように注意してください。ショートした状態で電源を入れる 
と、本機の保護回路が働いて自動的にスタンバイ状態になりますが、故障の原因になる恐れがあります。 

• 接続するスピーカーのインピーダンスは 6 Q 以上のものを使用してください。それ以下のインピーダンスのスピー 
カーを使用すると、保護回路が働いたり、故障する恐れがあります。 


接続が終わったら、お使いのスピーカーの数や性能に応じて、セツトメニューのスピーカーモードを設定してください。 


■スピーカーケーブルを準備する 



一般的にスピーカーケーブルは、平行した2本の絶縁ケー 
ブルです。ケーブルのうちの1本は極性を判別するために 
異なった色またはラインが入っています。 

〇 スピーカーケーブル先端の絶縁部(被覆)を、1 Omm ぐ 
らいはがす。 

B 芯線をしっかりとよじる。 

しっかりよじらないと、シヨート(接触)の原因になり 
ます。 


■スピーカーケーブルを接続する 


赤：+ 


黒：一 

麟 



メイン スピーカー 

■ MAIN SPEAKERS 5 器子 

メインスピーカーを接続します。 


■ REAR SPEAKERS 5 崩子 

リアスピーカーを接続します。 

センター スピーカー 

■ CENTER SPEAKER 端子 

センタースピーカーを接続します。 

リア センター スピ_カー 

■ REAR CENTER SPEAKERS ^ 子 

リアセンタースピーカーを接続します。 


□ スピーカー端子を左に回してゆるめる。 

B スピーカー 端子のわきの穴に、 スピーカー ケーブルの芯 
線を差し込む。 

0 スピーカー端子を右に回して、締め付ける。 


ご注意 


市販のバナナプラグを使用する場合は、端子を強く締 
めてから差し込んでください。 
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右 左 

リアス ピーカー 


センター 

スピーカー 


リアセンター 
スピーカー 


リスニングルーム内の各スピーカーの配置は、下図のよう 
になります。 



■ SUBWOOFER 端子 

ヤマ八アクティブサーボスーパーウーファーシステムなどのアンプ内蔵スーパーウーファーを使用するときは、 
SUBWOOFER 端子につなぎます。 

メイン、センターおよびリアチヤンネルからの 90 Hz 以下の低音域の信号はこの端子に送られます。ドルビーデジタル、 
DTS 、 AAC デコード時の LFE 信号もこの端子に出力されます。 

セツトメニュー「1 SPEAKER SET 」 と「1〇 LFE LEVEL 」 の設定によっては、 SUBWOOFER 端子から音声信号が出力されな 
い場合もあります。 


























接続のしかた 


接続する前に 

• 接続する前に、本機および接続する機器の電源コードが 
AC コンセントに接続されていないことを確認してくださ 
い0 

• 右チャンネル （ R )、 左チャンネル （ L )、 入力 （ IN )、 出力 
( OUT ) などを確認して正しく接続してください。接続す 
る機器によっては接続方法や端子の名前が異なることが 
あります。接続する機器の取扱説明書もあわせてご覧く 
ださい。 

• S VIDEO、COMPONENT VIDEO および D 4 VIDEO 端 
子の接続にはそれぞれ専用のケーブル(市販)を用意して 
ください。 

ビデオ機器の接続 

■ ビデオ端子について 

本機には4種類のビデオ端子が備えられています。 

VIDEO 端子 

VIDEO コンポジット信号を伝送します0 



4-ヒント 

• 本機の COMPONENT VDE ◦端子と D 4 VIDE ◦端子は、 
S VIDEO 端子および VIDEO 端子とは独立しています。 

• お使いのモニターの入力端子に合わせて接続してくださ 
し)。本機の S VIDEO 端子に入力された信号は内部でコン 
ポジツト信号に変換されてビデオ端子にも出力されます。 

• セツトメニュー「13 DISPLAY SET 」 の 「V C 〇 NV 」 の設 
定により、本機の VIDEO 端子に入力された信号を S 
VIDE ◦端子に出力することもできます (71 ページ参照)。 

• S VIDEO 端子と VIDEO 端子の両方に入力されている場合 
は S ビデオ信号が優先されます。 

• COMPONENT VIDEO A 、 B 端子の入力機器の設定を 
セツトメニュー「7 I/O ASSIGNMENT 」 で変更することも 
できます(67、68ぺージ参照)。 

• COMPONENT VIDEO 出力端子と D 出力端子は同時使用 
が可能です。例えば COMPONENT VIDEO 出力端子をプ 
ロジェクターのコンポーネントビデオ入力端子に、 D 出力 
端子をモニターの D 入力端子に接続して、同じ映像を両方 
で楽しむことができます。 


ご注意 


• COMPONENT VIDEO 端子への接続については、接続す 
る機器の取扱説明書をご覧ください。 

• 本機の S VIDEO 端子は SI 、 S 2 規格には対応していませ 
ん〇 


S VIDEO 端子 


S VIDEO 



S VIDEO 信号を伝送します。 

S VIDEO 信号は、ビデオ信号を輝度信 
号と色信号に分けて伝送するのでコン 
ポジット信号より美しい映像で録画•再 
生ができます。 


COMPONENT VIDEOS 耑子 

COMPONENT VIDEO COMPONENT VIDEO 信号を伝送しま 

© © © COMPONENT VIDEO 信号はビデオイ言 
号を輝度信号と色差信号2種類の3系統 
に分けて伝送するので S VIDEO 信号よ 
りさらに美しい映像で再生ができます。 


■ VIDEO AUX 端子（フロントパネル) 

ゲーム機などを接続する予備入力端子です。 



D 4 VIDEO 端子 


D 4 VIDEO 端子は COMPONENT 
VIDEO 信号とコントロ_ル信号を1本 
のケーブルで接続することができます。 


これらの信号を正しくモニターに表示するためにはモニ 
ターおよび再生機器の取扱説明書を参照してください。 


S ビデオ出力を S VIDEO 端子に、コンポーネントビデオ出 
力を COMPONENT VIDEO 端子に、 D 端子出力を D 4 
VIDEO 端子に接続してください。 
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接続のしかた 
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接続のしかた 


オーディオ機器の接続 


■デジタル端子の接続 


■ CD プレーヤーの接続 


本機は、アナログ端子の他にデジタル信号をダイレクトに 
接続できるデジタル端子 ( COAXIAL [同輒 / OPTICAL [光]) 
を装備しています。（デジタル端子は PCM / ドルビーデジタ 
ル/ DTS / AAC 兼用です。） COAXIAL 端子と OPTICAL 端子 
から同時にデジタル信号が入力されると、 COAXIAL 端子 
からの入力信号を優先します。本機のデジタル入力端子は、 
サンプリング周波数 32 kHz の衛星放送 A モードから CD や 
MD デイスクの 44. 1 kHz 、 衛星放送巳モードと DVD デイス 
クの 48 kHz に対応しています。また、 DVD ディスクの 
96 kHz にも対応しています。 


-' i 7 - ヒント 

本機のデジタル入力端子 ( OPTICAL / COAXIAL ) にはあらか 
じめ端子名が設定されていますが、端子名と異なるデジタル 
機器を接続することができます。端子名と異なる機器を接続 
する場合は、セットメニュー「7 I/O ASSIGNMENT 」 で端子 
名を変更することができます(67、68ページ参照)。 

防塵キャップについて 

光ファイバーケーブルを接続する場合は、 

OPTICAL 端子に付いているキャップを抜いて 
から接続してください。また、抜いたキャップ 
は大切に保管し、端子を使用しない場合は必 
ずキャップを差し込んでください。（ほこりな 
どの侵入を防ぎます。） 



ご注意 


• 本機のデジタル信号回路とアナログ信号回路は独立してい 
るため、アナログ入力信号はアナログ出力端子から、デジ 
タル入力信号はデジタル出力端子からのみ出力されます。 
• 本機の OPTICAL 端子は、 EIAJ 規格に基づいて設計されて 
います。 EIAJ 規格を満たさない光フアイノ（ーケーブルを 
使用すると、正常に動作しないことがあります。 


ぶ^ヒント 

• CD プレーヤーに OPTICAL デジタル出力端子がある場合 
は、本機の OPTICAL CD 端子とつなぎます。 COAXIAL デ 
ジタル出力端子がある場合は、本機の COAXIAL CD 端子 
とつなぎます。 

• CD の COAXIAL 端子と OPTICAL 端子に同時に信号が入る 
と COAXIAL 端子の入力信号が優先されます。 

■ MD レコーダー、テープデッキまたは 
CD レコーダーの接続 m 

備 

ぶ^ヒント 

• CD または DVD などのデジタル信号だけが DIGITAL 
〇 UTPUT 端子から出力されます。 

• 録音機器をアナログとデジタルの入出力端子に接続した場 
合は、デジタル信号が優先されます。 

• MD レコーダーをお使いになる場合は、 CD 、 CD - R 、 DVD 、 

C 巳 L / SAT のいずれかのデジタル入力端子に接続してくだ 
さい。この場合入カソース名が異なりますので、セットメ 
ニューの「7 I/O ASSIGNMENT 」 （67、68ページ参照)で 
接続した端子名を 「 MD / TAPE 」 に変更してください。 


ご注意 


本機の使用中に録音機器が接続してあるときは、録音機器の 
電源を入れたままにしてください。録音機器の電源が切れて 
いると、本機の音が歪むことがあります。 


■ レコードプレーヤーの接続 

MM 力一トリッジ、または高出力型 MC カートリッジ付の 
レコードブレーヤーを接続します。低出力型 MC 力一卜 
リッジ付のレコードプレーヤーを接続する場合は、昇圧卜 
ランス、または MC ヘッドアンプを使用して PHONO 端子 
に接続してください。 


1-ヒント 

SIGNAL GND 端子は、安全アースではありません。レコー 
ドプレーヤーなどを接続した場合の雑音を低減するもので 
す。（レコードブレーヤーによっては、まれにアース線を 
SIGNAL GND 端子に接続しない方が八ムノイズが減少する 
ことがあります。） 
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接続のしか; 




信号の流れ 


| SURROUND 

丄出力 — 


V 

| MAIN 出力 


SUBWOOFER 

出力 

CENTER 出力 


外部デコーダー 

(2 ◦ベージ参照) 



ステレオピンケーブル ( L / R ) 


- _ n _ 光ファイバ_ケ_ブル 

- ® D = 同軸ケーブル 
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接続のしかた 


アンテナの接続 


本機には AM ループアンテナ及び FM 簡易アンテナが付属し 
ています。付属のアンテナは、電波状況が非常に良い地域 
で受信する場合にご使用ください。 

各アンテナを端子に正しく接続してください。 


■ FM 簡易アンテナを接続する 

付属の FM 簡易アンテナを FM ANT 端子に接続してくださ 
い 0 



アース ( GND 端子） 

通常の受信では必要ありませんが、雑音 
防止と安全のために地中アースを取るこ 
とをお勧めします。アースは市販のア_ 
ス棒か銅板に、ビニール被覆線を接続し、 
湿気の多い地中に埋めてください。 



FM 屋外アンテナを接続するときは 

アンテナの同軸ケーブルを市販の F 型コネクターを使って、 
FM ANT 端子に接続します。詳しくは、屋外アンテナをお 
買い求めの販売店にご相談ください。 


■ AM ループアンテナを接続する 


WM アンテナをアンテナスタンドに取り付ける。 



B AM ANT 端子と GND 端子のレバーを押し込んだ状態 _ 

で、 AM ループアンテナのコードを AM ANT 端子と p 

GND 端子に差し込む。 _ 

コードに極性はありません。 



Q レバーを放して、コードを固定する。 

コードを軽く引いて、正しく固定されたかどうか確認 
してください。 



ぶ^ヒント 

• 受信がうまくいかない場合はアンテナを左右に回し受信状 
態が最も良くなる方向に向けてください。 

• 放送を良好に受信するためには、屋外アンテナを設置する 
ことをお勧めします。詳しくは、最寄りのヤマ八電気音響 
製品のサービス拠点にお問い合わせください。 


ご注意 


• AM ループアンテナは、本機から離して設置してくださ 
い0 

• 屋外アンテナを接続した場合でも、 AM ループアンテナは 
必ず接続しておいてください。 
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のしかた 


他のアンプとの接続 

スピーカー出力をパワーアップする場合や、お手持ちのア 
ンプを使用する場合などは、 OUTPUT 端子と外部ノ V ° ワー 
アンプ(プリメインアンプ)を接続します。 


ご注意 


• 他のアンプへ出力するために RCA ピンプラグを OUTPUT 
端子に接続したときは、対応するスピーカー端子を使用し 
ないでください。また接続する外部アンプのボリュームは 
最大にしてください。 

• セツトメニュ ー 「1 G SP B SET 」 を ZONE 巳に設定して、 
SPEAKER A スイッチを〇 FF にした場合、 MAIN 以外の 
〇 UTPUT 端子には信号が出力されません。 



❶ MAIN 端子 

メインし R チヤンネルの信号を出力します。 


〇 CENTERS 耑子 

センターチャンネルの信号を出力します。 

❺ REAR CENTERS 耑子 

U アセンターチャンネルの信号を出力します。 

6CH INPUT 端子への接続 

6 CH INPUT 端子に6チャンネル外部デコーダー、プロ 
セツサーやプリアンプなどを接続することができます。 

外部デコーダーの出力端子を 6 CH INPUT 端子につなぎま 
す。メイン、サラウンドチヤンネルの入出力のし R 端子が 
正しく接続されているか確認してください。 


ご注意 


• 6 CH INPUT を選択した場合には 6 CH INPUT 端子からの 
信号が最優先されます。 

• 外部デコーダーからの入力音声には、本機の音場効果はか 
かりません。 

• 6 CH INPUT 端子から入力した信号には、スピーカーモー 
ドの設定(セツトメニューの1 A から 1 E ) は適応されませ 
ん〇 

• セツトメニュ_「15 6 CH INPUT SET 」 の設定内容が反 
映されます。 

• へツドホン使用時には、メインし R チヤンネルの音声のみ 
へツドホンに出力されます。「15 6 CH INPUT SET 」 の 
設定は適用されません。 


ご注意 


この端子から出力される信号には、巳 ASS コント□—ル、 
TRE 巳 LE コント C ]_ J レ 、 BASS EXTENSI 〇 N スイッチの設 
定が効きます。 

❷ REAR(SURROUND ) 端子 

リアエフェクトチヤンネルの信号を出力します。 

❸ SUBWOOFERS 耑子 

ヤマ八アクティブサーボスーパ_ウ_ファーシステムな 
どのアンプ内蔵スーパーウーファーを使用するときは、こ 
の端子につなぎます。 

メイン、センターおよびリアチヤンネルからの低音信号は 
この端子に送られます (90 Hz 以下)。ドルビーデジタルや 
DTS デコード時の LFE 信号もこの端子に出力されます。 


ご注意 


セツトメニュー「1 SPEAKER SET」、H ◦ LFE LEVEL 」 の 
設定によっては SUBW 〇 OFER 端子から出力されない信号も 
あります。 
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接続のしかた 


f™^l I ? I l»«l 

l《l ■叫 l^l 

EZD 0 CH ] 回 CED 


CD 


■電源コード 

すべての接続が終了したら、電源コードを本機の AC IN 端 
子にしっかりと差し込み、家庭用 AC 100 V 、 50/6〇 Hz の 
AC コンセントに電源プラグを接続します。 

本機に接続された機器の電源プラグも接続します。 

接続するときの電源ブラグの向き(極性)によって音質が変 
わることがありますので、お好みの向きで接続してくださ 
い0 

■予備電源コンセント 

(AC OUTLETS SWITCHED) 

外部オーディオ機器に電源を供給するコンセントで、本機 
の STANDBY / ON スイツチと連動しています。合計で消費 
電力 80 W までのオーディオ機器を接続し、電源を供給する 
ことがでぎます。 

接続するときの電源ブラグの向き(極性)によって音質が変 
わることがありますので、お好みの向きで接続してくださ 
い 0 


D STANDBY / ON スイツチ(またはリモコンの SYSTEM 

POWER キー)を押す。 

本機の電源が入ります。 



本体 リモコン 


B DVD などの映像ソースを再生する場合は、本機と接続 

したテレビ(モニター)の電源を入れる。 


電源コードの接続 


電源を入れる 



ここまでのすべての準備が終わったら、本機の電源を入れ 
ます。 



S 


10001 
T 350 
10105 
ヲ〇〇〇 

10 110513 


0 J 

HE 
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オンスク 1 J ーン表示 


本機にモニター(テレビ、またはプロジェクター)を接続す 
ると、本機の操作内容などを表示させることができます。 
セットメニューや音場パラメーターを設定する際に接続し 
たモニターを利用すれば、項目や設定値が分かりやすく表 
示されるため、本体のディスプレイ表示に比べて見やすく 
便利です。 

4-ヒント 

• 映像信号が入力されているときは、映像に重ねて表示され 
9 〇 

• オンスクリーン表示は OUT ( REC ) に出力されないので映 
像と一緒に録画されることはありません。 

• ビデオソースを再生していないとき(あるいは再生機器の 
電源が入っていないとき）に、セットメニューの「13 
DISPLAY SET 」 でオンスクリーン表示の才ート（グレー 
ノ （ ック)/オフを設定できます (7 1ページ参照)。 


表示の種類 


オンスクリーン表示には次の3種類があります。 


フル表示 

音場プ□グラムのパラメーターが、常にモニター表示され 
ます。 


シヨート表 7 F 

本体のディスプレイと同じ内容(操作状態)が、モニター画 
面の下に数秒間表示された後、消えます。 


表示の切り替え 



H 本機と モニターの 電源を入れる。 

B ON SCREEN キーを押す。 

押すごとに、表示内容がフル表 
爪—*•ソヨ ート表 爪—* •表 tj \ OFF —► 
フル表示—…の順に切り替わり 
ます。 




ご注意 


• COMPONENT VIDE 0/ D 4 VIDE 〇の MONITOR 〇 UT 端 
子に接続したモニターには、オンスクリーン表示が出ませ 
ん〇 

• コピーガード信号が入ったビデオソフトを再生したり、ノ 
イズの多い映像信号を受信した場合、オンスクリーンの表 
示がブレたり、ズレたりすることがありますが、本機の故 
障ではありません。 


表示 OFF 

モニター画面の下に “ DISPLAY OFF ” が表示された後、消 
えます 。 ON SCREEN キー以外のキーを操作しても何も表 
示されません。 


Pi/ii rnfjf'LpT 

jji*] ] i 

今 DSP LEUEL 

■ ■ ■ 0dE ： 

INIT.DLV- 

■■45ns 

ROOM SIZE 

■ ■ ■1.u 

LIUENESS- 

.5 


フル表示例 


P01 CONCERT HflLL 1 


ショート表示例 


4-ヒント 

• フル表示の場合、 INPUT セレクターや VOLUME コント 
□_ ルなどの操作は、本体ディスプレイと同じ内容が画面 
下に数秒間表示されます。 

• セツトメニューやテスト!ン時は、表示の種類にかかわ 
らずオンスクリーン表示されます。 
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スピーカーモー ドの設定 


本機は 6.1 チャンネル対応のメインアンプを備えています。スーパーウーファーを含め最大7本のスピーカーを使用するこ 
とができますが、お使いのスピーカーの数や大きさに合わせた最良の音場効果を得るためにスピーカーモードを設定する 
ことができます。 

下記の表に記載されている初期設定値がお使いのスピーカーに合わない場合は、61〜64ぺージの「1 SPEAKER SET 」 
にて設定を変更してください。 


SPEAKER SET の設定内容 


項目 

設定内容 

可変範囲(太字は初期設定） 

センター スピーカー 

1 A CENTER SP 

センタースピーカーの性能、サイズや有無に応じて、出カモードを選択し 
ます。 

LRG/SML/NONE 

メインスピーカー 

1巳 MAINSP 

メインスピーカーの性能、サイズに応じて、出カモードを選択します。 

LARGE/SMALL 

リアエルアールスピーカー 

1C REAR L/R SP 

リアスピーカーし R の性能、サイズや有無に応じて、出カモードを選択し 
ます。 

LRG/SML/NONE 

u アセンタースビーカー 

1 D REAR CT SP 

リアセンタースピーカーの性能、サイズ、有無に応じて、出カモードを選 
択します。 

LRG/SML/NONE 

エルエフイーパス アウト 

1 E LFE/BASS OUT 

LFE/BASS (低音)信号を出力するスピーカーを選択します。 

SWFR / MAIN/BOTH 

IF MAIIN LEVEL 

メインスピーカーレベルを選択します。 

Normal (ノーマル)/ 一 10 dB 

スピーカー セツト 

1 G SP B SET 

スピーカー巳の設置場所を設定します。 

MAIN/ZONE B 
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スピーカーの レベル調節 


テスト!ンを使ってリスニングポジションで聞こえる各 
スピーカーからの音量が一定になるように調節します。こ 
の調節はデジタル音場処理、ドルビープ□ロジックデコー 
ダー、ドルビーデジタルデコーダー、 DTS デコーダ_およ 
び AAC デコーダーを最良の環境で使用するために重要で 
す0 


ご注意 


へッ ドホンをつないでいるとテストモードに入れません。 
PHCNES 端子からへッドホンを抜いてください。 


調節の前に行うこと 



3 


テスト!-ーン 
(TEST DOLBY SUR .) 


サラウンドサウンドシステムに必要なスピーカーの出カレ 
ベルを調節します。調節は必ずリスニングポジションで行 
います。調節が終わったらリスニングポジションに座った 
まま、 VOLUME +/— キーで調節した結果を確認してくだ 
さい0 


2,5 



D PARAMETER/SET MENU ス 

イツチを 「 PARAMETER 」 に合 
わせる。 


PARAMETER 



D モニターの 電源を入れる。 

B SPEAKERS A もしくは巳を押 

して使用するメイン スピーカー 
を選択する。 

2組のメイン スピーカー を使用 
する時は A と B の両方を押しま 
す0 


SPEAKERS 
A B 



0本体の!^ーンコント□ール ( BASS ， TREBLE ) を中央 

にセットし、巳 ASS EXTENSION スイッチと 
PROCESSOR D 旧 ECT スイッチを OFF にする。 


(TENSION DIRECT 

◎ O 

OFF にする 



B TEST キーを 押す。 

テスト I -ーンが出力されます。 


% 


El VOLUME +/— キーで音量を調 
節する。 
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LEFT RIGHT 



丁ストト _ ンは、上図のよつにメイン L スピーカ— ► 
センタースピーカ^ メイン R スピーカ►リア R ス 
ピーカ^リアセンタースピーカ^リア L スピー 
力►スーパ_ウ_ファー…の順で巡回し、それぞれ 
約 2.5 秒間ずつ聴こえます。 

テスト!ンの出力状態は、リスニングルームのイラ 
ストでわかりやすくモニターに表示されます。 


TlCT nfij DU C| jp 



□ 






LEFT 


本機のディスプレイにテストトーンを出力しているス 
ピーカーが次のように表示されます。 

TEST LEFT-TEST CENTER-TEST RIGHT - 
TEST R SUR_—TEST REAR CNTR—TEST L SUR . 
—TEST SUBWOOFER — 


ご注意 


テスト!ンが聴こえない場合は、音量を絞り電源を 
切ってからスピーカーの接続を確認してください。 


EI 調整したい スピーカーからテス 

卜トーンが出ている間に +/ — 
キーを 押して、メイン スピーカー 
の音量と同じになるように調節 
する。 

調節中は、テスト!ンは調節 
中のスピーカーからのみ出力さ 



れます。 


ご注意 


テストトーンモードではメインスピーカーの音量レべ 
ルの調節は単独ではできません。 VOLUME コント□— 
ルやリモコンの VOLUME +/ —キーで全体の音量レべ 
ルを調節してください。 


bJ 調節が終わったら 、 TEST キーを 
押す。 

テストトーンが止まります。 




ご注意 


• セツトメニュ ー|"1 A CENTER SP 」 が NONE に設定されて 
いる場合は、センタースピーカーの信号は左右のメインス 
ピーカーに同じレベルで振り分けられ、メインし R スピー 
力一 から出力されます。 この場合、センタースピーカーの 
音声出カレベルを調節することはできません。 

• セツトメニューの「1 C REAR L/R SP 」 が NONE に設定さ 
れている場合は、リアし R およびリアセンタースピーカー 
の出カレベルは手順4では調節できません。テスト!ン 
はリアし R およびリアセンタースピーカーをとばして巡 
回します。 

• セツトメニューの「1 D REAR CT SP 」 が NONE に設定さ 
れているときは、リアセンタースピーカーの出カレベルは 
手順4では調節できません。テストトーンはリアセンター 
スピーカーをとばして巡回します。 

• セツトメニューの「1 E LFE/BASS OUT 」 が MAIN に設定 
されている場合は、テスト!ンはスーパーウーファーを 
とばして巡回します。 

你こヒント 

• 再生するソースによっては、テストトーンで調節したス 
ピーカーレベルがお好みに合わないことがあります。この 
場合は、実際の再生音を聴きながら調節してください (73 
ぺージ参照)。 

• エフェクトスピーカー(センター、リアしリア R 、 リアセ 
ンタ _) の音量レベルを+1 OdB まで上げてもメインス 
ピ_力 _ より音が小さい場合は、セツトメニュ _ r 1 f 
MAIN LEVEL 」 を一1 OdB に設定して、メインスピーカー 
の音量 レべ J レを約1/3に下げてください。メインレベルを 
変更した場合は、センタースピーカー、リアセンタース 
ピ_力_およびリア U R スピーカーのレベル調節をもう 
一度おこなってください。 
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音声/映像を再生する 


本機に接続したオーディオ機器やビデオ機器のソフトを再 
生します。 



4 - 


ooeoo mi~l 
一 ^/^ 〇 〇 I 〇 


0 0 0 0 0 
〇〇〇〇 〇 


1 f^*n 1^«1 I*v I i»»i 
LlJ L2^J 〇 2<) 1^0 


-4 


J GD Q GD 
LJ LlJ QJ 
CD CD r 


|Z J 3 J 
a"ffi 


□ □ .— — 

oo ^ m ^ 




WM 電源を入れる。 

本体の STANDBY / ON スイッチ（またはリモコンの 
SYSTEM POWER キ ー) を押して電源を入れます。本 
体ディスプレイに音量レベルが数秒間表示されたあ 
と、前回電源を切ったときのプログラムが表示されま 
す0 



SYSTEM 

POWER 



B 


a 


本体 リモコン 


DVD などの映像ソースを再生する場合は、本機と接続 
したテレビ(モニター)の電源を入れる。 


音を出すメイン スピーカーを選 
択する。 

本体の SPEAKERS A / B スイッ 
チを押して、使用するメインス 
ピーカーを選択します。2組の 
メイン スピーカーを 使用する時 


SPEAKERS 
A B 



は A と巳の両方を押します。 


Zx 再生するソースを選択する。 

本体の INPUT セレクターを回して（またはリモコンの 
入力選択キーを押して）、再生するソースを選択しま 
す。入カソースを選択すると、本体ディスプレイとモ 
ニター画面に入カソース名と入カモードを数秒間表示 
したあと、元の画面に戻ります。 



選んだ入カ ソース 


ご注意 


入カソースは、本機に接続している機器名ではなく、そ 
の機器をつないでいる本機の端子名に対応しています。 
例：ビデオデッキではなく、 DVD プレーヤーを本機の 
VCR 1 IN 端子に接続すると、ディスプレイには 
VCR 1と表示されますが、実際にはビデオデッキ 
ではなく、 DVD プレーヤーの音が出ます。 

6CH INPUT 端子に接続したオーディオソースを選 
択する 

6 CH ( INPUT ) キーを押します。ディスプレイに" 6 CH 
INPUT ” と表示されます。 

6CH INPUT 

BCH または 

本体 リモコン 



ご注意 


• 映像と共に 6 CH INPUT 端子に接続された音声を楽しみた 
い場合には、最初にビデオソースを選択して、次に 6 CH 
( INPUT ) キーを押してください。 

• “6 CH INPUT ” がディスプレイに表示されている場合は、 
ほかのソースを再生することはできません。別の入カソー 
スを選択するには、 6 CH ( INPUT ) キーを押してディスプ 
レイから“ 6 CH INPUT ” の表示を消してください。 
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機器の再生(または放送の受信)を始める。 

再生する機器の取扱説明書をご覧ください。 




コピーガー ド信号が入ったビデオ ソースを 再生すると 
画像がブレることがあります。 

音量を調節する。 

本体の VOLUME コント□—ルを回して(またはリモコ 
ンの VOLUME +/- キーを押して)音量を調節します。 




本体 リモコン 

必要に応じて巳 ASS 、 TREBLE、BASS EXTENSION 
も調節してください。これらの調節はメインスピー 
カーから出力される音のみに有効です。 




• 高•低音域の音声を最大もしくは最小限まで増減する 
と、センター、リア L 、 R 、 リアセンタースピーカー 
から出力する音質はメイン L 、 R スピーカーからの音 
質と調和がとれなくなることがあります。 

• OUT ( REC ) 端子と接続している機器の電源が切れて 
いる場合には、再生音が歪んだり、音量が下がったり 
することがあります。このような場合は、接続してい 
る機器の電源を入れてください。 

• BASS EXTENSI 〇 N はセツトメニューの「1 B MAIN 
SP 」 を SMALL 、 「1 E LFE/BASS OUT 」 を SWFR に 
設定している場合は、効果はありません（62、63 
ぺージ参照)。 

音場プログラムを選択する。 

本体の PROGRAM キ _( またはリモコンの音場 

プログラムキー）を押して、音場プ□グラムを選択し 
ます。詳しくは29ページ「音場プ□グラムを選ぶ」を 
参照してください。 

I HUJ.1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB I 

^PROGRAMS W ES 


I 5 | | 61 f 7 \ f 8 j 

i ~ ~ i nn nn 

ar/mx \ \ +10 +100 


■ 巳 GV (バックグラウンドビデオ)機能 

BGV 機能とは、ビデオ系ソースの映像と、オーディオ系 
ソースの音声を組み合わせて楽しむ機能です(例えばビデオ 
を観ながらクラシック音楽を楽しむことができます)。 

ビデオ系ソースを選択した後、リモコンの入力選択キーで、 
オーディオ系ソースを選択します。 

V-AUX TUNER MD/TAPE CD 

〇〇 

D-TVAD CBL/SAT VC/1 VCR2/DVn DMljt I 

〇〇 ©-o 


■ 一時的に音声を消す(消音する） 


リモコンの MUTE キーを押す。 

前の音量に戻すには、もう1度 
MUTE キーを押します。 


I _ 
muteL k 


1ヒント 

• V 〇 LUME +/ —キーや音場プログラムキーなどを押しても 
消音は解除できます。 

• 本機をスタンバイ状態にすると、消音が解除されます。 

• 消音中(ミュート中)は、本体ディスプレイの MUTE 表示が 
点滅します。 


■本機の使用を終了する 


本体の STANDBY / ON スイッチ（またはリモコンの 
STANDBY キー)を押して、本機をスタンバイ状態にす 
る 0 


リモコン 


I 」モコン 


基本操作 
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音声/映像を再生する 


入カモードを切り替える 


入力信号のアナログ/デジタルの優先順位を選んだり、 
AAC などの特定の系統に固定したりすることができます。 


希望する入カモードが本体ディスプレイに表示される 
まで、 MODE キー（または選択しているリモコンの入力 
選択キー)を繰り返し押す。 


または 



0 0 0 0 0 

D-TVAD C8L/SAT VCH 1 VCR2/DVR DVD 


〇〇〇〇 


ち 



入カモード 


AUTO ： 次の順序で入力信号が選ばれます。 

1) デジタル信号 

2) アナログ信号 

DTS ： DTS 信号以外は再生されません。 

AAC ： AAC 信号以外は再生されません。 

ANALOG ： アナログ入力に固定されます。デジタル信号 
が同時に入力されても再生されません。 


ポ^ヒント 

• 入カモードが AUTO に設定されているときに、ドルビー デ 
ジタルまたは DTS 、 AAC 信号が入力されると、自動的に最 
適な デコーダーが 選択されます。 

• セツトメニューの「8 INPUT MODE 」 で、本機の電源を入 
れたときに、前回指定した入カモードをそのまま使うか、 
AUTO に戻すかを指定することもできます。 


ご注意 


• COAXIAL INPUT 端子と〇 PTICAL INPUT 端子へ同時に 
デジタル信号が入力されると 、 COAXIAL INPUT 端子へ 
の入力信号が優先されます。 

• 入カモードが AUTO に設定されているときに、次のような 
症状が起こることがありますが、故障ではありません。 

-ドルビーデジタルまたは DTS ディスクを再生中にサー 
チ(検索）してから再生をはじめると、一部の LD および 
DVD プレーヤーで、再生音が少し遅れて再生される。 
-デジタル録音されていない LD を再生する場合に、一部 
の LD プレーヤーで音声が正常に再生できない。この場 
合は入カモー ドを ANAL 〇 G に設定して、お使いくださ 
し、 


■ デジタル信号に関するご注意 

本機のデジタル入力端子 (OPTICA し COAXIAL ) は、サン 

プリング周波数 96 kHz までのデジタル信号に対応していま 

す。デジタル信号の入力には OPTICAL/COAXIAL 両方の 

入力端子が使用できますが、 48 kHz を超えるデジタル信号 

を入力する場合は、以下の点にご注意ください。 

• 音場プ□グラムが選択できなくなります。音声はメイン 
スピーカーから通常の2チヤンネルステレオ音声として 
出力されます。 

• スーパーウーファーを除いて、エフェクトスピーカーの 
音量調節ができなくなります。 

■ DTS-CD/LD の DTS 音声の再生に 
関するご注意 

• プレーヤーから出力されるデジタル信号に音量レベル可 
変処理などの処理がされている場合は、本機とプレー 
ヤーをデジタル接続しても、 DTS 音声は再生できませ 
ん〇 

• DTS 音声を再生するには、音声を再生する機器をデジタ 
ル入力端子に接続して、入カモードを AUTO または DTS 
に設定してください。入カモードを ANALOG に設定して 
再生した場合、雑音が発生することがあります。 

• DTS 音声を再生中に入カモードを ANALOG に切り替え 
ると、音声は出力されません。 

• 入カモードを AUTO に設定して DTS 音声を再生する場合 
は： 

一本機は DTS 信号を検知すると、自動的に DTS モード 
(• It * 表示が点灯)に切り替わります。 DTS 音声の再生 
が終了したときに、 clt * 表示が点滅することがありま 
すが、点滅中は DTS 音声しか再生できません。 DTS 音 
声の再生が終了後すぐに、通常の PCM 音声を再生した 
いときは、入カモードを AUTO に設定しなおしてくだ 
さい0 

ープレーヤー側でサーチまたはスキップ操作をして DTS 
信号がとぎれると、 clt * 表示が点滅することがありま 
す。この状態が30秒以上続くと、自動的に DTS モード 
から通常のデジタル ( PCM ) 入力に切り替わり、 df * 表 
示は消灯します。 
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音声/映像を再生する 


音場プログラムを選ぶ 


本機には、世界各地の著名な演奏会場での実測データを元 
に作成された Hi-Fi DSP 音場プ□グラムに加え、より幅広 
い表現力を持つ CINEMA - DSP 音場プ□グラムを内蔵して 
います。 

再生するときにお好みの音場を呼び出して、その臨場感と 
効果をお楽しみください。各音場プ□グラムについて詳し 
くは、36、37ページをご覧ください。 


®TAISAHA MOWLflauND AVAMnjnen oapwoaoo ^1 1 — 

# 



@ © @ © 

n 脊 i 琴暴戀 

66 


T I 



D 10 KEY / DSP スィッチを 「 DSP 」 

に合わせる。 


10KEY DSP 


B 音場プ□グラムを選択する。 

本体の PROGRAM < a /> キ _( またはリモコンの音場 
プ□グラムキー）を押して、音場プログラムを選択し 
ます。 

音場プログラム内のサブプログラムを選択するには、 
本体の PROGRAM キ _( またはリモコンの同じ 

音場プ□グラムキー)を押します。 

• 例： MOVE THEATER 1を押すごとにサププ□グラ 
ム （ 「 Spectacle 」 と 「 Sci - Fi 」） が切り替わります。 


<3 PROGRAM c 


または 




HAU.1 HALL 2 CHURCH JAZZCUJ8 

r 1 1 r =l 卜 i 「 ■» i 



• 本機では、お好みにより、全部で11の音場プ□グラムを選 
択できます。ただし、一部の音場プ□グラムでは入力信号 
の種類に適したデコーダーと音場サブプログラムが自動的 
に選択されます (38 ページ参照)。 

• 入カソースを切り替えると、そのソースに対して設定され 
た音場プ□グラムを自動的に選択します。 

• 6 CH INPUT 端子に接続しているソースを再生していると 
きと、サンプリング周波数が 48 kHz を超えるデジタル信 
号が本機に入力されているときは、音場プ□グラムは使用 
できません。 

• リスニングルームの音響効果は、音場プ□グラムに影響を 
与えます。プログラムによって作り出される効果を最大限 
に引き出すために、リスニングルーム内に反響しやすい物 
体をできるだけ置かないようにしてください。 

• 入カモードが AUTO に設定されている場合にはドルビーデ 
ジタル、 DTS または AAC 信号が入力されると、選択してい 
る音場プ□グラムによっては、入カソースに対応した音場 
サブプログラムに自動的に切り替わる場合があります (38 
ぺ-ジ参照)。 

• 本機をスタンノ （ イ状態にしたときの入カソースと音場プロ 
グラムは記憶されています。電源を入れると、自動的に前 
回の状態に戻ります。 

• モノラルソースを PRO LOGIC/Normak PRO LOGIC / 
Enhanced、PRO LOGIC II Movie や Neo :6 Cinema 音 
場で再生中は、センタースピーカーからのみ音が出ます。 
メインスピーカーやリアスピーカーからは音は出ません。 
ただし、セットメニューの「1 A CENTER SP 」 が NONE に 
設定されているときは、センターチヤンネルの音声はメイ 
ンスピーカーから出力されます。 

レ-ヒント 

音場プ□グラムはプログラム名ではなく、ご使用になるリス 

ニングルームの状況やお好みに合わせてお選びください。 


本体 


リモコン 


音場プログラム名 


s^j _ 

■ f ^! s !! s i 


-1- 

音場サブプログラム名 


基本操作 
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音声/映像を再生する 


PRO LOGIC/PRO LOGIC 11/ 
DTS Neo :6 を選ぶ 


0 デコーダーを選択する。 

SELECT キーを繰り返し押して 、 PRO LOGIC/PRO 
LOGIC II または Neo :6 を選択します。 


音場プログラム No . l 1で PRO LOGIC、PRO LOGIC II ま 
たは Neo :6 を選択すると、2チャンネルソースを多チャン 
ネル化してお楽しみいただけます。 



2 , 4 - 


|~^1 i~s~i i~s~i i~s~i 
CD CZD CZU CZJ 


CZ3 CD CD C 


— 

s 


s 

— 

_ 


_L_ 

5 



運 




w 


U 2 チヤンネルソースを再生する。 

0" (本体で操作する場合） 

デコーダーおよびサブプログラムを選択する。 

本体の PROGRAM <]/> キーを繰り返し押して PRO 
L 〇 GIC ( No 「 mal / Enhanced)、PRO LOGIC II ( Movie / 
Music ) または Neo :6 ( Cinema / Music ) を選択します 0 


n~i r^~i r^~i r^~i 

ROCK ENTER- MUSIC IV 

CONCStr TAJIMMENt VIDCO THtATBl 

i 5 1 i 6 1 r 7 l r a i 

EX/ES THEAT£R 1 IHEATER Z SUR. — SELECT 

C _ i f 9 11 io i r 11 1 

op/mw o +10 +loo\ \ 


o ソースに合ったサブプログラムを選ぶ。 

□□/DTS SUR . キーを押すたびに、以下のようにサブ 
プログラムが切り替わります。 

• PRO LOGIC を選んだとき 

Normal ㈠ Enhanced 

• PRO LOGIC II を選んだとき 

Movie ㈠ Music 

• Neo :6 を選んだとき 

Cinema ㈠ Music 


f 1 1 r g i r 3 i i * i 

ROCK ENI^n- MUSIC TV 

CONCERT TAINMBtfT VIDEO THEATER 

i 5 1 r s i r -> i い i 


i _ 3 「 9 1 ryi 



ご注意 


• 2 チヤンネル音声以外の信号は 、 PRO LOGIC、PRO 
LOGIC N と DTS Neo :6 デコーダーでは再生できませ 
ん〇 

• AAC の2チヤンネルステレオ信号は DTS Neo :6 デ 
コーダーでは 再生できません。 


<aPROGRAM 〇 



本体 


(リモコンで操作する場合） 

音場プ□グラム No . l 1を選択する。 

□□/DTS SUR . キーを押すと、前回使用したデコー 
夕 一、 続いてサブプログラムが本体ディスプレイに表 
示されます。 


I 1 I f g 1 r 3 I 「為 I 

I 5 i f 6 1 「7 i r ° i 

EXyES IHEfiTER 1 THEATER 2 SUR. — SELECT 

r 11 a i f i r ” ハ定 t 

CtP/lMO 0 +10 \ po 


11モコン 
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■ ドルビーデジタル EX や DTS 日日の 
ソースを 再生する 

ドルビーデジタル EX 方式や DTS - ES 方式(ディスクリート 
6.1、マトリクス 6. 1 ) のソフトを 6. 1チヤンネル再生する 
ときは、 EX / ES キーを押します。 


EX/ES 

CHP/INDK k 

♦ 


(例：ドルビーデジタル EX 方式のソフトを再生している 
とぎ） 

EX / ES キーを押して、再生モードを以下から選択します 

(再生するソフトの方式により、選択できるモードが変わり 

ます)。 

AUTO ： 本機が認識できる信号で記録されたソー 

スが入力されると、ディスクリート音声と 
マトリクス音声にそれぞれ自動的に切り 
替わります。認識できない信号の場合 
(「 AUT 〇: -- -」と表示されている場合)は、 
EX / ES キーを押して 、 「Matrix 6.1」を選 
択してください。 

Discrete 6.1 : DTS ES ディスクリート音声入力時のみ選 
択できます 。 DTS ES ディスクリート音声 
をディスクリート 6.1 方式で再生します 
( DISCRETE インジケーター点灯)。再生 
の途中で 、 DTS ES ディスクリート音声以 
外のリア L / R 成分がある音声に切り替わる 
と、マトリクス 6.1 方式で再生します 
((!_ または MATRIX インジケーター点 
灯)。 

Matrix 6.1： ドルビーデジタル EX 方式や DTS ES 方式 
のソフトや AAC の 5.1 チヤンネル信号な 
ど、リア L / R 成分のある音声を、マトリク 
ス 6. 1方式で再生します （ MATRIX インジ 
ケ _ 夕 _ 点灯)。 

OFF ： ディスクリート 6. 1/マトリクス 6. 1再生を 

オフにします。 


Matrix 6. 1: 


• 6.1 チャンネル対応ディスクには、本機が自動的に認識で 
きる信号(フラグ)が記録されていないものがあります。こ 
のようなディスクを 6.1 チャンネルで再生するには 
「Matrix 6.1 J を選択してください。 

• 以下の場合は、 EX / ES キーを押しても、 6.1 チャンネル再 
生はできません。 

-セットメニュ ー H C REAR L/R SP 」 を NONE に設定し 
ている。 

-音場効果を切つている （「 STEREO 」 と表示されている)。 
-6 CH INPUT 端子に接続しているソースを再生してい 
る 0 

-リア L / R 成分が含まれていないソースを再生している。 
-ドルビーデジタル KARA 〇 KE ソースを再生している。 
—へッドホンを接続している。 

— 6 ch Stereo を選んでいる。 

• 電源を OFF すると AUT 〇にリセットされます。 

■ リアスピーカーなしで音場プ□グラ 
ムを楽しむ 

(バーチャルシネマ DSP ) 

セツトメニューの 「1 C REAR L/R SP 」 を N 〇 NE に設定す 
ると、バーチャルシネマ DSP 音場を楽しめます。 

入カソースの音声はバーチャルシネマ DSP で音場処理さ 
れ、選んだ音場プ□グラムでメインスピーカー(し R )、 セ 
ンタースピーカーおよびスーパ_ゥ_ファーから音声が再 
生されます。 


下記の場合は、セツトメニュ ー「1 C REAR L/R SP 」 が 
NONE に設定されていても、バーチャルシネマ DSP には 
なりません。 

-6 ch Stereo や PRO LOGIC / Normal、DOLBY 
DIGITAL/Normak DTS Normal、AAC Normal、PRO 
LOGIC Ik Neo :6 音場プ□グラムを選んでいる。 

-音場効果が「切」 ( STEREO ) になっている。 

一本機の 6 CH INPUT 端子に接続されたソースを再生して 
いる0 

-サンプリング周波数 48 kHz を超えるデジタル音声が入 
力されている。 

—テスト I ンを使用している。 

—へツドホンを接続している。 


基本操作 
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音声/映像を再生する 


■へッドホンで音場プ□グラムを楽し 
む(サイレントシアター） 

ステレオ音声再生状態でないときにへッドホンを本体の 
PHONES 端子に接続すると、ヘッドホンでマルチスピー 
力一による音場プ□グラムを擬似的に再現できる、サイレ 
ントシアターで音声を楽しめます。 「 SILENT 」 表示が本体 
ディスプレイに点灯します。(音場効果がオフの状態では通 
常のステレオ再生になります。） 


ご注意 


• サンプリング周波数 48 kHz を超えるデジタル音声が入力 
されているときは、サイレントシアターは作動しません。 

• 6 CH INPUT 端子に入力された信号を再生しているとき 
は、サイレントシアターは働きません。 

• LFE チヤンネル音声は他のチヤンネルとミックスされて、 
へッドホンから出力されます。 

■ ステレオ音声 (2 チヤンネル)で再生 
する 


STEREO / EFFECT キーを押して、 「 STEREOJ を表示 
させる。 

音場効果が「切(オフ）」になり、メインスピーカー L/R 
のみを使って再生します。 STEREO / EFFECT キーを 
もう1度押すと、音場効果が「入(オン)」になります。 

STEREO STEREO 

または 

本体 リモコン 





ご注意 


• 音場効果がオフの状態(ステレオ音声)のときにドルビーデ 
ジタルや DTS 、 AAC 音声を再生すると、 LFE を除くすべて 
のチヤンネルの音声がメインのし R チヤンネルにミック 
スされて出力されます。この場合、メインし R チヤンネル 
の音量バランスが乱れることがあります。 

• 音場効果をオフ（ステレオ音声)にすると、センター、リア 
L / R 、 リアセンタースピーカーから音は出ません。 

• 音場効果をオフ（ステレオ音声)にしたり、セットメニュー 
の「11 D - RANGE 」 を MIN に設定すると、音量が極端に下 
がることがあります。このような場合は音場効果をオンに 
してください。 

• セットメニューの I "1 B MAIN SP 」 を SMALL かつ「1 E 
LFE/BASS 〇 UT 」 を SWFR 、 または |"1 E LFE/BASS 
〇 UT 」 を巳 OTH に設定している場合は、スーパーウー 
ファー から低音域が出力されます。 


■入力信号情報を表示する 

ステレオ再生中（音場効果オフ時）、入力信号のタイプ、 
フォーマツトやサンプリング周波数などの情報をデイスプ 
レイに表示できます。 


(ソース 再生中） 

D PARAMETER/SET MENU ス parameter 
イツチを 「 PARAMETER 」 に合 
わせる。 

SET MENU 


咖 


B △/▽ キーを 押す。 

入力信号の情報が表示されま 
す0 



4-ヒント 

• ( Format ): 入力信号の信号フオーマット。デジタル入力を 


認識できない場合は、 

アナ□グモードに設定されます。 

入力信号 

表示 

アナログ音声 

Analog 

PCM 音声 

PCM 

ドルビーデジタル音声 

Dolby Digital 

DTS 音声 

DTS 

AAC 音声 

AAC 

不明なデジタル信号 

Unknwn Digital 


• fs : 入力信号のサンプリング周波数(デジタル信号入力時の 
み)。サンプリング周波数が不明の場合は、 「 unknown 」 と 
表示されます。 

• (Audio Channels ): 入力信号の音声チャンネル数（ドル 
ビーデジタル/ DTS / AAC 入力時のみ)。 

例えば、 「 in :3/2/ LFE 」 と表示された場合は、「フロント3 
チャンネル/リア2チャンネル/ LFEJ を示しています。 
また、二力国語放送などの主+副の2チャンネル音声は 
「1+1」、3音声以上の音声多重形式の音声は 「 M じ T 」 と表示 
されます。 

• rate (bit rate ) :入力信号の1秒あたりのデータ量[ビット 
レート :I ( ドルビーデジタル/ DTS のみ)。ビットレートが 
不明の場合は、 「 unknown 」 と表示されます。 

• flg ( flag ): 入力信号に含まれている、ある動作をさせるた 
めの識別信号[フラグ ：I ( ドルビーデジタル/ DTS のみ）。 
フラグが認識できなかった場合は、 「 None 」 と表示されま 
す0 
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音場プログラムー覧 


音場とは ••• 



「その空間が持つ特有の音の響き」を音場と呼んでいます。 

コンサートホールなどで、私達は、楽器の音や歌手の声が直接聴こえてく 
る「直接音」の他に、床や壁•天井などに一回反射してから聴こえてくる 
「初期反射音」、さらに何回も反射を繰り返しながら次第に減衰してゆく 
「後部残響音」を聴くことになります。 

建物内部の形状や広さ、それに内装材料の種類等によって、初期反射音や 
残響音の構成が異なり、そのホール特有の響きが生まれます。それが「音 
場」です。 


ヤマ八では、世界の著名なコンサートホールやオペラ八ウスなどで、反射 


音の方向 • 強さ • 帯域特性 • 遅延時間等の音場情報を実際に測定し、その膨 
大なデータを本機に搭載した ROM (専用メモリー)に蓄積しています。 

本機では、この音場測定の実測データを基に作成された、音場プ□グラムを自由に選択し、著名ホールやライブ八ウス等 
の音場をリスニングルームに再現することができます。 


ご注意 


• 本機の音場プ□グラムは、世界各地の実在のホールなどの音響特性を測定した結果に基づいて設計されています。そのため、 
前後左右で響きの強さや音量差が異なると感じられることがありますが、故障ではありません。 

• 名称や説明にこだわらず、最も心地よく聞こえる音場プ□グラムをお選びください。 


Hi-Fi DSP 音場プ□グラム 


コンサートホールやオペラ八ウスの音場をリスニングルームに再現するということは、コンサートホールやオペラ八ウス 
の仮想音源の分布をリスニングルームに定位させること、とも言えるでしよう。 

演奏会場での音場をリスニングルームに再現するには、2本のスピーカーによる従来のステレオ再生では不十分です。音 
場再生用には4本のエフェクトスピーカーを使って、音場データの仮想音源を定位させ、音場を再現するのがヤマ八 DSP 
(デジタル音場プロセッサー)です。 

これは、4本のエフェクトスピーカーから出力させる信号の強さや遅延時間をコント□—ルすることによって、360°全 
周方向に分布する仮想音源を定位させ、音場を再現するものです。 


33 




音場プ□グラムー覧 


CINEMA DSP 音場プ□グラム 

映画製作者の意図するサウンドは、セリフは明瞭にスクリーン上に定位し、効果音はその奥に、音楽はさらにその奥に拡 
がり、そしてサラウンドは視聴者を取り囲んでスクリーンの映像と一体になるようにデザインされています。 

ヤマ八 DSP を AV 再生用に進化させたプログラムが 「CINEMA DSP 」 です。映画サラウンドデコーダーであるドルビープ 
□ ロジック、ドルビーデジタルや DTS 、 AAC の各デコーダーとヤマ八 DSP を融合し、映画のサウンドを最良の状態でデ 
ザインするダビングステージ(最終的な映画のサウンドデザインを完成させるファイナルミックス)でのクオリティを AV 
ルームに 再現するサラウンド音場です。 

CINEMA DSP 音場プ□グラムでは、 L . C . R チヤンネルにもヤマ八 DSP 処理を加えることで、視聴者はセリフの実在感や 
効果音、音楽の奥行き感とともに、スムーズな音源の移動感とスクリーンまで回り込むサラウンド音場に包まれます。 

ドルビーデジタル信号、 DTS 、 AAC 信号が入力されると、自動的にドルビーデジタル、 DTS や AAC に対応した音場処理 
に最適化されます。 



人 トレートア」—卜 


本機は下記のような数多くのデコーダーを装備しています。 

• マルチチヤンネルソース用のドルビーデジタル、 DTS 、 AAC デコーダー 
• リアセンターチヤンネル音声再生用のドルビーデジタル EX 、 DTS - ES デコーダー 

• ド ルビー サラウンドと2チヤンネル ソース 用のドル ビープ □ロジック、ドル ビープ □ロジック II、 DTS Neo :6 デコーダー 

音場効果をかけずに元の音で再生したい場合は、プログラム11(サブプログラムの" Enhanced ” は除く）のストレートデ 
コードモードを選んでください。この場合、 DSP 音場効果はかからず CH 1 ED インジケーターは点灯しません。 
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サラウンド音場 

■ MOVIE THEATER 

マトリクス処理を行わない 70 mm フィルムの6チャンネルマルチトラックで得られるような明瞭な音源の定位と豊かな拡 
がりを、ダビングステージ(映画の音声を編集するための編集スタジオ）のクオリティと理想的な音場で楽しめるのが 
MOVIE THEATER 70 mm プログラムです。最新の映画館用デジタルサラウンドシステムであるドルビーデジタル 、 DTS 
(デジタルシアターシステムズ)や AAC のサウンドをそのまま家庭でも楽しめるように開発されたのがドルビーデジタルデ 
コーダー、 DTS デコーダーおよび AAC デコーダーです。本機の MOVIE THEATER プログラムでは、映画館用にデザイン 
されたドルビーデジタル、 DTS や AAC サウンドを家庭用のスピーカーシステムで、家庭のスペースで再生しても、臨場感 
あふれるスケールの大きな音場をお楽しみいただけます。 

■[ ドルビーデジタル、 DTS 、 AAC ] + [ DSP 音場効果] 

入カソースがドルビーデジタル、 DTS 、 AAC (5.1 
チャンネル)の場合 

ドルビーデジタルや DTS 、 AAC のフロント、 L サラウンド、 
R サラウンド信号に独立したヤマノ V 3 音場 DSP 処理を施し 
ます。これにより、チャンネルセパレーシヨンの良さなど 
を犠牲にすることなく、雄大な音場表現や包囲感の優れた 
サラウンド再生が可能になり、最新のデジタルサラウンド 
映画館のような臨場感が再現できます。 


■[ ドルビーデジタル EX 、 DTS - ES 、 AAC ドルビー EX ] + [ DSP 音場効果] 

u アセンタースピ_力_から再現されたリアセンター音場が加わり、より雄大な音場空間を再現します。 

■[ドルビープ□□ジック]+ [ DSP 音場効果] 

通常、ビデオテープなどの市販の映画ソフトは、ドルビー 
サラウンドのマトリクス技術によって4チヤンネ)レ （ L / C / 
R / S ) の音声情報がエンコード処理され、し R に収められ 
ています。それをデコード(復元)するのがドルビープ□口 
ジックデコーダーです 。 MOVIE THEATER プログラムは、 
エンコード•デコード処理によって失われがちな拡がり感や 
微妙な音のニュアンスまでも再現しようというものです。 

サラウンド音場- 

雄大な音場空間を表現でき、サラウンド音に広がりを持た 
せることで包囲感が表現できます。また、フロントにも奥 
行きが出て、ドルビーステレオ映画館のような臨場感が再 
現できます。 

■ ドルビープ□□ジッタ M/DTS Neo :6 

ドルビープ□ロジック II と DTS Neo :6 デコーダーは2チヤンネルを5または6チヤンネルにデコードします。映画用の 
Movie / Cinema と2チヤンネルオーデイオソース用の Music の2種類のモードがあります。 



プレゼンス音場- 



L サラウンド音場 R サラウンド音場 


基本操作 
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音場プ□グラムー覧 


ソースの タイプ 


音楽向け 


ビデオ向け 


No . 

プ□グラム 

サブプログラム 

特長 

1 

CONCERT HALL 

1 


ヨーロッパに多くみられる内装材にシックな木の内張りが使 
われた、ミュンヘンにある2500席程度のコンサートホール 
です。繊細な美しい響きが豊かに拡がり、落ち着いた雰囲気 
を持っています。座席の位置は、1階の中央左寄りです。 

2 

CONCERT HALL 

2 

— 

円形ホールをイメージさせる広大な音場で、全周囲に反射音 
が拡がり、サラウンド感が強く、豊麗な響きが特長です。 

3 

CHURCH 


1 20m 近い尖塔を持つ大きな教会です。石を積み上げて造ら 
れており、天井が高く、細長い空間を持っています。残響時 
間は非常に長くなりますが、逆に初期反射は少なくなりま 
す。そのため、直接音の厚みは余りありませんが、響きが多 
く、教会特有の音場を再現します。左後方に強い反射音があ 
りますので、左後方が大きめに聞こえます。 

4 

JAZZ CLUB 

— 

ニューヨークで話題のライブ八ウス「ザ•ボトムライン」のス 
テージ正面の音場です。フロアは30◦席ある左右に幅広い客 
席で占められ、リアルでライブな音場です。 

5 

ROCK CONCERT 

— 

□サンゼルスにあるロック系ライブ八ウスで、客席は最高時 
で約460程です。左後方に強い反射音がありますので、左後 
方が大きめに聞こえます。 

6 

entIrtaInment 

ディスコ 

Disco 

ディスコミュージックに包まれる、乗りの良い音場空間を演 
出するプ□グラムです。 

チヤンネ j レステレオ 

6ch Stereo 

後方からち直接音が聴け、広いエリアで楽しめる効果が特長 
のホームノ V°_ ティーを演出する音場プログラムです。 

6 

entIrtaInment 

ゲーム 

Game 

ゲームサウンドにビビッドな奥行きとサラウンド感を与える 
プログラムです。音源がモノラルでもステレオでも有効で、 
迫力のある TV ゲームが楽しめます。 

7 

5 ユージック ビデオ 

MUSIC VIDEO 


ロック、ジャズ等のライブコンサート会場のイメージです。 
サラウンド音場に広いホールのデータを使用しているため、 
間接音成分が豊かに回り込み、スクリーン周囲への映像空 
間、音場空間がいっぱいに拡がり、熱狂的な雰囲気にひたれ 
ます。 EX/ES デコーダー動作時は、リアセンター音源とリア 
センター音場が加わります。 

8 

TV THlATER 

モノラル ムービー 

Mono Movie 

往年のモノラル映画の雰囲気を臨場感たっぶりに再現するモ 
ノラルソース用のプログラムです。オペラハウス系の音場を 
ベースに、適度な音場処理を加えています。 

パラエティー 

Variety/ 

スポーツ 

Sports 

プレゼンス音場は狭めてあるが、サラウンド音場にはコン 
サ_トホールのデータを使用しており、様々なノ （ ラエティや 
中継番組に、適用範囲の広い音場効果を再現します。スポー 
ツ中継のステレオ放送では、解説者は中央に定位し、歓声や 
場内の雰囲気は周囲へと拡がります。後方回り込みは適度に 
抑えてあるので、長時間使用しても違和感がありません。 
EX/ES デコーダー動作時は、リアセンター音源とリアセン 
ター音場が加わります。 


各 DSP プログラムには下記のような特長があります。 


DSP プ□グラムの特長 


ド 

I 

モ 


Q_ sa LL -! ェ 

vK rN vw 


dsdvIAI Lll zlo 

rv 含 
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モ 

ード 


□_ 

03 

□ 

< 

§ 

Z 

〇 

1 

山 

□ 

〇 

〇 

山 

□ 

H 

エ 

CD 

< 

DC 

1— 

CD 
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音場プ□グラムー覧 


入力信号別音場プ□グラム名一覧 


CINEMA DSP 音場プログラム No .9 〜11のプログラム名は、本機に入力されている信号の種類と、デコーダーの動作に 
より名前が変わります。 


No . 

入力信号 

プ□グラム 

アナログ、 PCM 、 

ドルビーデジタル ( 2ch )、 
DTS (2 ch )、 AAC (2 ch ) 

ドルビーデジタル 

DTS 

AAC 

9 

MOVIE THEATER 1 

70mm Spectacle 

DGTL Spectacle 

DTS Spectacle 

AAC Spectacle 




Spectacle EX 

* 2 Spectacle ES 

Spectacle EX 



70mm Sci-Fi 

DGTL Sci-Fi 

DTS Sci-Fi 

AAC Sci-Fi 




Sci-Fi EX 

* 2 Sci-Fi ES 

+1 Sci-Fi EX 

10 

MOVIE THEATER 2 

70mm Adventure 

DGTL Adventure 

DTS Adventure 

AAC Adventure 




Adventure EX 

* 2 Adventure ES 

* ] Adventure EX 



70mm General 

DGTL General 

DTS General 

AAC General 




General EX 

* 2 General ES 

General EX 

11 

DOLBY DIGITAL / 
DTS / 

AAC SURROUND 


DOLBY DIGITAL/ 
Normal 

〜DOLBY DIGITAL/ 
Dolby D EX 

DTS DGTL SUR/ 
Normal 

* 4 DTS DGTL SUR/ 

ES Matrix 6.1 

AAC DIGITAL SUR/ 
Normal 

+1 AAC DIGITAL SUR/ 
Dolby EX 





* 3 DTS DGTL SUR/ 

ES Dscrt 6.1 





DOLBY DIGITAL/ 
Enhanced 

DTS DGTL SUR/ 
Enhanced 

AAC DIGITAL SUR/ 
Enhanced 




DOLBY DIGITAL/ 

EX Enhanced 

* 2 DTS DGTL SUR/ 
Enhanced ES 

^AAC DIGITAL SUR/ 
Enhanced EX 


リモコンの EX/ES キーを押すと 5.1 チヤンネルのソースをリアセンターも使って 6.1 チヤンネルで再生できます (31 ペー 
ジ参照)。 


ドルビーデジタル EX デコーダー動作時インジケーター点灯時） 

* 2 DTS-ES ディスクリートまたはマトリクスデコーダー動作時 (ES DISCRETE または ES MATRIX インジケーター点灯 
時） 

* 3 DTS-ES ディスクリートデコーダー動作時 (ES DISCRETE インジケーター点灯時） 

* 4 DTS-ES マトリクスデコーダー動作時 (ES MATRIX インジケーター点灯時） 


ご注意 


AAC の 2 チヤンネルステレオ信号は、 DTS Neo:6 デコーダーでは再生できません。 


38 














入力信号と再生スピーカー対応表 

入力信号の種類によって、下図で示されたスピーカーから音声が出力されます。 




回 vj S 
回 >))is 

B 夯 B 

0 HI 
回 >))is 
0 0 



回在 S 
回 >))is 

B 幺 B 

0 HI 
回 >))is 
0 N 
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FM / AM 放送を聴 < 


r 


U INPUT セレクターを回して（またはリモコンの TUNER 
キーを押して)、 「 TUNER 」 を選ぶ。 



■ 手動でお好みの放送局を選ぶ 
(マニュアル選局） 

電波の弱い放送局は、手動で選ぶ必要があります。 


H 左記載の「自動的に選局する(才一卜選局)」の手順2まで 

の操作をおこなう。 


B TUNING MODE ( AUTO / MAN ' L MONO ) キ-を押 

して、ディスプレイの AUTO インジケーターを消す。 


選局する 


選局のしかたには、自動的に選局するオート選局と、手動 
で選局するマニュアル選局の2種類があります。電波の強 
い放送局を受信するときは、才一卜選局が速くて便利です。 

■ 自動的に選局する（オート選局） 



PRESET/TUNING < d /> キーを押して、受信したい 
放送局を選ぶ。 

高い周波数の放送局を探すときは > キー、低い周波 
数の放送局を探すときは < キーを押します。 



放送局を受信すると、ディスプレイに 「 TUNED 」 が点 
灯し、周波数が表示されます。 


- i 7 - ヒント 

電波が弱くてお聴きになりたい放送局が選局できない時は、 
手動で選局してください(マニュアル選局)。 


TUNING 

MODE 


本体 


リモコン 


B FM / AM キーを押して、 FM または AM を選ぶ。 

^ — fm または mi 

Ei TUNING MODE ( AUTO / MAN，L MONO ) キーを押 

して、ディスプレイに AUT ◦インジケーターを点灯させ 
る。 


TUNINC 

MODE 


AUTO 

点灯 


ディスプレイのバンド表示の隣にコロン(:)が点灯して 
いる時は、 PRESET / TUNING ( EDIT ) キーを押してコ 
ロンを消します。 

PRESET 
/TUNING 




AUTO 

消灯 


ディスプレイのバンド表示の隣にコロン(:)が点灯して 
いる時は、 PRESET / TUNING ( EDIT ) キーを押してコ 
ロンを消します。 

PRESET 
/TUNING 





Em preset/tuning </> キー 

を押す。 

押し続けると、連続して周波数 
が変わります。 

-(»- ヒント 

マニュアル選局で FM ステレオ放送を受信するとモノラル受 
信になりますが、雑音を軽減できます。 
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FM / AM 放送を聴ぐ 


放送局を登録する（プリセット) 


■ FM 放送局を自動登録する 
(オートプリセツト） 

FM 放送局を自動的に40局 (8 局 X 5 グループ)まで登録(プ 
リセツト)できます。放送局を登録しておくと、あとは簡単 
なキー操作で選局することができ、便利です。 



3 2 


U FM / AM キーを押して、 FM を選ぶ。 

^ — FM 

B TUNING M 0 DE ( AUT 0/ MAN ' L MONO ) キ-を押 

して、ディスプレイに AUTO インジケーターを点灯させ 
る 0 

TUNING 

MODE 



El MEMORY ( MAN ' L/AUTO FM ) キーを約 3 秒押し続 

ける。 

プリセット番号と MEMORY インジケーター 、 AUTO 
インジケーターが点滅します。数秒後に、周波数表示 
が高くなり始めます。（オートプリセツト開始。） 

MEMORY 



オートプリセツトが終了すると、最後に登録された放 
送局の周波数が表示されます。 


ぶ^ヒント 

• 放送局が登録されると、放送局の周波数と受信モードも同 
時に登録されます。 

• 登録された FM 放送局の順序を、あとから手動で入れ替え 
ることもできます (43 ページ参照)。 

• オートプリ セツ トでは、プリ セツ トする放送局の数が 
「 E 8」 に満たない場合には全周波数帯域を一巡して停止し 
ふ 9 〇 


ご注意 


• 新しい放送局を登録すると、前に登録されていた放送局は 
消え、新しい放送局に入れ替わります。 

• オートプリセットでは、電波の強い FM 放送局だけが登録 
されます。電波の弱し) FM 放送局と、 AM 放送局を登録した 
いときは、受信モードをモノラルにして、手動で登録して 
ください(次ページ)。 

■登録を始めるプリセット番号を指定 
する（オートプリセツトオプション） 

FM 局の登録を始めるプリセツト番号を指定したり、周波 
数の低い方へ向けてオートプリセツトを始めることもでき 
ます。 

〇 左記載の 「 FM 放送局を自動登録する（オートプリセッ 

卜)」の手順2までの操作をおこなう。 

B MEMORYCMAN 1 L/AUTO FM ) キーを約3秒押し続 

けたあと、 A / B / C / D/E キーと PRESET/TUNING 
<l/t> キーを押して、最初に登録させたいプリセット番 
号を選ぶ。 

放送局が 「 E 8」 まですベて登録されると、オートプリ 
セツトが停止します。 

B PRESET / TUNING ( EDIT ) キーを押してコロン （ : ） を 

消してから、 PRESET/TUNING <1キーを押す。 

周波数表示が低くなり始めます。（オートプリセット 
開始。） 


本機の電源を切っても(電源コードをコンセントから抜 
いた状態)、プリセツトの設定内容は本機に記憶されて 
います。ただし、電源「切」の状態が1週間以上続くと、記 
憶内容が消去されることがあります。 


基本操作 
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FM / AM 放送を聴 < 


■手動で登録する 

(マニュアルプリセツト） 

放送局40局までを手動で登録することもできます。 



2,5 


II プリセツトしたい放送局を選局する。 

詳しくは「選局する」（4〇ページ)をご覧ください。 



選局時には、ディスプレイに受信している局の周波数 
と放送バンド ( FM または AM ) が表示されます。 

0 MEMORY ( MAN ， L/AUTO FM ) キーを押す。 

ディスプレイに MEMORY インジケーターが約5秒間 
点滅し、登録できる状態になります。 


Q MEMORY インジケーターの点滅中に PRESET / 

TUNING <1/>キーを押して、プリセツト番号 （1 〜 8) 
を選ぶ。 

>キーを押すと数が増え、< キーを押すと減ります。 



bJ MEMORY インジケーターの点滅中に 、 MEMORY 
( MAN ' L/AUTO FM ) キーを押す。 

選択したプリセツトグループ、プリセツト番号と放送 
バンド ( FM または AM )、 周波数がディスプレイに表示 
されます。 



C 3 に登録された局を示しています。 



点滅 

B MEMORY インジケーターの点滅中に A / B / C / D/E 

キーを押して、プリセツトグループ ( A 〜 E ) を選ぶ。 

グループが表示されます。バンド表示の隣にコロン(:） 
が点灯していることを確認してください。 


hi 他の放送局を続けて登録するときは、手順1〜5を繰り 
返す。 


ご注意 


• 新しい放送局を登録すると、前に登録されていた放送局は 
消え、新しい放送局に入れ替わります。 

• 新しい放送局を登録すると、放送局の周波数と受信モード 
(ステレオ/モノラル)も同時に登録されます。 





V-AUX VCRS/DW VCR 1 

CBL/SAT D-TV/ID DVD MD/1 

. : ■•: 

APE COR TUNER CD PHONO VOLUME 

、 ■ 〆 1111111111 

TUNED MEMOflY 


i .. M ： ' ： 

■■ 1 ： S ： 

: C J i\ i i jL_ 
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FM/AM 放送を聴く 


登録した放送局を選んで聴く 
(プリセツト選局） 


プリセツト番号を選ぶだけで、登録した放送局を選局でき 



□ A/B/C/D/E キーを何回か押して、放送局をプリセット 

したグループを選ぶ。 

ディスプレイに表示されるプリセットグループは A / 
巳/ C / D / E キーを押すたびに切り替わります。 


A/B/C/D/E A/B/C/D/E 

または 

TV 1_ 


本体 


リモコン 


PRESET/ 

]TUNING | 




または 


本体 


DISC 

I 」モコン 


登録した放送局を入れ替える 


登録した放送局を入れ替えることもできます。 

ここでは 「 E 1」に登録した放送局を 「 A 5」 に、 「 A 5」 の放送局 
を 「 E 1」に変更する場合の手順を説明します。 



1,3 1,3 2,4 


□「E1」 に登録した放送局を選局する。 

詳しくは、左記載の「登録した局を選んで聴く（プリ 
セツト選局)」をご覧ください。 

& PRESET/TUNING(EDIT) キーを約3秒間押す。 

「 E 1」 tMEMORY インジケーターがデイスプレイに点 
滅します。 

PRESET 

/TUNING 


リモコンで操作する場合は、操作面が“ TUNER ” になつ 
ていることを確認してから操作してください。 

0 " 本体の PRESET/TUNING <d/> キー（またはリモコ 

ンの PRESET+/— キー)を押して、プリセツト番号を選 
ぶ。 

プリセツトグループとプリセツト番号が、放送パンド 
( FM または AM ) と周波数とともにディスプレイに表示 
され、 TUNED インジケーターが点灯します。 

PRESET 


El 「A5J に登録した放送局を、 A/B/C/D/E キーと 
PRESET/TUNING < l / t > キーを使って選局する。 

「 A 5」 と MEMORY インジケーターがデイスプレイに点 
滅します。 




El PRESET/TUNN\IG(EDIT) キーを押す。 

プリセツト局が入れ替わります。 

PRESET 

/TUNING 


プリセツトした局の入れ替えが完了したことを示して 
います。 


基本操作 
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録音/録画する 


本機は REC OUT セレクターを装備しているため、再生中 
のソースを録音/録画、または再生中のソースとは別の 
ソースを録音/録画することができます。 









5) 〇 ) 


ass 


◎ ◎ @ ◎ 


S m,m D 

GO O O_0. 〇 _ 

f'l ® 「 

00 


OOOOQ Ztld 

mSg @ S | noun 

■ fi . 温 uUi fil l 9 
.00000 
0 0 0 0 0 


I v I l«1 f^l l"^l l>>|l 
l^'l 回 ■口 I I m I ■ > I 


ご注意 


• 録音/録画をする前に、あらかじめ「試し録音」「試し録画」 
を行ってください。 

• 本機の DSP 処理による音場効果は録音できません。 

• 本機をスタンパイ状態にすると、接続した機器間で録音/ 
録画することはできません。 

• 録音中に BASS コン ト□—ル 、 TREBLE コント □—ル、 
BASS EXTENSION スイッチ 、 VOLUME コントロールや 
音場プ□グラムなどを操作しても、録音される音声には影 
響しません。 

• 入カソースの OUT ( REC ) 端子からは、信号は出力されま 
せん。 

• S VIDEO 端子に入力された S ビデオ信号は S VIDE ◦端子 
からのみ録画できます。同様に、 VIDEO 端子に入力された 
ビデオ信号は VIDEO 端子からのみ録画できます。 

• 本機のデジタル信号回路とアナログ信号回路は独立してい 
るため、アナログ入力信号はアナログ出力端子から、デジ 
タル入力信号はデジタル出力端子からのみ出力されます。 

• 6 CH INPUT 端子に入力された信号は録音できません。 

• ドルビーデジタル RF 信号は REC 〇 UT 出力されません。 

• あなたが録音したものは個人で楽しむ場合以外は、著作権 
者に無断で使用することはできません。 


□ 本機および本機に接続されているすべての機器の電源 

を入れる。 

B REC OUT セレクターを回して、録音/録画したいソー 

スを選択する。 



見ている(聴いている）ソースを録音/録画する場合： 
REC OUT セレクターを 「 SOURCE 」 の位置に合わせま 
す。 

見ている(聴いている） ソースとは 別の ソースを 録音/ 
録画する場合： 

REC OUT セレクター を録音/録画したい ソースの 位 
置に合わせます。 

0ソースの 再生を始める。 

再生する機器の取扱説明書を参照してください。 

0録音/録画を開始する。 

録音/録画する機器の取扱説明書を参照してくださ 
い0 

録音/録画中に見ている（聴いている）ソースを別の 
ソースに変更する場合は、 INPUT セレクターでソース 
を選択することができます （REC OUT セレクターを 
「 SOURCE 」 以外に合わせているときのみ)。 


分-ヒント 

REC OUT セレクターを 「 S 〇 URCE 」 に合わせて BGV 機能 
(27 ページ参照)を使用すると、異なったソースの映像と音 
声を組み合わせて録音/録画することができます。 

■ DTS ソフトの録音に関するご注意 

DTS 信号はデジタルビットストリームで伝送されるため、 
DTS 信号をデジタル録音しても、ノイズのみが録音されま 
す。 DTS ソフトの信号を録音するには、お使いのプレー 
ヤー側でアナログ信号で出力するように設定し、2チヤン 
ネルのアナログ信号で録音してください。詳しくは、お使 
いのプレーヤーの取扱説明書を参照してください。 

■タイマー再生/録音する 

市販のオーディオタイマーと組み合わせて、タイマー再生 
やタイマー録音をすることができます。 

ご使用になる機器やオーディオタイマーにより操作方法が 
異なることがありますので、そちらの取扱説明書もあわせ 
てご覧ください。 

-( i >- ヒント 

タイマー再生/録音時には、本機のメモリーに記憶された内 
容(入カソース等)が反映されます。 


ご注意 


• タイマー録音で録音中に音出しをしない場合は、音量を 
絞ってください。 

• 本機の電源を切っても(電源コードをコンセントから抜い 
た状態）、選択していたソースや音量レベル、セツトメ 
ニューなどの設定内容は本機に記憶されています。ただ 
し、電源「切」の状態が1週間以上続くと、記憶内容が消去 
されることがあります。 
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A], 回キーと入力選択キーは操作 
する機器面を切り替えます。 

包、固キーでは未機の入力選択 
キーとは関係なく他の機器を操_ 
作できます。 

SOURCE SELECT A/V キーを 
押すと、入カソースは切り替え 
ずにリモコンで操作する機器だ 
けを切り替えることができます。 
操作できる機器はリモコンデイ • 
スプレイに表示されます。 

|"1〇1<£丫」に合ゎせる- 


Q, Qj 〇〇〇 

V-AUX TUNER MD/TAPE CM CO 

OOOOO 

D-TVAD C8L/SAT VCR 1 VCR2/DVR DVD 

〇〇〇〇 〇 
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機器操作範囲 

13 台まで異なる機器を操作できます。また、メーカーコード 
の設定や、各機器用に他リモコン機能も設定できます。 

(46 〜48ぺージ参照） 


■他の機器を操作する 

本機に接続された機器の操作に使用するエリアは、下図の 
灰色で示したエリアです。囚、回キーまたは入力選択キー 
で選択された機器の操作に使用します。選択された機器に 
より、エリア内の各キーの機能は変わります。 



0 0 6 0 0 CdtE 

p^VER 3TBND6V ® 回 PHONO 

O O O O O 

V-AUX TUNER MD/TAPE CM CD 

OOOOO 

D-1V/LO CBL/SAT VCR 1 VCB2/DVH DVD 

OOOOO 
® C 71 @ 

■■■■■ 

SOURCE 1 I 

I A I (nsuvi [menu 〕I V I 1 sowd i 

ISBKT 丨 SEARCH - CHAPTER + 

[▽11 «] [» | I kmJ [w>] 

POWER REC STOP PAUSE PLAY 

E ) L 2 J L°°J CE ] 


本機のリモコンは、他の機器のリモコン信号を学習するラーニング機能や、メーカーコードの設定機能を持っています。 
また一連のキー操作を1つのキーでできるようにするマクロ機能を設定することにより、操作性が格段に向上します。 

• リモコンの操作範囲と乾電池については4ページと8ページを参照してください。 

• 各部分の名称とはたらきについては、7、8ページを参照してください。 




リモコン操作範囲 


リモコンで操作する 


一 SB"® 1+ 五 - 

一曝 DO 

sisIB= i i 

S 0 sa-l□ 
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応用操作 
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リモコンで操作する 


メーカーコー ドの設定 


メーカーコードを設定することにより、本機のリモコンで 
他のメーカーの機器を操作することができます。メーカー 
コードは0、回キーと各入力選択キーに設定することがで 
きます。下表のよろに、0、 TUNER、MD/TAPE、CD-R、 
CD、DVD の入力選択キーには工場出荷時にあらかじめヤ 
マ八のメーカーコードが設定されています。 


入力選択キー 

ライブラリー 

メーカーコード 

A 

LD 

Yamaha 

巳 

SAT 

一 

PHONO 

TV 

一 

V-AUX 

VCR 

一 

TUNER 

TUNER 

Yamaha-1 

MD/TAPE 

MD 

Yamaha-1 

CD-R 

CD-R 

Yamaha 

CD 

CD 

Yamaha-1 

D-TV/LD 

TV 

一 

CBL/SAT 

CABLE 

一 

VCR 1 

VCR 

一 

VCR 2/DVR 

VCR 

一 

DVD 

DVD 

Yamaha-1 


ご注意 


お使いのヤマノ \機器によっては初期設定されているヤマ八の 
メーカーコードでは操作できない場合があります。この場合 
はヤマハの別のメーカ_コ_ドをお試しください。 

B 設定を変更したい入力選択キーまたは囡、回キーを押 

す。 


〇〇〇 

V-AUX TUNER MOAAPE CM CO 

OOOOO 

D-TVAD CBL/SAT VCB 1 VCR2/DVR DVD 

〇〇〇〇 



B LEARN ポタンを 3 秒以上押し続ける。 

ボールペンなど先の細いもので押します。リモコン 
ディスプレイに 「SETUP」 と選択した入カソース名が 
交互に表示されます。 



ご注意 


• LEARN ボタンは3秒以上押しつづけてくださし、短 
く押して離すと、ラーニングモードに切り替わって 
しボいま^'。 

• 操作をしない状態で3◦秒が経過すると自動的にメー 
カーコード設定モードは解除されます。その場合は、 
もう一度 LEARN ボタンを押します。 


El △/▽ キーを 押して、 メーカーコードを 選択する。 

5文字以上の メーカ_コ_ ドは スクロールして 表示さ 
れます。 



ライブラリー(機器の種類）を変更したい場合、</> 
キーを押して、使いたい機器の種類を選択する。 

本機のリモコンには下記の通り13通りのライブラ 
リーが用意されており、入力選択キーにあらかじめ設 
定されている機器の種類を変更することができます。 
内蔵ライブラリーは全世界対応です。 

ライブラリー： L:DVD、L:LD、LCD, L:CDR、 

L:MD、L:TAP、L:TUN、LAMP*、 
LTV、L:CA 巳、 L:D 巳 S、L:SAT、 
L:VCR 

本機のリモコンにはあらかじめ本機を操作するための 
コードが設定されていますが、必要に応じてアンプの 
ライブラリーを変更することができます。 

アンプのライブラリーは以下の4種類です。 

YPC : 本機のコード。 

Zone 2: ヤマ八 DSP アンプの Z0NE2 機能を操作する 
コード。本機では使用しません。 

DSP : YPC (本機のコード)で操作できない、ヤマ八 
DSP アンプのコード。 

No : ヤマ八以外のアンプを本機のリモコンで操作 

するとき。 


ご注意 


国内 BS チューナー用のメーカ_コ_ドは L:DBS の 
Panasonic、Sony、Toshiba-2 の3種類です0 
L:CAB、L:SAT、L:DBS の各ライブラリーは上記3種類 
を除き国内で市販されている機器には対応していませ 
ん〇 


E 1 動作確認をする。 

ディスプレイにメーカーコードが表示されている時、 
POWER や PLAY などの各キーで、お使いの機器が正 
しく動作するか確認してください。正しく動作しない 
ときは、手順3で同じメーカーの別のメーカーコード 
を選択してみてください。 

-( i >- ヒント 

メ _ 力 _ コ _ ドを続けて0、回キーまたは別の入力選択キ _ 
にも設定したい場合は、 ENTER キーを押してから、手順1、 
3、4を繰り返してください。 
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リモコンで操作する 


El LEARN ポタンを押して、メーカーコードの設定を終了 

する。 

リモコンが通常の状態に戻ります。 


新しいリモコン機能を学習する 
(ラーニング） 


付属のリモコンは、市販されているすべての AV 機器(ヤマ 
八 A V機器を含む)のメーカー]—ドを内蔵しているわけで 
はありませんので、お手持ちの A V機器を操作できない場 
合があります。いずれのメーカーコードでも操作ができな 
い場合は、ラーニング機能(47、48ベージ)を利用するか、 
お使いの機器に付属のリモコンをお使いください。 

1つの入力選択キーに対して、メーカ_コ_ドは1つしか 
設定できません。 

すでにラーニングを設定している場合、ラーニングによる 
機能が、メーカーコードの機能より優先されます。 

手順で指定されたキー/スイッチ以外を操作すると、リモ 
コンデイスプレイに 「ERROR」 と表示されます。 


メーカ_コ_ドに対応していない機器を使用する場合や、 
メーカーコードが用意されていない場合は、リモコンに機 
能を学習(ラーニング)させることができます。ラーニング 
できるキーは45ページ右図の機器操作範囲で示すキーで 
す。 

■ラーニング設定 


D 10 KEY / DSP スイッチを 

「10 KEY 」 に合わせる。 


10KEY DSP 


□D 


10KEY/DSP スイッチを 「DSP」 に合わせると、45 
ページ左図の本機操作エリアにもラーニングすること 
ができますが、本機の操作や、音場プ□グラムの選択も 
できなくなります。 

B 操作したい機器の入力選択キーまたは囡、回キーを押 

す0 

因 回 PHONO 

〇 〇 〇 

V-AUX TUNER MD/TAPE COR CD 

0 0 0 0 0 

D-TVAD CBL/SAT VCH 1 VCS2/DVR DVD 

0 0 0 0 

0 本機のリモコンと、外部機器のリモコンを約 5 〜 10 cm 

離し、赤外線送受信部が互いに対向するように置く。 


ii ifEEh S 

ョ和 * ip : 

3! 0 

丑回喂 ETHTH 


OlOloffof 

o\om "I 

01010 > l\ 

〇!〇 so 。| 


0© 1000 1 ill 


ooos 
□ □ □ □ 
□ □ □ □ 
□ □ □ □ 


5 〜 1Ocm の間隔をあける 


応用操作 
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リモコンで操作する 


ご注意 


• 操作をしない状態で30秒が経過すると自動的にラー 
ニングモードは解除されます。その場合は、もう一度 
LEARN ボタンを押します。 

• LEARN ボタンを3秒以上押すと、メーカーコードの 
設定の操作モードに切り替わってしまいます。 

&新しい機能をラーニングさせたい、本機のリモコンの 

キーを押す。 

リモコンディスプレイに 「LEARN」 と表示されます。 


• 以下の場合は、ラーニンクできないことがあります。 

-本機のリモコンまたは外部機器のリモコンの乾電池が消 
耗している場合 

-2台のリモコンの間隔が近すぎる、または離れすぎてい 

る菊口 

-リモコンの受光部の角度が適切でない場合 
-リモコンに直射日光が当たっている場合 
一特殊な信号や連続した信号の場合 
• 手順で指定されたキー/スイッチ以外を操作すると、リモ 
コンデイスプレイに 「ERROR」 と表示されます。 

■ラーニングに対応しているキーにつ 
いて 

灰色で示したエリアが、囚、回キーと入力選択キーごとに 
ラーニングに対応しているキーです。 


OOOOO CllI) 


Ej リモコンディスプレイに 「 ok 」 と表示されるまで、外部 

機器のリモコンのラーニングさせたい櫟能のキーを押 
し続ける。 


0101011 

〇|〇1©1 


•「NG」 と表示されたときは、ラーニングが正しく行わ 
れていません。手順5から操作をやりなおしてくださ 
い。 

• メモリー容量がいっぱいになっている場合は、リモ 
コンデイスプレイに 「FULL」 が表示され、それ以上の 
ラーニングはできません。新しくラーニングをする 
ときは、ラーニング済みのキーから不要なものを消 
去してください。 


■ OPTN (オプシヨン）モードについて 

SOURCE SELECT ▽ キーを}甲して 「OPTN」 を選択する 
と、ラーニング機能を使ってプリセツトした機器を操作す 
ることができます。 


SOURCE 



OPTN モードには、メーカーコードを設定できません。 



U LEARN ポタンを押す。 

ボールペンなど先の細いもので押します。リモコン 
ディスプレイに 「LEARN」 と選択した入カソース名が 
交互に表示されます。 


EI 別の機能をラーニングするには、続けて手順5〜6を繰 
り返す。 

Ui LEARN ポタンを押して、ラーニングを終了する。 

リモコンが通常の状態に戻ります。 
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リモコンで操作する 


リモコンに表5=、される入カソー 
ス名を変更する 


入力選択キーを押してリモコンのディスプレイに表示され 
る入カソース名は、入力機器を接続した端子名に対応して 
います。端子名と異なった機器を本機に接続したときや、 
お使いのシステムにあったわかりやすい名前をつけたいと 
きなどに、リモコンに表示される入カソース名を変更する 
ことができます。 

〇"入カソース名を変更したい機器の入力選択キーまたは 

囚、回キーを 押す。 


〇 〇 〇 

V«UX TUNER MD/TAPE CDfl CO 

OOOOO 

D-TV/LD CBL/SAT VCB1 VCR2/DVR DVO 

〇〇〇〇 




B RE - NAME ポタンを押す。 

ボールペンなど先の細いもので押します。左端にカー 
ソルが点滅します。 


El A/V キーを押して、入力する文字 
を選択する。 

選択できる文字は、アルファ 
ベット大文字 (A 〜 Z)、 アルファ 
べツト小文字 (a 〜 z)、 数字 (0 〜 


I 


(enter! j > I 


I ▽•:•• 卜 ' 


9)、スペース、 


一です。 



EI </>キーを押して、文字を入力 

したい位置にカーソルを移動す 
る 0 

必要に応じて手順3と4を繰り 
返します。文字は最大5文字ま 
で入力できます。 

-ヒント 

引き続き他の機器の入カソース名を変更する場合は、 
ENTER キーを押してから、手順1、3、4を繰り返しま 
す。 

Ej RE - NAME ポタンを押して、入カソース名の変更を終了 

する。 

リモコンが通常の状態に戻ります。 


■J 


手順で指定されたキー/スイツチ以外を操作すると、リモコ 
ンディスプレイに 「ERROR」 と表示されます。 


応用操作 
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リモコンで操作する 


マクロ機能を使う 


マクロ機能とは、ソースを再生するときに行う一連のキー操作を1つのキーでできるようにする機能です。 

例えば CD を再生する場合、通常、 （1) システムの電源を入れる— (2) 入カソースを CD に切り替える— (3) 再生を開始する… 
などの操作が必要です。マクロ機能を使うと、マクロキーの CD キーを押すだけで、このような一連の操作を済ますことがで 
ぎます。 

本リモコンのマクロキ _( 入力選択キー、 S キー、回キー 、 SYSTEM P 〇 WER キーおよび STANDB 丫キ _) には、マクロ 
機能があらかじめ登録されていますが、オリジナルのマクロ操作を設定することもできます。 


マク□キー 

1 番目 

2 番目 

3 番目 

SYSTEM POWER 

本機の電源が入る（接続した機器の 
電源が入る）* 1 

テレビの電源が入る (D-TV/LD キー 
に登録したメーカ_コ_ドのテレ 
ビ)* 2 

— 

STANDBY 

本機がスタンバイ状態になる 

- 

— 

A 


— 

一 

巳 


— 

- 

PHONO 


入カソースの切り替え (PHONO) 

— 

V-AUX 


入カソースの切り替え (V-AUX) 

— 

TUNER 


入カソースの切り替え (TUNER) 

— 

MD/TAPE 


入カソースの切り替え 
(MD/TAPE) 

M D/TAPE の再生が始まる* 3 

CD-R 

本機の電源が入る（接続した機器の 
電源が入る）* 1 

入カソースの切り替え (CD-R) 

CD-R の再生が始まる* 3 

CD 

入カソースの切り替え (CD) 

CD の再生が始まる* 3 

D-TV/LD 


入カソースの切り替え （ D-TV/LD) 

— 

CBL/SAT 


入カソースの切り替え 
(CBL/SAT) 

— 

VCR1 


入カソースの切り替え (VCR1) 

VCR1 の再生が始まる* 3 

VCR2/DVR 


入カソースの切り替え 
(VCR2/DVR) 

VCR2/DVR の再生が始まる* 3 

DVD 


入カソースの切り替え (DVD) 

DVD の再生が始まる* 3 


^接続した機器の電源を入れるためには、接続機器の電源プラグを本機の AC OUTLETS SWITCHED に接続し、電源の 
入/切を本機に同期させるようにします(機器によっては電源の入/切が本機に同期しないものもあります。接続する 
機器の取扱説明書を参照してください)。 

* 2 キーを押すごとに電源の入/切が切り替わるテレビやビデオデッキの場合は、希望の操作にならないことがあります 
(例:すでに電源の入っているテレビでは 、 SYSTEM POWER キーを押すと電源が切れます)。 

* 3 再生が始まるのは、ヤマハのリモコンに対応する MD レコーダー、 CD レコーダー、 CD プレーヤー、 DVD プレーヤーで 
す。他の機器をマクロ操作する場合は、登録したい機器のライブラリーの PLAY キーにラーニング機能を割り当てる 
(47、48ベージ)か、メーカーコードやライブラリーを登録する （46 ぺージ)必要があります。 
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■マクロを設定する 

オリジナルのマクロを設定します。 


1，4 


-2 


• 新しいマクロを設定しても、工場出荷時に登録されている 
マクロは消去されません。新しく設定したマクロの内容を 
消去すると、工場出荷時に登録されているマクロを使うこ 
とがでぎます。 

• 工場出荷時に登録されているマクロに新しい信号を追加す 
ることはできません。マクロを設定すると、すべて新しい 
内容に変わります。 

• マクロ設定は、本リモコンにラーニングや登録済み(また 
はヤマ八プリセツト）のキ_信号をマクロキーに設定(転 
送)させて行います。必要に応じて、あらかじめ他の機器の 
キーをラーニングしておいてください。 

• 音量の操作など、連続的に操作するキー信号は、本リモコ 
ンは短時間のコードとしてラーニングします。したがつ 
て、そのようなキーのマクロ設定はおすすめしません。 

II MACR ◦ポタンを押す。 

ボールペンなど先の細いもので押します。リモコン 
ディスプレイに 「MCR ?」と表示されます。 


操作をしない状態で30秒が経過すると自動的にマクロ 
設定モードは解除されます。その場合は、もう一度 
MACRO ボタンを押します。 

B 設定したいマクロキーを押す。 

u モコンデイスプレイにマクロ設定するキーと今選択 
している入カソース名が交互に表示されます。 

例： DVD キーのマクロを設定する 
「 M : DVD 」 と 「 DVD 」 が交互に表示されます。 
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マクロ機能を使う 
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□ MACRO ON / OFF スイッチを 

「◦ N 」 に合わせる。 


MACRO 
OFF ON 

曲 


H 希望のマク□キーを押す。 


POWER SVMXY PHONO 

0 0 0 0 0 

V-AUX TUNER MD/TAPE CM CD 

OOOOO 

D-TVAD CBiySAT VCB 1 VCRE/DVR DVD 

0 0 0 0 


マクロ操作が終わったら、 MACR 〇〇 N / OFF スイッチを 
「〇 FF 」 に合わせてください。 

マク□操作中は、すべてのマクロ信号の出力が終わるまで 
( TRANSMIT インジケーターが消灯するまで)、他のキー 
の操作を受け付けません。 

マクロ操作中は、すべてのマクロ信号の出力が終わるま 
で、本リモコンの送受信窓を本体および操作する機器のリ 
モコン受光窓の方向に向け続けてください。 


リモコンで操作する 



応用操作 
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リモコンで操作する 


ご注意 


• マクロキー以外のキーを押すと、 「 AGAIN 」 と表示さ 
れます。 

• 機器を変更したいときは 、 SOURCE SELECT A/V 
キーで機器を選択しなおします。入力選択キーで機 
器を選択すると、本機の入力切り替えが一連のマク 
□設定に組み込まれ、機器操作キーも入力機器に応 
じて切り替わります 。 SOURCE SELECT △/ ▽キー 
で機器を選択すると、入カソースは変わらずに、機器 
操作キーは選択した機器に合わせて切り替わります。 

EI マクロの内容を設定する。 

最大1〇種類のキー信号を設定することができます。 
10個目のキー信号を設定すると 「 FULL 」 と表示され、 
自動的にマクロ設定モードが解除されます。 

例： DVD キーのマクロを設定する 

マクロとして設定したい最初のキーを押すと 、 「MCR 

1」と表示されます。しばらくすると 「 M : DVD 」 と 

「 DVD 」 が表示され、次のキーを登録できるようにな 

ります。 


ご注意 


「 NG 」 と表示されたときは、設定が正しく行われていま 
せん。手順2から操作をやりなおしてください。 


Q MACRO ポタンを押して、マク 
□設定を終了する。 

リモコンが通常の状態に戻りま 
す0 



ご注意 


手順で指定されたキー/スイツチ以外を操作すると、リモコ 
ンディスプレイに 「 ERROR 」 と表示されます。 


リモコンを初期化する 


変更したライブラリー、登録したマクロ操作、設定した 
メーカーコード、ラーニングさせた機能を取り消すことが 
できます。また全ての設定を工場出荷時に戻すこともでき 
ます。 


Q CLEAR ポタンを押す。 

ボールペンなど先の細いもので押します。リモコン 
ディスプレイに 「 CLEAR 」 と表示されます。 




ご注意 


操作をしない状態で3◦秒が経過すると自動的に消去 
モードは解除されます。その場合は、もう一度 CLEAR 
ボタンを押します。 



消去モードは以下の6種類です。 

L : (機器名)：表示されている入力機器にラーニングさ 


LAMP : 

せた機能をすべて消去します。入力選択 
キーで消去する入力機器を選択してくだ 
さい。 

本機操作キー (45 ページ左図）にラーニ 

L:ALL : 

ングさせた機能をすべて消去します。 
入力機器に関わらず、ラーニングさせた 

M:ALL : 

機能をすべて消去します。 

入力機器に関わらず、登録したマクロを 

RNAME : 

すべて消去します。 

変更した入カソース名をすべて工場出荷 

FCTRY : 

時の設定に戻します。 

リモコンのメーカーコードを含む、すべ 


ての設定を工場出荷時の設定に戻しま 
す。 


0 CLEAR ポタンを3秒以上押し続ける。 

リモコンディスプレイに 「 C : OK 」 と表示され、手順2で 
選択した機能や設定が消去されます。 





ご注意 


「 C : NG 」 と表示されたときは、消去が正しく行われてい 
ません。手順2から操作しなおしてください。 
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リモコンで操作する 



a H IdSPlAyf [menu) I 

SEARCH — CHAPT 

I l«) I»1 l^l | 

REC STOP PAUSE 


pD I 
m i 

POWER REC STOP PAUSE PLAY 

■ ふハ I E) I a I I 叩 I I 


Cl CLEAR ポタンを押して、消去を 
終了する。 

リモコンが通常の状態に戻りま 
す0 


於 


ラーニングさせた機能のうち、特定のキーに割り当てた機 
能だけを消去することもできます。 


手順で指定されたキー/スイツチ以外を操作すると、リモコ 
ンディスプレイに 「 ERROR 」 と表示されます。 


□ 


取り消したい機器の入力選択キーまたは S 、 回キーを押 
才。 


〇 

〇 


因 回 PHONO 

〇〇〇 

TUNER MO/TAPE CM CD 

〇〇〇〇 

C8L/SAT VCR 1 VCR2/DVR DVD 

〇〇〇 


ち 


B LEARN ポタンを押す。 

ボールペンなど先の細いもので押します。リモコン 
ディスプレイに 「 LEARN 」 と選択した入カソース名が 
交互に表示されます。 


操作をしない状態で30秒が経過すると自動的に消去は 
解除されます。その場合は、もう一度 LEARN ボタンを 
押します。 

B CLEAR ポタンを押しながら、機能を消去したいキーを 

3秒以上押し続ける。 

リモコンディスプレイに 「 C :0 K 」 と表示されます。 


「 C : NG 」 と表示されたときは、消去が正しく行われてい 
ません。もう一度 CLEAR ボタンを押しながら、消去し 
たいキーを押してください。 

ヒント 

引き続き消去したいキーがある場合は、もう一度 
CLEAR ボタンを押しながら、消去したいキーを押して 
ください。 



ラーニンクを消去する 


ご注意 


ご注意 


ご注意 
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応用操作 
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リモコンで操作する 


□ LEARN ポタンを押して、消去を 
終了する。 

リモコンが通常の状態に戻りま 
す0 



ご注意 


手順で指定されたキー/スイツチ以外を操作すると、リモコ 
ンディスプレイに 「 ERR 〇 R 」 と表示されます。 


マクロを消去する 


登録したマクロ機能のうち、特定のキーに割り当てた機能 
だけを消去することもできます。 

D MACRO ポタンを押す。 

ポールペンなど先の細いもので押します。リモコン 
ディスプレイに 「MCR ?」と表示されます。 




ご注意 


操作をしない状態で30秒が経過すると自動的に消去は 
解除されます。その場合は、もう一度 MACR 〇ボタンを 
押します。 

B CLEAR ポタンを押しながら、機能を消去したいキーを 
3秒以上押し続ける。 

リモコンディスプレイに 「 C :0 K 」 と表示されます。 


"〇 T "〇' ! C 


M 


〇 © 〇 〇 〇 

V-AUX TUNER MO/TAPE COA CD 

OOOOO 

D-TVAD CSL/SAT VCB1 VCR2/DVR DVD 

〇〇〇〇 (^| 


ご注意 


「 C : NG 」 と表示されたときは、消去が正しく行われてい 
ません。もう一度 CLEAR ボタンを押しながら、消去し 
たいキーを押して < ださい。 


分-ヒント 

引き続き消去したいキーがある場合は、もう一度 
CLEAR ボタンを押しながら、消去したいキーを押して 


ください。 

0 MACRO ボタンを押して、消去 
を終了する。 

リモコンが通常の状態に戻りま 



す0 


ご注意 


手順で指定されたキー/スイツチ以外を操作すると、リモコ 
ンディスプレイに 「 ERROR 」 と表示されます。 
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リモコンで操作する 


各機器を操作する 

操作する機器別に、基本操作に使用するキーを説明します。 


ご注意 


• ご使用の機器によっては、いくつかのキーが機能しないことがあります。このような場合には、ラーニングをするか、もしく 
はご使用の機器に付属のリモコンを使用してください。 

• ご使用の機器によっては、キー操作と説明が一致しないことがあります。 

• 工場出荷時、 TUNER 、 CD 、 CD - R 、 MD / TAPE 、 DVD キーにはヤマ八メーカーコードが設定されています。他社製の機器 
を操作する場合は、メーカーコードを変更する必要があります。また上記以外の機器を操作するには、ライブラリー/メー 
力ーコードをあらかじめ設定しておく必要があります(46、47ページ参照)。 

■ DVD プレーヤーを操作する 



* お使いのテレビのメーカーコードが D - TV / LD キーまたは PHONO キーに設定されていれば 、 TV INPUT、TV MUTE 、 
TV VOL +/— キーは有効です。 D - TV / LD キーと PHONO キーに異なるテレビのメーカーコードを設定した場合、 D - TV / 
LD キーが優先されます。 


応用操作 
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■ ビデオデッキなどを操作する 


電源入/切 

録画 （2 回押すと 
録画を開始します） 
停止 

チヤンネル切替 



一時停止 
数字 キー 


* お使いのテレビのメーカーコードが D - TV / LD キーまたは PHONO キーに設定されていれば 、 TV INPUT、TV MUTE 、 
TV VOL +/— 、 CH +/ —キーは有効です。 D - TV / LD キーと PHONO キーに異なるテレビのメーカーコードを設定した 
場合、 D - TV / LD キーが優先されます。 

■テレビを操作する 


ディスプレイ表示- 

^:サーチ)- 

電源入/切- 
(録画)- 


チヤンネル決定_ 
入力切替_ 

音量調節_ 


© © 〇〇〇 

V-AUX TUNER MD/TAPE CD~R CD 

OOOOO 

D-TV/LD CBL/SAT VCR 1 VCR2/DVR DVD 

o 0 

■mi __ 

I <3 I [eNTEr| I > I 

SOURCE I _ 

A I DISPLAY I [menu I V [SOUND] 

SELECT SEARCH - CHAPTER + 

V I <M j [>I> I [l«] [j»l j 

POWER REC STOP PAUSE PLAY 

~L^j 0 Qhj CE] - 

cyuaci^w inn n 1 ib 

idd 1 「 1 i r g 1 1 3 1 r 4 i 

ROCK ENTER- MUSIC TV 

CONCERT TAINMENT VIDEO THEATER 

I 5 I I 6 I I 7 I I 8 1 

MOVIE MOVIE LIJ ； UI3 

EX/ES THEATER 1 THEATER 2 SUR. —— SELECT 

― i I r 9 1 r 10 1 1 ii- i r 12 1 

CHP/INDEX O +10 +100 


■(再生) 

• i 一時停止） 

•数字 キー 


チヤンネル切替 


お使いのビデオデッキのメーカーコードが VCR 1キーに設定されていればカツコの中のキーは有効です。 
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■ LD プレーヤーを操作する 



応用操作 
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■チューナーを操作する 


U モコンで操作する 


電源入/切 ■ 


プリセツトグループ切替- 


-プリ セツ 卜番号指定 

プリセツトグループ指定 
'(左から順に A 、 B 、 C 、 D 、 E ) 

■ プリセツト局切替 


■ 囡、回キーに設定した機器を操作する 

このキーは入力選択キーではありません。本機の入力選択キーとは関係なく他の機器を操作することができます。下のリ 
モコン中の白いキーが使用可能ですが、お使いの機器によって各キーの機能が異なります。 

S キーにはヤマ八 LD プレーヤーがあらかじめ設定されていますが、回キーには衛星放送チューナーのライブラリーだけが 
あらかじめ設定されています。他の機器を操作したい場合は、46、47ページのメーカーコードの設定手順に従って S 回 
キ _ にそのメ _ 力 _ コ _ ドを設定してください。 


これらのキーは S 、 固キ _ に設定した機 
器によってその機能が異なります。 


お使いのテレビのメーカーコードが 
D - TV / LD キーまたは PHONO キーに設定 
されていれば 、 TV INPUT、TV MUTE 、 
TV VOL +/ —キーは有効です。 D - TV / 
LD キーと PHONO キーに異なるテレビの 
メーカーコードを設定した場合、 D - TV / 
LD キーが優先されます。 


® 固 PHONO 
〇 



〇〇〇 
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: POWER REC 
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口 

MUTE 

STEREO 
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応用操作 


SYST1M 

POWER 

o 

V-AUX 

D-TV/LD 

〇 

© 

TUNEP 

〇 

(D 

〇 

MD/TAP 

回 

〇 

CD-R 

O 

VCR2/DVR 

O 

PHONO 

〇 

CD 

DVD 

〇 

6CH INPUT 

◎ 

n: 

1 SOUND | 

TER + 

[^] 

PLAY 

III 

SOUR 

A 

SELECT 

V 

POWER 

II 

CE 

1 DISPLAY 

S 

1 <M 

REC 

回 

m 

[menu 

: ARCH 

1 

STOP 

回 

1 ENTER | 

▽ 

- CHAT 
| KW | 
PAUSE 

1 ロロ 1 

10KEY DSP 

□HD 

Lj_ 

CONCEn 

s 

TAINMENT 

m 

CHURCH 
| 3 | 

1 7 1 

JAZZ CLUB 

い 1 

い 1 

1 1 

CHP/INOEX 

1 9 


| 11 | 
+10 

1 叫— 
+100 

+ 

TV INPUT 

TV MUTE 

□ 

+ 

CH 

- 

i/lUTH — 

TEREO — 

FFECT^ 

+ 

/OLUME 


59 













本機には、お使いのシステムで最適な音声や映像をお楽し 
みいただけるように、下記のセツトメニューで設定を変更 
することができます。お使いの環境にあわせて設定を変更 
してください。 

ポ^ヒント 

再生中でも、セツトメニューで設定を変更できます。 


セツトメニュ-覧 


本機には、下記の項目のセットメニューが用意されていま 
す。 

1 SPEAKER SET 
1 A CENTER SP 
IB MAIN SP 

1 C REAR L/R SP 
ID REAR CT SP 
IE LFE/BASS OUT 
IF MAIN LEVEL 
1 G SP B SET 

2 LOW FRQ TEST 

3 L/R BALANCE 

4 HP TONE CTRL 

5 CENTER GEQ 

6 INPUT RENAME 

7 I/O ASSIGNMENT 
7 A CMPNT-V INPUT 
7 B OPTICAL OUT 
7 C OPTICAL IN 

7 D COAXIAL IN 

8 INPUT MODE 

9 PARAM . INI 

10 LFE LEVEL 

11 D-RANGE 

12 SP DELAY 

13 DISPLAY SET 

14 MEMORY GUARD 

15 6 CH INPUT SET 

16 DUAL MONO 


セツトメニューの操作手順 

リモコンで操作します。ここではセツトメニュー「2 LOW 
FRQ TEST 」 の設定変更を例にして説明します。 

、- ^4 in I I 丨 I - 、 

dd 1 CD QD CZ3 GD 

(~°~l l~^~l l~^~l l~r~| O 

i i i~s~i r^~i nn 


Ti□ m a 
3 □ EJ n 


- 2 , 3,5 


PARAMETER/SET MENU ス 
イッチを 「SET MENU 」 に合わ 
せる。 


PARAMETER 

命 


設定したいセツトメニューを選択する。 

リモコンの △/▽ キーを押すと、 モニター 画面がセツ 
トメニュー表示に切り替わります。繰り返し同じキー 
を押して、1〜16のセツトメニューから変更したい 
セツトメニューを選択します。 


糖 


1 SPEAKER SET 

2 LOW FRQ TEST 

3 L/R BALANCE 

4 HP TONE CTRL 

: ijp.•■'Down 

一 〆 ••+ : Enter 


SET MENU の 1 が選択されているときに △ キーを押すと、 
SET MENU モードが終了してしまいます 。 (SET MENU の 
16が選択されているときに ▽ キーを押す場合も同様です。） 
セツトメニューに戻るには、 △/▽ キーを押します。 
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一で設定を変更する 


Ei セツトメニューの設定に入る。 

リモコンの十/ーキーを押すと、選択したメニューの 
設定モードに入ります。現在の設定が本体デイスプレ 
イおよびモニター画面に表示されます。 



' : i i ii.i 


U 1-，： ！ ! L '. ! 


今 TEST TONE-■■OFF 
OUTPUT-MAIN L/R 
FRQ«88Hz 


△/ ▽キーを押して、サブメニューを選びます。 



；|；.| 


u'i : : u L ! 


TEST TONE- -- OFF 
OUTPUT■MAIN L/R 
FRQ- …-… S8Hz 


□ 設定値を変更する。 

リモコンの +/— キーを繰り返し押して、設定値を変 
更します。 



今 TEST TONE ■… ON 
OUTPUT-MAIN L/R 
FRQ.88Hz 


B セツトメニューの設定を終了する。 

終了するには、音場プログラム表示になるまでリモコ 
ンの △/▽ キーを繰り返し押します。またはリモコン 
の音場プログラムキーを押します。 



または 


f 1 1 r ^ 1 r 31 


CO CO I 
□ I 


S 

5 


音場プログラムキーを押してもセツトメニューを終了 
することができますが、押したプログラムに設定が変 
わります。 


メモリーバックアップについて 

本機の電源を切っても、セットメニューの設定内容はメ 
モリー(記憶)されています。約1週間は電源コードをコ 
ンセントから外しても、メモリー内容はそのまま記憶さ 
れています。ただし1週間を過ぎると、セットメニュー 
が初期設定に戻り、メモリ_内容が消去されることがあ 
ります。このような場合は再度、設定を行ってください。 


SPEAKER SET 

(スピーカーセツト） 


ご使用になるスピーカーシステムに合わせて、スピーカー 
モードを設定します。スーパ_ウ_ファーをご使用になる 
場合は必ず設定してください。 

ヒント 

スピーカーの設定項目では、目安として、ウーファーの口径 
が1 6 cm 以下のスピーカーをお使いの場合は SM しそれ以 
上の口径の場合は LRG をおすすめします。 


• 6 CH INPUT 端子から入力した信号には 、 「IF MAIN 
LEVEL 」 以外のスピーカーモードの設定は反映されません。 

• 48 kHz を超えるサンプリング周波数のデジタル信号が入 
力された場合は、項目によっては、設定が再生音声に反映 
されない場合があります。 

■1 A CENTER SP 

(センタースピーカーモード） 

センタースピーカーを追加することによって、画像と音像 
が一致します。また優れた音場効果の得られるリスニング 
エリアも広がるため、多くのリスナーでお楽しみいただけ 
るようになります。 

モニター画面には、センタースピーカーモードの状態が設 
定に合わせてイラスト表示されます。 

選択項目： LRG (犬)、 SML (小)、 NONE (なし) 
初期設定 ： LRG 

LRG 

センタースピーカーに大型のスピーカーを使用するモード 
です。センターチヤンネル信号の全帯域が、そのままセン 
タースピーカーに出力されます。 
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SML 

センタースピーカーに小型のスピーカーを使用するモード 
です。センターチヤンネル信号の 90 Hz 以下の低音域は、 
「1 E LFE/BASS OUT 」 で選択したスピーカーに出力され 
ます。 
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応用操作 
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一で設定を変更する 


1 C REAR L/R SP 
(リアし R スピーカーモード） 


NONE 

センタースピーカーを使用しないときのモードです。セン 
夕ーチヤンネル信号は、メインのし R スピーカーに同じレ 
ベルで振り分けられます。 



■IB MAIN SP 

(メインスピーカーモード） 

モニター 画面には、メイン スピーカーモー ドの状態が設定 
に合わせてイラスト表示されます。 

選択項目： LARGE (太)、 SMALL (小） 

初期設定 ： LARGE 

LARGE 

メイン スピーカー に大型の スピーカーを 使用するモードで 
す。メインし R チヤンネル信号の全帯域が、そのままメイ 
ンし R スピーカー に出力されます。 
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►LARGE SMALL 


SMALL 

メインスピーカーに小型のスピーカーを使用するモードで 
す。メインし R チャンネル信号の 90 Hz 以下の低音域は、 
「1 E LFE/BASS OUT 」 で選択されたスピーカーに出力さ 
れます。 
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LARGE ►SMfiLL 


ご注意 


SMALL 設定時でも、「1 E LFE/BASS OUT 」 の設定が MAIN 
の場合は、メインし R チヤンネル信号の 90 Hz 以下の低音域 
はメインに出力されます。 


モニター 画面には、リア スピーカーモー ドの状態が設定に 
合わせてイラスト表示されます。 

選択項目： LRG (太)、 SML (小)、 NONE (なし） 
初期設定 ： LRG 

LRG 

リアし R スピーカーに大型のスピーカーを使用したり、リ 
アし R スピーカーにリア側スーパーウーファーをスピー 
力_ケ_ブル結線で接続して使用する場合のモードです。 
リアし R チヤンネル信号の全帯域が、そのままリアスピー 
カーに出力されます。 



SML 

リアし R スピーカーに小型のスピーカーを使用するモード 
です。リアし R チャンネル信号の 90 Hz 以下の低音域は、 
「1 E LFE/BASS OUT 」 で選択されたスピーカーに出力さ 
れます。 



NONE 

リアし R スピーカーを使用しないときのモードです。 



ご注意 


「1 C REAR L/R SP 」 を NONE に設定すると「1 D REAR CT 
SP 」 はスキップされます。 

4-ヒント 

「1 C REAR L/R SP 」 を NONE に設定するとパーチャル 
CINEMA DSP モードになります (31 ぺージ参照)。 
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一で設定を変更する 


■ID REAR CT SP 

(リアセンタースピーカーモード） 

リアセンタースピーカーを追加することによって、前方か 
ら後方へ、後方から前方へと音の移動がスムーズに行われ 
るため、サラウンド効果を一段と向上させることができま 
す0 


ご注意 


「1 C REAR L/R SP 」 が N 〇 NE に設定されている場合は設定 
できません。 

選択項目： LRG (大)、 SML (小)、 NONE (なし） 
初期設定 ： LRG 

LRG 

リアセンタースピーカーに大型のスピーカーを使用する 
モードです。リアし R チヤンネルに含まれるリアセンター 
信号の全帯域がそのままリアセンタースピーカーに出力さ 
れます。 
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SML 

リアセンタースピーカーに小型のスピーカーを使用する 
モードです。リアセンター信号の 90 Hz 以下の低音域は 
HE LFE/BASS OUT 」 で選択したスピーカーに出力され 
ます。 



LRG t^SML NONE 


NONE 

リアセンタースピーカーを使用しないときのモードです。 
リアセンターチヤンネル信号はリアし R チヤンネルにミツ 
クスされます。 


1! ] w u I i J i j : _ jJ 



LR8 SML n-HOHE 


■ IE LFE/BASS OUT 
(バスアウトモード） 

LFE / BASS 信号を出力するスピーカーを設定します。 
( LFE 信号：ドルビーデジタルや DTS 動作時に出力される低 
域効果音。低音域信号は 90 Hz 以下。） 

選択項目： SWFR (スーパーウーファー)、 

MAIN (メイン）、 BOTH (両方） 

初期設定 ： BOTH 

SWFR 

スーパーウーファーを使用する場合のモードです。 

LFE と、1 A 〜1 D の設定により他チャンネルの低音域 
(90 Hz 以下)が、スーパーウーファーに出力されます。 



►SWFR MAIN BOTH 


MAIN 

スーノ V °_ ウーファーを使用しない場合のモードです。 

LFE と、1 A 〜1 D の設定により他チャンネルの低音域 
(90 Hz 以下)が、メインし R スピーカーに出力されます。 



BOTH 

スーパーウーファーを使用し、さらにメインスピーカー 
モードの設定に関わりなく、メインスピーカーの 90 Hz 以 
下の低音域を LFE チャンネルにミックスする場合のモード 
です。メイン L / R の低音域がメイン L/R スピーカーとスー 
パ_ゥ_ファーの両方から出力されます。 



SWFR MfllNABOTH 


ご注意 


1 A 〜1 D の設定を SML または SMALL にすると他チヤンネル 
の低音域 （90 Hz 以下）および LFE 信号が「1 E LFE/BASS 
〇 UT 」 で設定されたスピーカーに出力されます。 


応用操作 
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■IF M 


一で設定を変更する 


MAIN LEVEL 
(メインレベルモード） 


メインスピーカーが極端に高効率であるため、センタース 
ピーカーとリアスピーカーの出カレベルがメインスピー 
力一に合わない場合には、設定を変えてください。 


選択項目： Normal (ノーマル)、-1 OdB 
初期設定 ： Normal 

Normal 

通常はこの設定にします。テストトーンでのスピーカーレ 
ベル調節の際、エフェクトスピーカーの出カレベルとメイ 
ンスピーカーのレベルが同じ場合です。 



-10 dB 

テスト!ンでのスピーカーレベル調節の際、エフェクト 
スピーカーの出カレべ)レがメインスピーカーよりノ」 y さい場 
合は、この設定にします。 


■ 1 G SP B SET 
(スピーカー B セット） 

リアノ V ° ネルの SPEAKER B 端子に接続されるスピーカーの 
設置場所を設定します。 

選択項目： MAIN、ZONE B 
初期設定 ： MAIN 

MAIN 

スピーカー巳がメインルームに設置されている場合で、 
SPEAKERS A /巳スイッチの操作によりスピーカー A 、 巳 
が 0 N /0 FF します。 



ZONE 巳 

スピーカー巳を別の部屋に設置する場合この設定にします。 
SPEAKERS A スイツチを OFF 、 B スイツチを 0 N にすると 
メインルームのすべてのエフェクトスピーカーはミュート 
され、スピーカー B のみに音声が出力されます。 



ぷらヒント 

音場プ□グラムを使用しているときに ZONE B に設定する 
と、自動的にバーチャル再生になります。また、この場合に 
本機の PHONES 端子にへッドホンを差し込むと、ヘッドホ 
ンと スピーカ _ B の両方にサイレント シアターモー ドの音声 
が出力されます。 

i :• . 刪 ! J 'J 'mtm ! 

MAIN i-ZONE E: 

-/•+ : Select 
u : Exit 
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2 LOW FRQ TEST 

(□ーフリケンシーテスト） 

スーパ_ウ_ファーの動作やスーパーウーファーと各ス 
ピーカーの音のつながりを、周波数の低いテスト!ンで 
確認します。リスニングポジションに座り、リモコンで操 
作してください。 


十/ーキーを押して、 TEST TONE を ON に設定する。 

テスト I ンが出力されます。 


' :： ] ；| ： ! |J| | 了 p "" 了 

+ TEST TONE-■■■ON 
OUTPUT-MAIN L/R 
FRQ.8SHz 




• ヘッドホンを接続していると、〇 N に設定できませ 
ん〇 

• テスト中にヘッドホンを接続すると、〇 FF になりま 
す。 

• ソースの再生中は、テスト!ンが優先され、ソース 
の再生音は出力されません。 

VOLUME+/ —キーを押して音量を調節する。 




• 音量を上げ過ぎないように注意してください。 

• テスト!ンが聞こえない場合は、ボリュームを 
絞ってから本機をスタンバイ状態にし、スピーカー 
の接続を確認してください。 

V キーを押して OUTPUT を選択し、十/ーキーを押し 
て、比較したいスピーカーを設定する。 

SWFR 選択時は、 90Hz 以上のテスト!-ーンはハイ 
カツトフイルターでカツトされます。テスト I ンは 
選択したスピーカーから出力されなくなります。ま 
た、セットメニュー「1 SPEAKER SET 」 の設定によ 
り、 90Hz を境にテスト!ン出カチヤンネルが変わ 
ることがあります。 


V キーを押して FRQ (周波数)を選択し、 +/— キーを押 
して中心周波数を選ぶ。 

スーノ く_ウ_ファーとの音のつながりがスムーズであ 
ることを確認するため、中心周波数 (35 〜 250 Hz) ま 
たは WIDE を設定します。 


TEST TONE-■■OFF 
OUTPUT-MAIN L/R 
今 FRQ.-88Hz 


スーパーウーファーの音量をスーパーウーファー側で 
調整し、確認する。 

■テストトーンについて 

本機のテスト I ンは I ンジェネレーターにより作り 
出しています。全帯域フラットな広帯域ノイズから、指 
定された周波数を中心とした帯域をバンドノ くスフィル 
ターで切り出しています。 

中心周波数は 35 Hz —39 Hz 444 Hz 4「 l /6オクターブ 
ステップ」で設定できます。 

スーパーウーファーのレベル調節だけでなく、リスニン 
グルームの低域特性チェックにも応用できます。特に超 
低域ではリスニングポジシヨンやスピーカーの設置場所、 
スーパーウ_ファ_の位相により状態が大きく変化しま 
す。いろいろお試しください。 

デジタルトーンジェネレ _ 夕一 
(広帯域ノイズ発生） 


ノイズ 


周波数 


中心周波数 35HZ-250HZ 


TEST TONE-■■OFF 
^ OUTPUT-MflIN L/R 
FRQ.88Hz 


バンドパスフイルター 


応用操作 
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3 L/R BALANCE 5 CENTER GEQ (センターグ 

( メインスピーカーバランス） ラフィックイコライザー） 


メインスピーカーのし R の音量バランスを設定します。 

可変範囲：10ステップ ( L —0 — R ) 

初期設定：〇 

十/ー キーを押してメイン L / R チヤンネルのバランスを 
調節する。 

+キ_を押すと左 ( L ) のメインスピーカーの音が小さ 
くなり、ーキーを押すと右 ( R ) のメインスピーカーの 
音が小さくなります。 


センタースピーカーの音色を、メインし R スピーカーの音 
色と合わせるために、センターチヤンネルのグラフィック 
イコライザーを調節します。 

可変範囲： 一6 〜 +6( d 巳） 

初期設定： （5 バンドともに) 0 d 巳 

〇 △/▽ キーを押して、調節したい周波数を選択する。 

100 Hz 、 300 Hz 、1 kHz 、3 kHz 、 10 kHz の周波数が 
選択できます。 




4 HP TONE CTRL (ヘッド 
ホントーンコントロール） 

へッドホンの低音域および高音域を調節します。 

可変範囲：_6〜 +3( d 巳） 

初期設定：（低音域、高音域ともに) 0 d 巳 

II △/▽ キーを押して、調節したい音域を選択する。 

巳 ASS (低音域)または TRBL (高音域)を選択できます。 



+キーを押すと選択した音域が増強し、ーキーを押す 
と選択した音域が減衰します。 




+キーを押すとレベルが増強し、ーキーを押すとレべ 
ルが減衰します。 


i'LK! !LL 

fjcr ； 

100Hz — 
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+ 300Hz 

ii 

Ik Hz 
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3kHz 
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10kHz 

i 

一 

+ 


+3dE ： 


ヒント 

テストトーン使用時に 、 「CENTER GEQ 」 の調節を行うと、 
テストトーンを聞きながらセンタースピーカーの音色を調節 
できます 。 「CENTER GEQ 」 の手順を行う前に TEST キーを 
押します。モニター画面に "TEST DOLBY SUR ." が表示さ 
れ、テストトーンが各々のスピーカーから順に出力されま 
す 。 「CENTER GEQ 」 の操作を始めると、テストトーンの出 
力はセンタースピーカーに固定されます。周波数を変えなが 
ら音色をメインスピーカーの音色に近くなるよう調整しま 
す。テストトーンを終了するには TEST キーを押します 
(24、25ページ参照)。 
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6 INPUT RENAME 
( インプツトリネーム） 

各入力名を変更することができます。変更後は、その名前 
で入力が表示されます。 

〇"入力選択キーを押して、名前を変更する入カソースを選 
ぶ。 

1文字目の_(アンダーパー)が点滅します。 



v キーを押すと 

A 〜 Z — スペース—〇〜9—スペース — a 〜 z — スペース 
—#* + ,__/:<>? —スペース 
の順序で表示されます。 △ キーを押すと逆の順序で表 
示されます。最大8文字まで入力できます。 



キーを押す。 


セツトメニューで設定を変更する 


7 I/O ASSIGNMENT 
( 入出カアサイン） 

使用する機器と、本機の COMPONENT VIDEO 入力端子 
やデジタル入出力端子の機器名が異なる場合に、使用する 
機器に合わせて端子を割り当てます。使用する機器により 
デジタル入力端子が足りなくなつた場合などに、端子の割 
り当てを変更することで、より多くの機器を使用すること 
ができます。割り当てを変更すると、変更後の機器を入力 
選択キーで選択できます。 

それぞれの項目 (7 A 〜 7 D ) の中で、同一の端子名を指定する 
ことはできません。 

■ 7 A [ A ] [ B ] 

COMPONENT V 旧 E 0 端子 

選択項目： [ A ] DVD 、 V - AUX 、 VCR 2/ DVR、VCR K 
CBL / SAT 、 D - TV/LD 
旧] CBL / SAT 、 D - TV / LD , DVD 、 V - AUX 、 
VCR 2/ DVR、VCR 1 
初期設定： [ A ] DVD 

[ B ] CBL/SAT 



■ 7 B (1)(2) 

OPTICAL OUTPUT 端子 

選択項目： (1) MD / TAPE , CD - R 、 CD 、 PHONO 、 
V - AUX 、 VCR 2/ DVR、VCR K 
CBL / SAT 、 D - TV / LD、DVD 
(2) CD - R 、 CD 、 PHONO 、 V - AUX 、 
VCR 2/ DVR、VCR K CBL / SAT 、 
D - TV / LD 、 DVD ' MD/TAPE 
初期設定： (1) MD/TAPE 
(2) CD-R 



+ 沿:::::，踝 E 


応用操作 
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■ 7 C (3) 〜 (6) 

OPTICAL INPUT 端子 

選択項目：⑶ CD 、 PHONO 、 VCR 2/ DVR、VCR K 
CBL / SAT 、 D - TV / LD 、 DVD 、 
MD / TAPE 、 CD-R 

(4) CD - R 、 CD 、 PHONO 、 VCR 2/ DVR 、 
VCR K CBL / SAT 、 D - TV / LD 、 DVD 、 
M D/TAPE 

(5) DVD 、 MD / TAPE 、 CD - R 、 CD 、 
PHONO 、 VCR 2/ DVR、VCR K 
C 巳 L / SAT 、 D - TV/LD 

(6) CBL / SAT , D - TV / LD 、 DVD 、 
MD / TAPE 、 CD - R 、 CD 、 PHONO 、 
VCR 2/ DVR、VCR 1 

初期設定： (3) CD 

(4) CD-R 

(5) DVD 

(6) CBL/SAT 



8 INPUT MODE 

(初期インプットモード） 

再生機器を2種類以上の入力端子に接続している場合に電 
源を入れたときの入カモードを設定します。 

選択項目： AUTO、LAST 
初期設定 ： AUTO 



AUTO 

最後に操作したときの入カモード設定に関わらず、本機の 
電源を入れると入カモードが自動的に AUTO に設定されま 
す。 

LAST 

最後に操作したときの入カモード設定が、そのまま適用さ 
れます。 

LAST を選択しても、 EX / ES キーの設定は記憶されません。 


■ 7 D (7)(8) 

COAXIAL INPUT 端子 

選択項目： （7) CD 、 PHONO 、 V - AUX 、 VCR 2/ DVR 、 
VCR K CBL / SAT 、 D - TV / LD 、 DVD 、 
MD / TAPE 、 CD-R 

(8) D - TV / LD 、 DVD 、 MD / TAPE 、 CD - R 、 
CD 、 PHONO 、 V - AUX 、 VCR 2/ DVR 、 
VCR K CBL/SAT 
初期設定： (7) CD 

(8) D - TV/LD 



9 PARAM, INI 

(パラメーターイニシャライズ） 

音場プ□グラムのパラメーターを、プログラムグループご 
とに初期設定値に戻します。 

設定値が変更されている音場プ□グラムは、そのプ□グラ 
ムナンノ（一のまえにアスタリスク （*) がついています。リ 
モコンの音場プログラムキ _( i 〜 id を押すと、その音場 
プログラムが初期設定値に戻ります。 


u pupyr 



1 2 

3 

+4 

*5 6 

7 

8 

9 +10 

11 


Press 

No. 

Key 


• 初期設定値に戻したプログラムを、初期化前の状態に戻す 
ことはできません。 

• 音場プ□グラムにサブプログラムがある場合でも、サブプ 
□グラムごとに初期設定値に戻すことはできません。 

• 「14 MEMORY GUARD 」 を〇 N に設定している場合は、 
初期化できません。 
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10 LFE LEVEL(LFE レベル） 

ドルビーデジタル、 DTS および AAC での LFE 信号の再生レ 
ベルを調節します。 LFE 信号とは、意図されたシーンでの 
み出力される重低音による効果音です。 


可変範囲： 一 20〜 0( dB ) 

初期設定： OdB (スピーカー、へッドホンとも) 



+キーを押すとレベルが増強し、ーキーを押すとレべ 
ルが減衰します。 



使用するスーパーウーファーやへッドホンの能力に応じて、 
レべ)レ調節を行つてください。 


11 D-RANGE 

( ダイナミックレンジ） 

ドルビーデジタル再生時のダイナミックレンジ(最大音量か 
ら最小音量までの幅)を、3段階から選択します。 

選択項目： MAX 、 STD、MIN 

初期設定： MAX (スピーカー、ヘッドホンとも） 



MAX 

信号ソースのダイナミックレンジを最大限に再生します。 

STD 

ソフト制作者が家庭用として推奨するダイナミックレンジ 
です。 

MIN 

小音量でも聴きやすく、深夜の視聴に適したダイナミック 
レンジです。 

ドルビーデジタルソフトによっては、ダイナミックレンジの 
MIN に対応していないため、音量が極端に下がる場合があり 
ます。このような場合は、ダイナミックレンジを MAX または 
STD に設定してご使用ください。 


応用操作 
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一で設定を変更する 


12SP DELAY 

(スピーカーディレイ） 

センタースピーカーとリアセンタースピーカーのディレイ 
タイム(遅延時間)を設定します。ドルビーデジタル 、 DTS 
および AAC 再生時など、センタースピーカーから音声を出 
力する場合に有効になります。 

通常センタースピーカーはメイン L/R スピーカーと同一線 
上に設置しますが、本来ならば同時に出た音が同時にリス 
ナーの耳に届くように、3つのスピーカーとリスナーの距 
離が同一になるのが理想的です。ディレイを設定すること 
により、仮想的にセンタースピーカーまたはリアセンター 
スピーカーの位置を遠ざけ、リスナーと前後3つのスピー 
力一との距離を合わせることができます。センターディレ 
イは、音場の奥行き感やセリフの量感を増す効果がありま 
す0 


■ msec で設定する 

可変範囲： 〇〜5.0 ms (センター)、 

〇〜 30_0 ms (リアセンター） 

初期設定： Oms (センター)、 3.0 ms (リアセンター) 



__ _ 

f P. - 

^ UNIT ■… 

n j 

■ ■ ■ Pi sec 

CENTER- - 

■ ■ y . tins 

REAR CT- 

"3- 0ns 


■ meters で設定する 

可変範囲： 0.15〜30.00 m (メイン L / R 、 センター、 
リア L / R 、 リアセンター） 

初期設定： 3.00 m (メイン L / R 、 センター、リア L / 闩）、 
2.10 m ( U アセンター） 


II △/ ▽キーを押して、 UNIT を選択する。 

B 十/ーキーを押して、ディレイ設定する単位を選択する。 

msec 、 meters 、 feet から選択します。 


ご注意 


• 選択する単位により、設定内容(初期設定、設定項目 
など)が変わります。 

• 単位 meters 、 feet 選択時は、リスニングポジション 
から各スピーカーまでの距離を入力します。 

B △/ ▽キーを押して、ディレイ設定をするスピーカーを選 
択する。 

0十/ーキーを押して、ディレイを設定する。 

+キーを押すと数値が大きくなり、ーキーを押すと数 
値が小さくなります。 



UNIT-■■■■■■nsec 

CENTER - 0.0ns 

REAR CT-■-3.0ns 


仮想センター位置 




+ UNIT.neiers 

MAIN L/R- -3.00PI 

CENTER - 3.00P1 

REAR L/R--3.00n 
REAR CT-■-2.10n 


■ feet で設定する 


可変範囲： 0.5 〜100 ft (メイン L / R 、 センター、 

リア L / R 、 リアセンター） 

初期設定：1〇.0代(メィン1_/円、センター、リア L / R )、 
7_0 ft (リアセンター） 



UNIT.feet 

MAIN L/R-10.0fi 
CENTER … 10.0fi 
REAR L.-R-10.0fi 

■■*7.6 


REAR CT- 


■ 0fi 


ご注意 


meters や feet 選択時には、メイン L / R とセンター、または 
リア L / R とリアセンターに等距離を入力すると、ディレイは 
設定されません。 
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13 DISPLAY SET 
(ディスプレイセツト） 

オンスクリーン表示の背景や表示位置、本体ディスプレイ 
の明るさなどを設定します。 



■ DIMMER ( ディマー） 

本体ディスプレイの明るさを調節します。 

可変範囲： 一4〜〇 
初期設定：〇 

ーキーを押すと本体ディスプレイが暗くなります。 

■ OSD SHIFT(OSD シフト） 

オンスクリーン表示位置を上下に調節します。 

可変範囲：_5(上方)〜+5(下方） 

初期設定：〇 

+キーを押すと表示位置を下方向に移動します。ーキーを 
押すと表示位置を上方向に移動します。 

■ GRAY 巳 ACK ( グレーバック） 

オンスクリーン表示の設定をします。 

選択項目： AUTO , OFF 
初期設定 ： AUTO 

AUTO 

ビデオ信号が入力されていない場合に、グレーの背景を表 
爪しよ 

OFF 

ビデオ信号が入力されていない場合に、何も表示しません。 

〇 FF に設定すると、ビデオ信号が入力されていない場合は、 
オンスクリーン表示も表示されません。 

■ V CONV.( ビデオコンバージョン） 

s ビデオ入力信号がない場合にコンポジットビデオ入力信 
号を S ビデオ信号に変換する機能を設定します。 

選択項目： ON、OFF 
初期設定： OFF 

OFF 

コンポジットビデオ入力信号を S ビデオ信号に変換しません。 

ON 

コンポジットビデオ入力信号を S ビデオ信号に変換して、 
S VIDEO 端子にも出力します。 


セツトメニューで設定を変更する 


14 MEMORY GUARD 
(メモリーガード） 

変更した設定値を保護します。 ON に設定すれば、誤操作に 
よる設定値の変更を防ぐことができます。 

選択項目： ON、OFF 
初期設定： OFF 



ON に設定したときに保護される設定は、以下のとおりで 
す。 

• 音場プ□グラムのパラメーター設定値 
• n 4 MEMORY GUARD 」 以外のセツトメニュー設定値 
• センター、リア、リアセンター、スーパーウーファーの音 
量 

• オンスクリーン表示の設定 

• 設定を ON にすると、他のセツトメニューは呼び出せませ 
ん〇 

• 設定を ON にすると、テストモードに入れません。 


応用操作 
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セツトメニューで設定を変更する 


15 6CH INPUT SET (6 チヤ 
ンネルインプツトセツト） 


6 CH INPUT 端子に接続されたソースの入力信号のうち、 
センター成分とス_パーウーファー成分の振り分け先を設 
定します。 

■15 A CENTER to 

(センター成分の振り分け） 

CENTER 端子に入力された信号の振り分け先を設定しま 
す。 

選択項目： CENTER、MAIN 
初期設定 ： CENTER 



CENTER 

入力された信号は、センタースピーカーに出力されます。 

MAIN 

入力された信号は、メイン L / R スピーカーに同じレベルで 
振り分けられて出力されます。 

■15 B SWFR to 

(スーノ 又ーウーファ ー成分の振り分け） 

SUBWOOFER 端子に入力された信号の振り分け先を設定 
します。 

選択項目： SWFR、MAIN 
初期設定 ： SWFR 



SWFR 

入力された信号はスーノ V °_ ウーファーに出力されます。 

MAIN 

入力された信号は、メイン L / R スピーカーに同じレベルで 
振り分けられて出力されます。 


16 DUAL MONO 
( デュアルモノ ) 


BS デジタル放送などで使われる、モノラルニ重音声出力 
時の主音声と副音声の出カモードを設定します。 

選択項目： MAIN 、 SUB、ALL 
初期設定 ： MAIN 



MAIN 

主音声のみをメイン L / R スピーカーから出力します。 

SUB 

副音声のみをメイン L / R スピーカーから出力します。 

ALL 

主音声と副音声をメイン L / R スピーカーからそれぞれ同時 
に出力します。 PCM 信号が入力されている場合の L / R チヤ 
ンネルへの音声の振り分けは、 BS デジタルチューナー側 
の設定によって異なります。詳しくは BS デジタルチュー 
ナーの取扱説明書を参照してください。 


ご注意 


• モノラルでない二重音声の出力は、本機で設定できませ 
ん。 BS デジタルチューナー側で設定してください。 

• この設定は、 AAC 、 ドルビーデジタル、 DTS 信号の二重音 
声（デュアルモノ）信号および AAC の多重音声(マルチモ 
ノ）信号受信時のみ有効になります。ただし、 AAC 信号音 
声の第3、第4チヤンネルを選択することはできません。 
BS デジタルチューナー側で設定してください。 

• 地上波放送などの、アナログや PCM 信号での二重音声は、 
チューナーやビデオデッキ側で音声の主/副を選択してく 
ださい。 
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再生音を聴きながら、エフェクトスピーカー(センター、リ 
ア R 、 リアしスーパーウーファー)の音量を調節できます。 
調節はリモコンで行います。 




う 口 CZ ] 

(Z 

"□t 

」 □ LJ 

百 

b t 

i^ti a > 

□ 

□ ^ 


等 


PARAMETER/SET MENU ス 
イツチを 「 PARAMETER 」 に合 
わせる。 


(ソース再生中） 


PARAMETER 

咖 


LEVEL キーを 押して、調節する スピーカーを 選択する。 

LEVEL キーを押すごとに、以下の順序で調節するス 
ピーカーが切り替わります。 



センタースピーカー 


+/— キーを押して、スピーカー 
の音量を調節する。 

• センターおよびリアし R ス 
ピーカーの調節範囲は、+10 
〜 - 1 OdB です。 

•ス _ パ _ ウ _ ファ _ の調節範 
囲は、 一2 ◦〜 OdB です。 


LEVEL キーでスピーカーレベルを調節すると、 「TEST 
D 〇 LBY SUR 」 で調節したスピーカーレベルも変更されま 
す。 

PARAMETER/SET MENU スイッチを 「SET MENU 」 に 
合わせると、レベルの調節はできませんが、 LEVEL キーを 
押すごとに各スピーカーのレべ >1レが表示されるのでスピー 
カーレべルの確認ができます。 

セットメニュー「1 A CENTER SP 」、「1 C REAR L/R 
SP 」、「1 DREARCTSP 」 が NONE に、「1 E LFE/BASS 
〇 UT 」 が MAIN に設定されている場合は、そのスピーカー 
のレベルは調節できません。 

6 CH INPUT 端子に接続しているソースの再生中は、独立 
してレベルの調節が可能です。この場合、調節できるス 
ピーカーはセンタースピーカー、リア R スピーカー、リア 
L スピーカー、スーパ_ゥ_ファーの4つとなります。 


リア R スピーカー 


リアセンタースピーカー 


:: K :! b リア L スピーカー 


1 K U Cl b スーパ_ウ_ファー 

1-ヒント 

LEVEL キーでレベル表示にすると、 △/▽ キーでもス 
ピーカーを選べます。 


応用操作 
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スリープタイマー 


設定した時間が経過すると、本機が自動的にスタンバイ状 
態になるように設定できます(スリープタイマー)。聴きな 
がら、もしくは録音しながらおやすみになりたいときに便 
利です。スリープタイマーが作動すると、本機背面の電源 
供給コンセントに接続した機器(ソース)の電源も「切」にな 
ります。 

スリープタイマーの設定はリモコンで行います。 

1-ヒント 

タイマー再生をしたいときは市販のタイマーをお使いくださ 
し、。詳しくはタイマーの取扱説明書をご覧ください。 



スリープタイマーを解除する 


「SLEEP OFF 」 の表示が出るまで、 SLEEP キーを押しま 
す 。 「SLEEP OFF 」 を数秒表示したあと、音場プログラム 
表示に戻り、 SLEEP インジケーターも消灯します。 





二你•ヒント 

リモコンの STANDBY キー、または本体の STANDB 丫 /ON 
スイッチを押すか、電源コードを抜いてもスリープタイマー 
は解除されます。 


□ ソースを 選んで、再生する。 

B スタンバイ状態になるまでの時 

間を選ぶ。 

SLEEP キーを押すごとに、デイ 
スプレイ表示が下記のように切 
り替わります。その間 SLEEP イ 
ンジケーターが点滅していま 
す。 （ min = 分） 




I- し EEP 120 r'un—>SLEEP 90 nun - 

し SLEEP OFFSLEEP 30 『■•iin + S し EEP 60 nin 



設定時間を数秒表示したあと、音場プログラム表示に 
戻ります。スリープタイマー動作中は、 SLEEP インジ 
ケーターが点灯します。 


V-AUX VOS/DVR VCR 1 CBL/SAT D-TVAD DVD 
[DSP I 


MO/TAPE COR TUNER CD PHONO. 1 -VOLUHK 

- ノ 1 f 、111 
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音場プログラム パラメーターを 変更する 


音場とは 

生の楽器の豊かで優美な音色を実際に作り出すのは、室内 
の壁から発せられる数多くの反射音です。こうした反射音 
は音を“生き生き”とさせるだけでなく、演奏者のいるス 
テージや、観客席を含めた演奏会場そのものの規模や形状 
をも伝えてくれます。 

■ 音場の構成要素 

音場を構成する要素として、楽器がかなでる音が直接伝 
わってくる直接音と、周囲の物体に反射してくる2種類の 
反射音があります。 

初期反射音 

1つの表面のみに(例えば、天井や壁に)反射してから、極め 
て急速(直接音が発生してから 50 ms から100 ms 後)にリ 
スナーの耳に到達する反射音です。初期反射音によって直 
接音に明瞭さが付加されます。 

後部残響音 

2つ以上の表面(例えば、壁、天井、部屋の後部)で何度も反 
射を繰り返しながら、多数の反響音がひとまとめになって 
連続した音響の"余韻”が残ります。これらの反射音は方向 
性がなく、直接音の鮮明さを劣化させます。 

直接音、初期反射音、後部残響音がひとつになることで、リ 
スナーは演奏会場や劇場をイメージすることができるので 
す。デジタル音場プロセッサーはこの反射音、残響音を再 
現して、音場を作り出します。 

リスニングルームで適切な反射音や後部残響音を再現でき 
れば、独自のリスニング音場を作り出すことができるわけ 
です。リスニングルームをコンサートホール、ダンスフロ 
ア、大聖堂などさまざまな演奏会場や劇場の音響効果に変 
えることができます。意のままに音場を再現する能力こそ、 
デジタル音場プロセッサーを通じてヤマ八がこれまでに実 
践してきたことです。 


音場プ□グラム パラメーター 

音場プ□グラムは、演奏会場や劇場の規模、残響時間、リ 
スナーから演奏者までの距離などを判断するためのパラ 
メーターで構成されています。各プ□グラムは、プ□グラ 
ム固有の音場を作り出すためにヤマ八によって正確に計算 
された数値を用いてこれらのパラメ_夕_が設定されます。 
パラメーターの数値を変更せずに音場プ□グラムを使用す 
ることをお勧めしますが、本機を使用すれば独自の音場を 
作り出すこともできます。まずは内蔵プログラムの1つを 
手始めに、これらのパラメーターを調整してみるとよいで 
しよ5。 

各音場プ□グラムに設定されているパラメーターセットを 
元にして、お望みの効果を正確に作り出すために音響環境 
の特性を変更することができます。これらのパラメーター 
は、実際のコンサ_トホールをはじめとした演奏会場にお 
ける音場を再現する数多くの自然音響ファクターに対応し 
ています。例えば、リスニングルームの大きさは初期反射 
音間の時間の長さに影響します。音場プ□グラムの多くに 
設定されている " ROOM SIZE (ルームサイズ)”パラメー 
ターはこれらの反射音間のタイミングを変更し、結果的に 
U スニングする“ルーム”の形状を変えています。ルームサ 
イズのほかに、リスニングルームの形状や表面の特性も最 
終的な音に重大な影響を与えます。例えば、音を吸収する 
表面は反射音や残響音をより速く減衰させます。また、反 
射性の高い表面は反射音がより長時間持続されます。この 
ようにデジタル音場パラメーターに関するこれらのファク 
ターを調整できますから、リスナーの気分や好みの音楽に 
ぴったり合った自分だけのリスニング環境を再現するため 
に"デザインしなおす”ことができます。 

77〜80ページの「ノてラメーターガイド」を参照してくださ 
い 0 


その他の情報 
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己入れる0 


JIM ooncciM 


PARAMETER 

[®D 

SET MENU 


パラメーターを初期設定に戻す 


■ ノ V ラメーターの一部を初期設定に戻 
す 

初期設定値に戻したいパラメーターを選択してから、初期 
設定値でいったん表示が止まるまで +/— キーを押しつづけ 
ます。 

初期設定値に戻ると、パラメーター名の前のアスタリスク 
の表示が消えます。 

■すべての パラメーターを 初期設定値 
に戻す 

セツトメニュー「9 PARAM . INI 」（68 ページ)で、音場プロ 
グラムごとにパラメーターをすべて初期 IS 定値に戻せます。 


CJ 音場プ□グラムを選択する。 

「音場プログラムを選ぶ」 （29 ページ)を参照してくだ 
さい 。 

プログラムナンパー プログラム名 



パラメーターパラメーター 設定値 


hi A / V キーを押して、変更したい項 
目を選択する。 



Ui +/—キーを押して、設定値を変 

更する。 

初期設定値以外に変更すると、 
ノ くラメーター名の前にアスタリ 
スク （*) が表示されます。 






B 他の音場プ□グラムの設定値を変更したいときは、手順 

4〜6を繰り返す。 


音場プ□グラム パラメーターを 変更する 


パラメーターを変更する 


各音場プ□グラムのパラメ_夕_は、初期設定値のままで 
十分お楽しみいただけます。基本的に設定を変更する必要 
はありませんが、音場プ□グラムの一部のノ v ° ラメーターを 
変更することにより、ソースやリスニングルームの音響に 
合わせて音場プ□グラムをアレンジすることができます。 


ご注意 


• 音場プ□グラムによっては、パラメー ターは 数ページに分 
けて表示されます。 A / V キーを押して、ページをス クロー 
J レしてください。 

• セットメニュー「14 MEMORY GUARD 」（71 ぺージ)が 
〇 N に設定されている場合は、設定値を変更できません。設 
定値を変更する前に、 OFF に設定してください。 


咖 CZD CZD CZD QD 
yp yj qd llj 
i 1 r?~i r^~i r^~i nn 

mjD m Q 

- □ tL 口 


'■□口 , Q 

□ □ T 

T 


U 本機に接続したモニターの電源毛 


B ON SCREEN キーを押して、才 

ンスクリーン表示を全表示にす 
る。 


El PARAMETER/SET MENU ス 
イッチを 「 PARAMETER 」 に合 
わせる。 
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ソースの 原音 
/初期反射音 


INIT . DLY 


時間 


INIT . DLY 


時間 


INIT . DLY 


時間 


パラメーター ガイド 


音場プログラムごとに DSP 処理の構造が違います。以下のパラメーターはすべての音場プ□グラムで設定できるわけでは 
ありません。 

■ DSP LEVEL ( DSP レベル） 可変範囲： 一6〜 +3 d 巳 

機能： DSP エフェクトレベル(効果音)の微調節。 

解説： DSP エフェクト音全体のレベルを微調節するパラメーターです。 

■ INIT . DLY (イニシャル•ディレイ） 可変範囲：1〜 99 ms 

( P . INIT . DLY : プレゼンス音場用） 

機能： 音源と壁面との距離感を調節 

解説： 直接音から初期反射音が始まるまでの時間(遅延時間)をコント□ールするパラメーターです。初期反射音の遅 

れは、音源と反射面との距離によって決まります。つまり、遅延時間を短くすると、音源が壁面に近づいた感 
じになり、逆に遅延時間を長くすると、音源は壁面から離れた感じになります。 INIT . DLY を調節することに 
より、ソースの原音から周りの壁までの距離感、空間の大きさ感、音像のできかた等がコント□ールできます。 




大 99 ms 


小1 ms 





レベル 


レベル 


レベル 


その他の情報 
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可変範囲: 0.1〜2.0 




■ ROOM SIZE (ルーム•サイズ） 

(P. ROOM SIZE: プレゼンス音場用） 

機能： 拡がり感の調節 

解説： 空間の拡がり感をコントロールするパラメーターです。値を大きくするほど広い空間(部屋)になり、値を小さ 

くするほど狭い空間になります。音が反射を繰り返すとき、壁と壁の間が広い大きなホールほど、反射音と反 
射音の時間的な間隔が長くなります。このことから、反射音同士の時間間隔をコント□ールすれば、拡がり感 
を変えることができるということになります。 1.0 で実測値そのまま、2.0にすると、一辺の長さが倍の空間 
になります。 



レベル 


レベル 



レベル 
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■ S. ROOM SIZE (サラウンド•ルーム•サイズ） 

機能： サラウンド音場の拡がり感を調節 

■ S. LIVENESS (サラウンド•ライブネス） 

機能： サラウンド音場の響き具合を調節 

■ RC INIT. DLY (リア•センター•イニシャル•ディレイ） 

機能： リアセンター音場の遅延時間を調節 ( EX / ES デコーダーがオンのときのみ有効） 

■ RC ROOM SIZE (リア•センター•ルーム•サイズ） 

機能： リアセンター音場の拡がり感を調節 ( EX / ES デコーダーがオンのときのみ有効） 

■ RC LIVENESS (リア•センター•ライブネス） 

機能： リアセンター音場の響き具合を調節 ( EX / ES デコーダーがオンのときのみ有効） 


V ° ラ メーター ガイ 


a 

可変範囲: a 1〜2.0 


可変範囲: 〇〜10 


可変範囲：1〜 49 ms 


可変範囲: 0.1〜2.0 


可変範囲: 〇〜10 


可変範囲：1 .0 〜5.0 s 


■ REV. "HME (リバーブレーシヨン•タイム） 

機能： 余韻の長さを調節 

解説： 後部残響音が減衰していく時間をコント□—ルするパラメーターです。約1 kHz の残響音が 60 dB 減衰するの 

にかかる時間を基準にしています。値を小さくするほど、残響音が早く減衰します。 REV . TIME を調節する 
ことにより、デッド気味のソースやリスニングルームに少し長めの残響時間を設定したり、逆にライブ気味の 
ソースやリスニングルームには、短い残響時間を設定して自然な残響音となるように コン ト□—ルすることが 
できます。 


後部残響音 


ソースの 原音 


音源 



小1 _0 s 


大 5.0 s 


可変範囲: 〇〜250 ms 


■ REV. DELAY (リバーブレーシヨン•デイレイ） 

機能： 残響音の遅延時間を調節 

解説： 残響音が発生し始めるまでの時間です。値を大きくするほど、残響音が最初の初期反射音より遅れて発生する 

ようになります。同じ REV . TIME でも、 REV . DELAY を長くしていくと大きな空間の残響感になります。 



その他の情報 
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REV . LEVEL 


6 ch Stereo 用 

■ CT LEVEL (センター•レベル） 

機能： 6 ch Stereo 音場でのセンターチヤンネルの出カレベルの調節 

■ RL LEVEL (リア•レフト•レベル） 

機能： 6 ch Stereo 音場でのリア L チヤンネルの出カレベルの調節 

■ RR LEVEL (リア•ライト•レベル） 

機能： 6 ch Stereo 音場でのリア R チヤンネルの出カレベルの調節 

■ RC LEVEL (リア•センター•レベル） 

機能： 6 ch Stereo 音場でのリアセンターチヤンネルの出カレベルの調節 


可変範囲 : 〇〜 100% 


可変範囲 : 〇〜 100% 


可変範囲 : 〇〜 100% 


可変範囲 : 〇〜 100% 


PRO LOGIC II Music 用 
■ PANORAMA (ノ《ノラマ） 


■ PANUHAMAU\y7YJ 可変範囲 : 0 N /0 FF 

機能： DOLBY PRO LOGIC II のフロント音場の拡がり感を調節 (DOLBY PRO LOGIC II デコーダーの Music モー 

ド再生時のみ有効） 

■ D 旧 ENSI0N (ディメンション） 可変範囲： 一 3~ STD ~+3 

機能： DOLBY PRO LOGIC II のサラウンド音場のフロント側とリア側のレベル差を調節 (DOLBY PRO LOGIC II 

デコーダーの Music モード再生時のみ有効） 

■ CT WIDTH (センター•ウィドウス） 可変範囲 : 〇〜 7 

機能： DOLBY PRO LOGIC II のセンター音声の左右への拡がりを調節 (DOLBY PRO LOGIC II デコーダーの Music 
モード再生時のみ有効） 


DTS Neo :6 Music 用 

■ C. IMAGE (センター•イメージ） 可変範囲 : 〇〜 0.5 

機能： DTS Neo :6 のフロント音場の拡がり感を調節 (DTS Neo :6 デコーダーの Music モード再生時のみ有効） 


■ REV. LEVEL (リパーブレーシヨン•レベル） 可変範囲 : 〇〜 100% 

機能： 余韻の強さを調節 

解説： 後部残響音のレベルをコント□—ルするパラメーターです。値を大きくするほど後部残響音のレベルが大きく 

なり、余韻が強く感じられます。値を小さくするほど後部残響音のレベルが小さくなり、余韻が弱く感じられ 
ます。 
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ご使用中に本機が正常に動作しなくなった場合は、下記の点をご確認ください。下記以外で異常が認められた場合や、対 
処しても正常に動作しない場合は、本機をスタンバイ状態にし、電源プラグをコンセントから抜いて、お買上店または最 
寄りのヤマハ電気音響製品サービス拠点にお問い合わせ、サービスをご依頼ください。 

■全般 


症状 原因 対策 

電源スイッチを押しても電源が電源コードの接続が不完全。 電源コードを AC コンセントおよび本体 AC IN 端子に 

入らない、または電源を入れて しっかりと差し込んでください。 

もすぐに切れてしまう - 

スピーカーケーブルがショートした状態で電源すべてのスピーカーケーブルが正しく接続されてい 
を入れたため、保護回路により電源が切れた。るか確認してください。 

内部マイコンが外部電気ショック（落雷または AC コンセントから電源プラグを抜き、約30秒後に 
過度の静電気)、または電源電圧の低下によりもう一度差し込んでください。 

フリーズしている。 

本体ディスプレイに 「 CHECK スピーカ_ケ_ブルがショートしている。 すべてのスピーカーケーブルが正しく接続されてい 

SP W 旧 ES !」 と表示された るか確認してください。 

デジタル機器や高周波機器から本機とデジタル機器や高周波機器の設置場所が本機をそれらの機器から離して設置してください。 
の雑音を受けている 近すぎる。 

本機が正常に作動しない 内部マイコンが外部電気ショック（落雷または AC コンセントから電源プラグを抜き、約30秒後に 

過度の静電気)、または電源電圧の低下によりもう一度差し込んでください。 

フリーズしている。 

使用中に突然電源が切れる 機器内部の温度が上昇したため、保護回路が働温度が下がるのを待って、電源を入れなおしてくだ 

き電源が切れた。 さい。 

オンスクリーン表示が出ない オンスクリーン表示の設定が 「 OFF 」 になっていフル表示またはショート表示に設定してください 

る。 （22 ぺージ参照)。 

セットメニュー「13 DISPLAY SET 」 の映像信号が入力されていないときは、表示されませ 
「GRAY BACK 」 が 「 OFF 」 に設定されている。 ん。常に表示させる場合は、 「 AUT 0」 に設定してく 

ださい (71 ページ参照)。 

お使いのモニターが COMPONENT VIDEO ま S V 旧 E ◦または VIDE ◦端子に接続し直してくださ 
たは D 4 VIDEO の MONITOR OUT 端子に接続い （1 4〜16ページ参照)。 

されている。 

音声や画像が出ない 接続が不完全。 接続を確認してください。 

再生するソースの選択が適切でない。 INPUT セレクターや 6 CHCINPUT ) キーで正しく選 

択をしてください (26 ページ参照)。 

スピーカーの接続が不完全。 接続を確認してください （1 2、13ページ参照)。 

SPEAKERS A / B スイッチが正しく設定されて使用するスピーカーに対応する SPEAKERS スイッ 
いない。 チを 0 N にしてください (26 ページ参照)。 

音量が絞られている。 音量を大きくしてください。 

消音されている。 リモコンの MUTE キーまたは V 0 LUME +/ —キーを 

押して消音を解除し、音量を調節してください (27 
ぺ-ジ参照)。 

CD - ROM など、本機で再生できない信号が入本機で再生可能な信号のソースを再生してくださ 
力されている。 し、。 

映像の出力側と入力側を異なった種類のビデオ入力、出力側ともに、 VIDEO や S VIDEO 、 

端子で接続している。 COMPONENT など同じ種類の端子を使用して接 

続してください。 


その他の情報 
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と思ったら 


症状 

原因 

対策 

音声が突然出なくなる 

機器内部の温度が上昇したため、保護回路が働 
き電源が切れた。 

温度が下がるのを待って、電源を入れなおしてくだ 
さい。 

ス U —プタイマーが作動した。 

電源を入れて、ソースを再生しなおしてください。 

消音された。 

リモコンの MUTE キーまたは VOLUME +/ —キーを 
押して消音を解除し、音量を調節してください (27 
ぺージ参照)。 

片側のチヤンネルの音声がほと 
んど出ない 

接続が不完全。 

接続を確認してください。また、スピーカーケープ 
ルが断線していないか確認してください。 

セツトメニューの「3 L / R 巳 ALANCE 」 が正しく 
設定されていない。 

ノ（ランスを正しく設定してください。 

エフェクトスピーカー（セン 
夕一、リア L / R 、 リアセンター） 
から音声が出ない 

ステレオ再生をしている（ディスプレイに 
「 STEREO 」 と表示されている）。 

STEREO / EFFECT キーを押して、音場効果を入れ 
てください (32 ページ参照)。 

ドルビーデジタル、 DTS および AAC 信号でエ 
フエクトチヤンネル信号が入つていないソース 
を再生している。 

別の音場プ□グラムを選択してください。 

サンプリング周波数 96 kHz を超えるデジタル 
信号が本機に入力されている。 

サンプリング周波数 96 kHz を超えるデジタル信号 
入力時は、エフェクトスピーカーから音声は出ませ 
ん〇 

センタースピーカーから音声が 
出ない 

センタースピーカーのレベルが絞られている。 

センタースピーカーのレベルを調節してください 
(24、25ページ参照)。 

セツトメニュー「1 A CENTER SP 」 が 「 NONE 」 
に設定されている。 

センタースピーカ_モ_ドを正しく設定してくださ 
い(61、62ページ参照)。 

Hi-Fi DSP 音場プ□グラム （1 〜 6) を選択してい 
る （「6 ch Stereo 」 と 「 Game 」 は除く）〇 

DSP 処理の仕様により、入力信号のフォーマツトに 
よっては、センタースピーカーからの音声出力がな 
い場合があります。 

リア L / R スピーカーから音声が 
出ない 

リア L / R スピーカーのレベルが絞られている。 

リア L / R スピーカーのレベルを調節してください 
(24、25ページ参照)。 

セツトメニュ ー「1 C REAR L/R SP 」 が 「 NONE 」 
に設定されている。 

U ア L / R スピーカーモードを正しく設定してくださ 
い (62 ページ参照)。 

音場プログラム11で、モノラルソースを再生 
している。 

別の音場プ□グラムを選択してください。 

リアセンタースピーカーから音 
声が出ない 

リアセンタースピーカーのレベルが絞られてい 
る0 

リアセンタースピーカーのレベルを調節してくださ 
い(24、25ページ参照)。 

セツトメニュー nc REAR L/R SP 」 が 「 NONE 」 
に設定されている。 

リア L / R スピーカーモードが 「 NONE 」 に設定される 
と、自動的にリアセンタースピーカ_モ_ドも 
「 NONE 」 に設定されます。リア L / R スピーカーモー 
ドを正しく設定してください (62 ぺージ参照)。 

セツトメニュ ー 「1 D REAR CT SP 」 が 「 NONE 」 
に設定されている。 

U アセンタースピーカ_モ_ドを正しく設定してく 
ださい (63 ページ参照)。 

ドルビーデジタル EX デコ_ダ_や DTS ES デ 
コーダーがはたらいていない。 

EX / ES キーを押して、 「 AUTO」、「Discrete 6.1」 
または 「Matrix 6.1」を選択してください (3 1ページ 
参照)。 
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故障かな？と思ったら 


症状 原因 対策 

スーパーウーファーから音声がセットメニュー |"1 E LFE/BASS OUT 」 を 「 SWFR 」 または 「 BOTH 」 に設定してくださし、 （63 
出ない 「 MAIN 」 に設定したまま、ドルビーデジタル、ページ参照)。 

DTS および AAC 信号を再生している。 

セットメニュー |"1 E LFE / BASS 〇 UT 」 を 「巳 OTH 」 に設定してください (63 ぺージ参照)。 
「 SWFR 」 または 「 MAIN 」 に設定したまま、2 
チャンネル信号を再生している。 

再生しているソースに LFE や低音信号 (90 Hzm 
下)が含まれていない。 

ドルビーデジタルまたは DTS ソ接続したプレーヤーなどの設定が「デジタル出お使いのプレーヤーの取扱説明書を参照し、正しく 
フトの再生ができない（本機の力」かつ「ドルビーデジタルまたは DTS 」 に設定設定してください。 

ディスプレイのドルビーデジタされていない。 

ルまたは DTS インジケーターが 

点灯しない）_ 

低音の再生不良 スーパーウーファーを使用していないのに、 「 MAIN 」 に設定してください (63 ページ参照)。 

セットメニュー 「1 E LFE/BASS OUT 」 を 
「 SWFR 」 または 「 BOTH 」 に設定している。 

セットメニューの各スピーカーモードがスピー各スピーカーモードを適切に設定してください (61 
力一構成に一致していない。 〜64ページ参照)。 

ノ V ム音が出る ステレオピンケープ)レの接続が不完全。 ステレオピンケープ;レをしっかり差し込んでくださ 

い0 

レコードプレーヤーのアースが SIGNAL GND アースコードを本機の SIGNAL GND 端子に接続し 
端子に接続されていない。 てください （1 8ページ参照)。 

レコードの再生音が小さい MC 力一トリッジが装着されたレコードブレー MC へッドアンプまたは MC トランスを介してレ 

ヤーで再生している。 コードプレーヤーを本機に接続してください （17 

ぺ-ジ参照)。 

音量を上げることができない、本機の〇 UT ( REC ) 端子に接続された機器の電 AV アンプという製品ジャンルの特性上 、 OUT 
または音が歪んでいる 源が入っていない。 （ REC ) 端子に接続している機器の電源が切れている 

場合に、再生音が歪んだり、音量が下がったりする 
ことがあります。本機に接続しているすべての機器 
の電源を入れてください。 

サラウンドと音場効果を付加しサラウンドと音場効果を付加した音は録音でき 
た音を録音できない ません。 

録音できない デジタル録音時にアナログで信号を入力していデジタルで信号を入力してください。 

る 0 

本機と再生機器および録音機器がデジタル接続デジタル接続をしてください。 

されていない。 

アナログ録音時にデジタルで信号を入力していアナログで信号を入力してください。 

る 0 

本機と再生機器および録音機器がアナログ接続アナログ接続をしてください。 

されていない。 

録音機器によっては、ドルビーデジタル 、 DTS 
および AAC などのデジタルデータを録音できま 
せん。 

スピーカーレベルなどのパラセットメニュー「14 MEMORY GUARD 」 が 「 OFF 」 に設定してください (71 ページ参照)。 
メータ—を変更できない 「 ON 」 に設定されている。 

セットメニューなどの設定内容1週間以上電源コンセントを抜いていたり、外1週間以上電源コンセントを抜いたままにしておく 
が消えている 部タイマーが切れたままになっていた。 と、内蔵メモリの内容が消えてしまうことがありま 

す。もう一度設定しなおしてください。 

本機に接続している機器にへッ本機がスタンバイ状態になっている。 本機の電源を入れてください。 

ドホンを接続して聴いている 
と、音が歪む 


その他の情報 


83 



と思ったら 


■ FM/AM 放送の受信 


症状 

原因 

対策 

FM / 

AM 

プリセット選曲ができな 
い 

プリセツト(メモリー)が消えている。 

もう一度プリセツトしてください。 


ステレオ放送になると雑 
音が多く聞きづらい 

FM 放送の特性により、放送局から離れた地域 
やアンテナ入力が弱い場合に起きる。 

アンテナの接続を確認してください。 

FM 屋外アンテナを多素子のものに変えてください。 




マニュアル選局をしてください。 

FM 

FM 専用アンテナを使用 
しているが、音が歪むな 
ど受信感度が悪い 

マルチパス(多重反射)などの妨害電波を受けて 
し、る0 

アンテナの高さや方向、設置場所を変えてくださ 
い0 


オート選局ができない 

FM 放送の特性により、放送局から離れた地域 
やアンテナ入力が弱い場合に起きる。 

マニュアル選局をしてください。 



屋外アンテナを多素子のものに変えてみてくださ 
い0 


オート選局ができない 

電波が弱い、あるいはアンテナの接続が不完 
全。 

AM ループアンテナの方向を変えてください。 



マニュアル選局をしてください。 

AM 

「ジー」、「ザー」、「ガリガ 
リ」などの雑音が入る 

空電や雷による雑音、または蛍光灯、モーター、 
サーモスタツト付きの電気器具の雑音を拾って 
し、る0 

AM 屋外アンテナを張り、アースを完全に取ると減 
少しますが、完全に除去するのは困難です。 


「プンプン」、「ヒュー 
ヒュー」などの雑音が入 
る(特に夕方に) 

本機の近くでテレビを使用している。 

本機からテレビを離してください。 
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■リモコン 


故障かな？と思つ 


症状 

原因 

対策 

リモコンで操作できない 

リモコン操作範囲から外れている。 

本体のリモコン受光部から 6 m 以内、角度30°以内 
の範囲で操作してください (8 ページ参照)。 

受光部に日光や照明(インノ（ー ター蛍光灯やス 
卜□ボライトなど)が当たっている。 

照明、または本体の向きを変えてください。 

乾電池が消耗している。 

乾電池をすべて交換してください。 

操作する機器が選択されていない。 

入力選択キーを押して、操作したい機器を選択して 
ください (26 ページ参照)。 

外部機器がリモコンで操作でき 
ない 

メーカーコードが正しく設定されていない。 

メーカーコードを設定しなおすか、同じメーカーの 
コードの中から別のコードを設定してください(46、 
47ぺージ参照)。 

メーカーコードを正しく設定しても、メーカー 
または機器によっては操作できない場合があり 
ます。 

メーカーコードで操作できない機能は、機器のリモ 
コンから本機のリモコンにラーニング(学習）してく 
ださい(47、48ページ参照)。 

リモコンが新しい機能をラーニ 
ング(学習）しない 

本機のリモコンまたは他の機器のリモコンの電 
池が消耗している。 

電池を交換してください (4 ページ参照)。 

2台のリモコン間の距離が離れすぎているか、 
近すぎる。 

2台のリモコンを5〜1 Ocm の距離に配置してくだ 
さい (47 ぺージ参照)。 

他の機器のリモコンの信号コードと本機のリモ 
コンとの互換性がない。 

ラーニング(学習）はできません。 

メモリ容量がいっぱいになっている。 

ラーニングされている機能のうち、不要なものを消 
去して、メモリ容量に空きを作ってください（53、 
54ページ参照)。 


その他の情報 


85 



用語解説 


ドルビーサラウンド 

ドルビーサラウンドは、ダイナミックで臨場感豊かな音響 
効果のために、左右2つのメインチャンネル（ステレオ音 
声)、会話などを再生するセンターチャンネル(モノラル音 
声)、効果音のリアチャンネル(モノラル音声)の、アナログ 
4チャンネル方式を採用しています。リアチャンネルの再 
生域は狭くなっています。 

現在、ほとんどのソフトに普及している方式です。本機内 
蔵のドルビープ□ロジックデコーダーは、各チャンネルの 
音量を自動的に調整して安定させ、音の移動感や方向性を 
強調して、より正確なデジタル処理を行います。 

ドルビーデジタル 5. 1チャンネル 

ドルビーデジタルは、完全に独立したマルチチャンネル音 
声を再生できるデジタルサラウンドシステムです。全帯域 
の音声成分を持つフロントの3チャンネル（し R 、 セン 
夕一)と、リアのステレオ2チャンネル、低音域専用の LFE 
チャンネルの合計 5. 1チャンネルで構成されます。 

U アがステレオ2チャンネルで収録されているため、ドル 
ビーサラウンドと比較して、音の移動感や周囲の環境音が 
より明確になります。全帯域の5チャンネルの幅広いダイ 
ナミックレンジと正確な音の定位によって、これまでにな 
い迫力と現実感を再現できます。 

ドルビーデジタルサラウンド EX 

本機は 5.1 チャンネルのソースにリアセンターチャンネル 
を加えて 6.1 チャンネル再生を可能にするドルビーデジタ 
ルサラウンド EX ソフト対応のドルビーデジタル EX デコー 
ダーを内蔵しています。（リアセンターチャンネルはリア L 
とリア R チャンネルから作られます。）ドルビーデジタルサ 
ラウンド EX で録音された映画のサウンドトラックを再生す 
る際に、最良の音声を再生できます。 


ドルビープ□ロジック II 

2チャンネルで記録された音声を信号処理し、優れた分離 
感を保ったまま 5.1 チャンネル音声に変換します。映画用 
の Movie モードと、音楽などのステレオソース用の Music 
モードが用意されています。従来の2チャンネル音声(モノ 
ラル音声を除く）だけで記録された古い映画も、 5.1 チャン 
ネルの迫力ある音声で楽しめます。 

DTS (デジタル•シアター•システムズ)デジタルサラ 
ウンド 

DTS デジタルサラウンドは、アナログの映画音声に取って 
代わる 5. 1チャンネル方式のデジタルサウンドトラックと 
して開発された最新技術で、世界中の映画館に急速に普及 
しています。この技術を家庭用に調整したものが、本機で 
採用している DTS システムです。極めて劣化が少なく、ク 
リアな音質の6チャンネル(メインし R 、 センター、2つの 
U アチャンネル、スーノ V °_ ウーファー用 LFEO . 1チャンネ 
ルを加えた 5.1 チャンネル)で構成されています。 

本機は 5.1 チャンネルのソースにリアセンターチャンネル 
を加えて 6.1 チャンネル再生を可能にする DTS - ES デコー 
ダーを内蔵しています。 

DTS Neo :6 

2チャンネル信号のソースを、リアセンターを含めた6 
チャンネルで再生できます。再生するソースに合わせて、 
音楽用の Music モードと、映画用の Cinema モードが用意 
されています。すべてのチャンネルを全帯域で再生できる 
だけでなく、ディスクリート方式で記録されたソースのよ 
うなチャンネ <1レの分離感を体感できます。 

LFE (□—フリケンシーエフェクト） 0.1 チャンネル 

音声成分の帯域が20〜1 20 Hz の、低音域専用チャンネル 
です。ドルビーデジタルと DTS 、 AAC で、全帯域用の5チャ 
ンネルに加えて、効果的な場面で低音を増強するために使 
用されます。音声の帯域が低域のみに制限されているので、 
0.1と表現されます。 
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用語解説 


シネマ DSP 

(デジタル•サウンド•フィールド•プロセッサー） 

ドルビーサラウンドや DTS のシステムは、本来映画館用に 
設計されているため、ご家庭では部屋の広さや壁の材質、 
スピーカーの数などの条件の違いによって、同じソフトで 
あっても視聴感に差が出てしまいます。 

ヤマ八シネマ DSP は、豊富な実測データに基づく独自の音 
場技術を応用することで、ドルビープ□ロジックやドル 
ビーデジタル、 DTS のシステムと組み合わせて音のスケー 
ルや奥行き、音量感を補い、ご家庭でも映画館のような視 
聴体験を実現します。 

サイレントシアター 

へッドホンでマルチスピーカーによる音場プ□グラムを擬 
似的に再現するための、ヤマ八独自のシステムです。音場 
プログラムごとにへッドホン用の設定値が用意されている 
ため、自然で立体感あふれる音場プ□グラムをへッドホン 
でもお楽しみいただけます。 

バーチャルシネマ DSP 

リアスピ_力_を設置していなくても、仮想的にリアス 
ピーカーの音場を再現することで、音場プ□グラムを楽し 
めます。センタースピーカーを設置できない場合でも、メ 
インし R の2スピーカーシステムでバーチャルシネマ DSP 
をお楽しみいただけます。 

AAC (アドバンスト•オーディオ•コーディング） 

MPEG -2 才ーディオ規格の1つで、 BS デジタル放送で採用 
されています。モノラル音声から最大で7チャンネル音声 
までを効率良く圧縮して記録、伝送できます。 

本機は AAC デコーダーを搭載しているので、 BS デジタル 
チューナーで受信した番組の 5. 1チャンネル音声をデコー 
ド(復号）して再生できます。 


S ビデオ彳言号 

S ビデオ信号は、通常ならステレオピンケーブルで伝送さ 
れる映像信号を、専用の S ビデオケーブルを使って、輝度を 
表す丫信号と色を表す C 信号に分けて伝送する方式です 。 S 
VIDEO 端子で接続すると、より美しい映像で録画/再生を 
お楽しみいただけます。 

コンポーネントビデオ信号 

映像信号を「輝度を表す信号: Y 信号」と「色を表す信号: Pb/ 
Cb および Pr / Cr 信号」の3系統に分けて伝送します。それぞ 
れの信号を独立して伝送するため、色をより忠実に再現で 
きます。また、コンポーネント信号は、色信号から輝度信 
号を引いているので色差信号とも呼ばれます。 

コンポーネント信号を出力するには、コンポーネント入出 
力のあるモニターと再生機器が必要です。 

D 端子 

最新の A V 機器間での映像信号の伝送に用いられる端子で、 
コンポーネントビデオ信号とコント□ール信号を一本の専 
用ケーブルで接続できます。その性能に応じて D 1 から D 5 
に分けられ、本機は D 1 から D 4 に対応しています。 （ D 端子 
を接続するケーブルには、両端が D 端子のケーブルと、片方 
が3本の RCA ピンジャックのケーブルがあります。 D 2 か 
ら D 4 までの入力機器やモニターを接続する場合、両端が D 
端子のケープ)レで接続してください。） 

PCM (リニア PCM ) 

MP 3 形式や ATRAC 形式のようにアナログ音声信号を圧縮 
せずに、そのまま符号化して録音•伝送する方式です。 
「 PCM 」 は、パルス•コード•モジユレーシヨンの略で、デジ 
タル信号をパルスの符号にして変調記録するという意味で 
す。 

音楽 CD や DVD オーディオの録音方法などで採用されてい 
ます。 PCM 方式では、非常に短く区切った単位時間あたり 
の信号の大きさを数値に置き換える（サンプリング)手法を 
用いています。 

サンプリング周波数/量子化ビット数 

アナログ音声信号をデジタル信号化する際に、1秒間にサ 
ンプリング(信号の大きさを数値に置き換えること）を行う 
回数をサンプリング周波数といい、音の大きさを数値化す 
るときのきめの細かさを量子化ビット数といいます。 
再生できる周波数帯は「サンプリング周波数」で決まり、音 
量の差を表わすダイナミックレンジは「量子化ビット数」で 
決まります。原理的には、サンプリング周波数が高いほど 
再生可能な音域が広がり、量子化ビット数が大きいほど音 
の大きさの変化をきめ細かく再現できることになります。 


その他の情報 
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オーディオ部 

定格出力 （6 Q 、20 Hz 〜 20 kHz 、 0.04% THD ) 


メイン L/R . 1 10 W +110 W 

センター . 1 10 W 

リア L/R . 1 10 W +110 W 

リアセンター . 1 10 W 

実用最大出力 ( EIA 丄60, 1 kHz 、 10% THD ) 

メイン L/R .165 W +165 W 

センター .165 W 

U ア L/R .165 W +165 W 

リアセンター .165 W 

ダンピングファクタ _(8 Q 、20 Hz 〜 20 kHz ) 

メイン L/R . 80以上 

入力感度/インピーダンス(アナログ） 

PHONO ( MM ) .2.5 mV /47 kQ 

CD 他 . 1 50 mV /47 kQ 

6 CH INPUT .150 mV /47 kQ 

出カレベル/インピーダンス 

REC OUT .150 mV /1.2 kQ 

PREOUT .1.0 V /1.2 kQ 

MONO SUBWOOFER .4.0 V /1.2 kn 

へッドホン出力/インピーダンス .150 mV /100 Q 

周波数特性 

CD 他ーメイン L/R ........ 10 Hz 〜100 kHz 、一3.0 d 巳 

全高調波歪率 (20 Hz 〜 20 kHz ) 

MAIN-SP 0 UT (55 W /6 Q ). 0.04%以下 

S / N 比 

( IHF-A ネットワーク、入カシヨート、 EFFECT OFF ) 

PHONO ( MM )、5 mV 入力 .86 dB 以上 

CD 他、250 mV 入力 .1 00 d 巳以上 

残留ノイズ ( IHF - A ネットワーク） 

メイン L / R、SPOUT . 150" V 以下 

チヤンネルセパレーシヨン 

(5_ lkQ 夕ーミネート、 lkHz /10 kHz ) 

CD 他 .60 dB 以上/ 45 dB 以上 

I ンコント□—ル（メイン L / R ) 

BASS . ±1 0 dB /50 Hz 

TREBLE . + 1 0 dB /20 kHz 

BASS EXTENSION .+6 d 巳/ 60 Hz 

A / D コンバーター 

.128 倍オーバーサンプリング △；! 方式 24 ビット 

D / A コンバーター .192 kHz /24 ビット対応 


ビデオ部 

ビデオ信号方式 . NTSC 

コンポジツトビデオ信号レベル . lVp - p /75 Q 

S ビデオ信号レベル 

Y . 1 Vp - p /75 Q 

C . 0.286 Vp - p /75 Q 

コンポーネントビデオ信号レベル 

Y . 1 Vp - p /75 Q 

Pb/Cb 、 Pr/Cr .0.7 Vp - p /75 Q 

S / N 比 .50 dB 以上 

周波数帯域 (MONITOR OUT ) 

VIDEO、S VIDEO .5 Hz 〜10 MHz 、-3 dB 

COMPONENT VIDEO 、 D 4 VIDEO 
. DC 〜 60 MHz 、-3 dB 


FM チューナー部 

受信周波数 . 76.0 MHz 〜90.0 MHz 

実用感度 ( IHF ). 1 .0" V (1 1 _2 dBf ) 

S / NCIHF 、 モノ/ステレオ） .76 dB /70 dB 

歪率 （1 kHz 、 モノ/ステレオ） . 0.2%/0 .3% 

ステレオセパレーシヨン （1 kHz ).45 dB 

周波数特性 .20 Hz 〜 15 kHz 、+0.5, -2 dB 


AM チューナー部 

受信周波数 . 

実用感度 . 


531 kHz 〜161 1 kHz 
. 300 " V/m 


総合 

電源電圧 . AC 100 V 、50/60 HZ 

消費電力 . 290 W 

待機時消費電力 .1 W 以下 

AC アウトレット(電源スイッチ連動、合計 80 W ). 2 

寸法(幅 X 高さ X 奥行き） .435 X 171 x 434 mm 

質量 . 1 5 kg 

付属品 . 3ページをご覧ください 


* 仕様、および外観は、改良のため予告なく変更すること 
があります。 


本機は「高調波ガイドライン」適合品です。 
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ヤマ八ホットラインサービスネットワーク 

ヤマ八ホットラインサービスネットワークは、本機を末永く、安心してご愛用いただけるためのものです。 

サービスのご依頼、お問い合わせは、お買上げ店、またはお近くのサービス拠点にご連絡ください。 


• 保証期間 

お買い上げ日より1年間です。 

• 保証期間中の修理 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。詳しくは保 
証書をご覧ください。 

• 保証期間が過ぎているとき 

修理によって製品の機能が維持できる場合にはご要望により有料に 
て修理いたします。 

• 修理料金の仕組み 

♦ 技術料 故障した製品を正常に修復するための料金です。 

技術者の人件費、技術教育費、測定機器等設備費、 
一般管理費等が含まれています。 

♦ 部品代 修理に使用した部品代金です。その他修理に付帯す 

る部材等を含む場合もあります。 

♦ 出張料 製品のある場所へ技術者を派遣する場合の費用で 

す。別途、駐車料金をいただく場合があります。 

• 補修用性能部品の最低保有期間 

補修用性能部品の最低保有期間は、製造打切り後8年(テープデッ 
キは6年)です。補修用性能部品とは、その製品の機能を維持する 
ために必要な部品です。 

• 持ち込み修理のお願い 

故障の場合、お買い上げ店、または最寄りのヤマ八電気音響製品 
サービス拠点へお持ちください。 

• 製品の状態は詳しく 

サービスをご依頼なさるときは製品の状態をできるだけ詳しくお知 
らせください。また製品の品番、製造番号などもあわせてお知らせ 
<ださい。 

※品番、製造番号は AV 製品の背面もしくは底面に表示してありま 
す。 

• スピーカー の修理 

スピーカーの修理可能範囲はスピーカーユニットなど振動系と電気 
部品です。尚、修理はスピーカーユニット交換となりますので、 
エージングの差による音色の違いが出る場合があります。 

• 摩耗部品の交換について 

本機には使用年月とともに性能が劣化する摩耗部品(下記参照)が使 
用されています。摩耗部品の劣化の進行度合は使用環境や使用時間 
等によって大きく異なります。 

本機を末永く安定してご愛用いただくためには、定期的に摩耗部品 
を交換されることをお薦めします。 

摩耗部品の交換は必ずお買い上げ店、またはヤマノ V 電気音響製品 
サービス拠点へご相談ください。 

r 摩耗部品の一例- n 

ボリュームコント□—ル、スイッチ，リレー類、接続端子、ランプ、ベ 
I ルト、ピンチ□—ラー、磁気ヘッド、光ヘッド、モーター類など 

※このページは、安全にご使用いただくために AV 製品全般について 
記載しております。 


■ ヤマ八 AV 製品の機能や取扱いに関するお問合せは 
お客様ご相談センター 

TEL (0570) 01-1808 (ナビダイヤル） 

全国どこからでも市内通話料金でご利用いただけます。 


携帯電話、 PHS からは下記番号におかけください。 

TEL (053) 460 - 3409 

FAX (053) 460 — 2777 
住所〒 430-8650 

静岡県浜松市中沢町 10-1 

ご相談受付時間10:00〜12:00,13:00〜18:00 
(日 • 祝日及び弊社が定めた日は休業とさせていただきますの 
であらかじめご了承ください。） 


■ヤマ八 AV 製品の修理、 サービスパーツに 関するお 
問合せは 

(ヤマノ v 電気音響製品サービス拠点） 

北海道 〒〇 64-8543 札幌市中央区南十条西卜 1-50 ヤマ八センター内 
TE し (011) 512 - 6108 

仙台 〒 984-00 15仙台市若林区卸町 5-7 仙台卸商共同配送センター 3 F 
TEL (022) 236 - 0249 

首都圏 〒 143-0006 東京都大田区平和島2丁目1番1号 

京浜トラックターミナル内14号棟 A -5 F 
TE し (03) 5762 -2121 

浜松 〒435-0016浜松市和田町200ヤマハ(株)和田工場内 
TEL (053) 465 - 6711 
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ヤマ八(株)千里丘センター内 
TE し（〇 6) 6877 - 5262 

広島〒 731 -01 13広島市安佐南区西原 6-14- 14 
TEL (082) 874- 3787 

四国 〒 760-0029 高松市丸亀町 8-7 

(株)ヤマ八ミュージック神戸高松店内 
TEL (087) 822 - 3045 

九州 〒8 12-8508 福岡市博多区博多駅前 2- 11 -4 
TEL (092) 472 -2134 



ヤマ八株式会社 

亍 430-8650 浜松市中沢町1 0-1 

ヤマノ V オーディオ&ビジュアルホームページ 
http :// www . yamaha . co . jp / audio / 
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DVD プレーヤー 


メインスピーカー 


馨 YAMAHA 

DSP-AX1 300 
DSP-AX 2300 
簡易接続ガイド 


基本接続+ DVD プレーヤー: 


DVD プレーヤーを接続して、 6.1 チャンネルの 
デジタルソースを楽しむための、基本的な接続 
のしかたを説明します。 


接続する前に、本機および接続する機器の電源 
コー ドが AC コンセン トに接続されていない こ 
とを確認してください。 



芯線をしっかりとよじらな 
いと、ショート（短絡）の原 
因になります。 


スピーカーケーブルを接続 
する場合は、シヨートしな 
いように注意してください。 
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馨 YAMAHA 

DSP-AX1 300 
DSP-AX 2300 
簡易接続ガイド 



MD レコーダーを接続して、音声を再生/録音 
するための、接続のしかたを説明します。 
スピーカーやテレビの接続のしかたについては、 
裏面をご覧ください。 




•本機はデジタル信号回路とアナログ信号回路が独立してい 
るため、アナログ入力信号はアナログ出力端子から、デジタ 
ル入力信号は DIGITAL OUTPUT 端子からのみ出力されま 
す。 

• 本機の OPTICAL 端子は、日 AJ 規格に基づいて設計されて 
います。 EIAJ 規格を満たさない光ファイバーケーブルを使 
用すると、正常に動作しないことがあります。 








































